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譯 

者 

序

私
は
五
年
前
か
ら
、
わ
か
日
本
民
族
と
民
族
的
血
緣
關
係
に
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
イ-

ハ
ン
ガ
リ 

イ
人
自
ら
は
マ
ジ
ャ
ア
ル
と
稱
し
、
其
の
國
名
を
マ
ジ
ャ
ア
ル
・
オ
ル
テ
—
ク
と
呼
ぶ!

に
呼 

び
掛
け
て
民
族
的
親
善
運
動
に
手
を
染
め
た
。

こ
れ
が
機
關
と
し
て
月
刊
雜
誌
『
大
道
』
を
發
刊
し 

た
。
足
掛
四
年
貳
拾
八
號
に
到
り
、
私
が
聊
か
健
康
を
害
し
た
の
と
、
本
職
の
法
曹
事
務
が
忙
が 

し
く
な
っ
た
た
め
、
一
時
休
刊
す
る
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
小
さ
な
月
刊
雜
誌
は
八 

ン
ガ
リ
イ
で
は
豫
想
外
に
も
て
た
。
『
大
道
』
が
着
い
た
日
を
、
お
祭
り
の
や
う
な
騷
ぎ
だ
、
と
ハ 

ン
ガ
リ
イ
人
の
同
志
か
ら
知
ら
し
て
く
れ
た
。
勿
論
、
私
は
紙
面
の
一
隅
に
獨
逸
語
欄
を
設
け
、
 

評
論
や
通
信
や
又
は
日
本
文
化
の
紹
介
に
努
力
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
試
み
の
う 

譯 

者 

序 

-



譯 

者 

序 

二 

ち
で
、
日
本
詩
歌
の
散
文
的
獨
逸
語
譯
——

例
へ
ば
、
和
歌
、
俳
句
、
民
謠
或
は
漢
詩
の
『蒙
古 

來
』
や
『白
虎
隊
』
等
々
——

は
可
成
、
興
味
を
惹
い
た
や
う
で
、
ハ
ン
ガ
リ
イ
の
或
る
中
學
校 

の
先
生
か
ら
、
日
本
精
神
を
說
明
す
る
敎
材
に
す
る
か
ら
、
旣
刊
の
『大
道
』の
殘
部
あ
り
っ
た
け 

を
郵
送
し
て
吳
れ
と
申
し
込
ん
で
來
た
。

ま
た
、
千
九
百
三
十
一
年
二
月
に
は
、
當
時
の
ハ
ン
ガ
リ
イ
文
部
大
臣
ク
ノ
ウ•
ク
レ
ベ
ス
ベ 

ル
ヒ
伯
爵
か
ら
『大
道
』の
記
事
は
有
益
に
し
て
興
味
に
富
む
と
の
讃
辭
を
忝
う
し
た
。 

二
つ
の
民
族
間
の
親
善
融
和
を
求
む
る
に
は
、
相
互
の
民
族
精
神
を
理
解
し
合
ふ
こ
と
が
肝
要 

で
あ
る
。
そ
れ
に
は
民
族
精
神
の
反
映
で
あ
り
產
兒
で
あ
る
文
藝
詩
歌
の
相
互
的
飜
譯
紹
介
—
 

卽
ち
、
あ
る
意
味
の
文
化
交
換
が
、
効
果
的
な
ー
方
法
た
る
を
失
は
な
い
。
私
の
試
み
も
、
こ
こ 

を
濾
っ
た
の
で
あ
る
。
所
が
、
わ
い
を
又
狙
っ
て
、
ハ
ン
ガ
リ
イ
の
詩
人
へ
ゲ
デ
ュ
ス
君
か
ら
夥 

し
い/b

品
も
の
と
、
其
の
傑
作
た
る
戯
曲
『殺
人
犯
』の
獨
逸
語
譯
レ
ク
ラ
ム
版
を
私
の
許
へ
送
っ



て
き
て
、
こ
れ
を
日
本
語
に
飜
譯
し
て
吳
れ
、
而
し
て
民
族
的
に
血
の
つ
な
が
っ
て
ゐ
る
懷
し
い 

日
本
人
諸
君
に
自
分
の
作
品
を
紹
介
し
て
吳
れ
、
と
申
し
込
ん
で
き
た
。 

そ
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
製
の
お
い
し
い
チ
ョ
コ
レ
—
卜
や
土
俗
的
な
玩
具
や
端
麗
な
婦
人
用
上
衣 

や
又
は
世
界
で
一
番
お
い
し
い
と
云
は
れ
て
ゐ
る
ト
カ
イ
產
の
葡
萄
酒
等
々
を
贈
っ
て
吳
れ
た
〇 

天
眞
爛
漫
な
る
詩
人
的
性
格
が
、
こ
れ
等
の
贈
物
に
象
徵
さ
れ
て
ゐ
る
。 

ヘ
ゲ
デ
ュ
ス
君
の
友
人
な
る
ブ
ダ
ペ
ス
ト
市
、
國
民
劇
場
の
同
人
諸
君
か
ら
も
、
日
本
名
春
領 

事
の
エ
ド
ム
ン
ド•
ホ
ル
ロ
ー
ス
氏
か
ら
も
、右
の
戯
曲
『殺
人
犯
』の
邦
譯
と
、能
ふ
可
く
ん
ば
上 

演
と
を
熱
心
に
依
賴
し
て
來
た
。
そ
こ
で
恩
師
菅
虎
雄
先
生
を
煩
は
し
令
息
博
雄
君
及
び
今
成
豊 

吉
感
川
龍
之
助
三
君
の
協
力
を
求
め
て
、右
の
飜
譯
を
完
成
し
た
。
尙
蘆
谷
瑞
世
君
に
よ
っ
て»
 

譯
さ
れ
た
小
說
の
中
四
篇
及
び
散
文
詩
『
ロ
ク
ナ
ン
』も
こ
れ
を
機
會
に
收
錄
し
た
次
第
で
あ
る
〇 

ハ
ン
ガ
リ
イ
で
は
『日
本
を
見
て
死
ね
』
と
の
諺
が
出
來
た
さ
う
だ
。『日
光
を
見
ず
に
結
構
と 

譯 
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譯

者

序
 

匹 

言
ふ
な
』
と
同
意
義
で
あ
る
。
富
士!
!

え
、
櫻
咲
く
、
増
か
し
き
日
本
で
、

ヘ
ゲ
デ
ュ
ス
君
の
代 

表
的
作
品
が
飜
譯
刊
行
さ
れ
た
と
聞
け
ば
、
無
邪
氣
な
同
君
は
、
ど
ん
な
に
喜
ぶ
こ
と
だ
ら
う
。 

而
し
て
へ
ゲ
デ
ュ
ス
君
の
喜
び
は
又
實
に
私
の
喜
び
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
日
本
及
び
洪 

牙
利
の
理
解
あ
る
人
々
が
こ
の
喜
び
に
共
に
與
っ
て
く
れ
、
ば
、
譯
者
の
幸
こ
れ
に
こ
し
た
事
は 

な
い
。昭

和
八
年
八
月

(

ブ
ダ
ペ
ス
ト
市
、
「
ツ
ラ
ン
協
會
」
名
譽
钾
員

•

ア
ダ
ペ
ス
ト
市
、
「
日
淺
協
會
」
名
譽
曾
員

ー
東
京
市
「
大
道
祉
」
代
表
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海

外

代

表

飜

譯

者
 

〇
北
米
合
衆
國
及
カ
ナ
ダ
、

ハ
ン
ス
・
バ
ル
チ(U

・S

・A
)
紐
育
プ
ロ 

—
ド
ウ
エ
イ
一
五
四 

七

、
ガ
イ
エ
テ
ィ
・
シ
ア
タ
ー •

・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ) 

〇«

太
利
、
〇

・F
、
ア
イ
リk
博
士 
(

ウ
ィ
ン
市

11
、
プ
ラ
ー
タ
ー
街
三
八)
 

〇
洪
牙
利
、

マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
・
ヤ
ル
ト
ン
博
士(

ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
リ
ポ
ッ
ト
。
ケ
ルI
ト
一
六)
 

o
n

シ
ャ
及
ポ
ー
ラ
ン
ド
、P
・
ネ
ル
ト
ナ
ー(

リ
ガ
市
、
書
藉
及
樂
譜
商) 

〇
ス
ウ
ェ
ー
テ
ン
及
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド 

オ
ス
カ
ー
、
ヴ
ィ
ー
カ
ン
ダ
ー(

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
、
 

國
立
劇
揚
舞
臺
監
督)

〇
デ
ン
マ
ー
ク
及
ノ
ー
レ
ウ
ェ
イ
、
フ
ォ
レ
マ
ー 
・
ハ
ン
セ
ン(

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市
、
國
立
音 

樂
學
校
、
フ
ェ
ス
タ
ー
通
リ
三
六)

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ブ
ロ
ッ
ホ
後
繼
者(

店
主
、
ア
ド

>v
フ
。
ス
リ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
及
エ
レ
ン 

ス
ト
如
ブ
ロ
ッ
ホ)

原
著
者
の
權
利
代
表
者(
伯
林
、
西
北•
6
、

レ

イ-
U."
街
ー
ニ)



在
洪
牙
利
日
本
名
譽
領
事
エ
ド
ム
ン
ド•

ホ
ル
ロ
—
ス
氏
よ
り
譯
者
宛®

簡

角

岡
 

知

良

樣

敬

愛

す

る

貴

下

よ
!

貴
下
の
御
懇
親
を
忝
う
す
る
シ
ャ
ン
ド
ル
・
フ
ォ
ン
・
へ
グ
デ
ュ
ス
氏
は
、
當
地
に
於
て
好
評
嘖
々
た
る
詩 

人
で
あ
り
、
且
つ
著
作
家
セ
あ
り
ま
す
が
、
今
般
同
氏
よ
り
、
貴
國
に
て
同
氏
の
作
品
刊
行
の
交
涉
が
、 
貴
下 

と
の
間
に
具
體
化
し
た
る
旨
、
日
本
帝
國
領
事
な
る
小
生
宛
に
報
吿
が
あ
り
ま
し
た
。

因
て
小
生
は
未
だ
拜
顏
を
得
ざ
れ
ど
も
、 
貴
國
の
領
事
と
し
て
、 
フ
ォ
ン
・
へ
ゲ
デ
ュ
ス
宛
の
最
近
の
貴
翰 

に
對
し 
、
二
三
卑
見
を
申
添
へ
る
こ
と
の
御
許
容
を
得
た
い
と
存
じ
ま
す
。

申
す
迄
も
な
く
、
我
が
畏
友
、
フ
ォ
ン•
へ
ゲ
デ
ュ
ス
氏
の
作
品
が
、
洪
牙
利
の
有
識
階
級
者
間
に
普
く
も 

て
は
や
さ
れ
、
且
つ
愛
讀
さ
れ
て
居
る
こ
と
は
敢
て
贅
言
を
要
し
ま
せ
ぬ
。
叉
同
氏
の
戯
曲
は
當
地
で
は
、
す 

ば
ら
し
い
人
氣
を
博
し,
そ
の
作
風
に
、
生
粹
の
洪
牙
利
調
、
所
謂
ヨ
ー
カ
イ(Yokai)

數
表
現
さ
れ
る
や 

名
春
領
事
書
簡 

五



名
譽
領
事
書
簡 

六 

う
に
な
っ
て
以
來
は
、 
斯
道
の
專
門
家
は
勿
論
、
一
般
大
衆
か
ら
も
到
る
處
で
喝
采
を
以
て
迎
へ
ら
れ
る
に
至 

リ
ま
し
た
。

こ
の
ヨ
ー
カ
イ
と
申
し
ま
す
の
は
、
洪
牙
利
が
前
世
紀
に
生
ん
だ
偉
大
な
る
小
說
家
で
あ
り
、 
又
實
に
、
フ 

オ
ン
・
ヘ
ゲ
デ
ュ
ス
氏
の
伯
父
に
當
り
ま
す
。
而
し
て
そ
の
天
才
は
確
に
、
其
の
後
繼
者
に
し
て
血
緣
者
だ
・
る 

氏
に
遺
傳
し
た
や
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
尙
、
貴
翰
中
、
將
來
引
續
き
同
氏
の
作
品
を
御
公
表
こ
れ
あ
る
趣 

拜
見
い
た
し
、
小
生
等
は
大
い
に
喜
ば
し
く
存
じ
て
ゐ
る
次
第
で
す
。
若
し
同
氏
の
戯
曲
が
實
地
に
上
演
さ
れ 

る
こ
と
と
な
れ
ぱ
、 
洪
牙
利
に
於
て
は
、
全
く
並
々
な
ら
ぬ
滿
悅
を
喚
起
い
た
す
可
く
、
且
つ
貴
地
の
上
演
も 

當
地
に
於
け
る
と
同
じ
く
、
必
ず
や
成
功
を
收
む
べ
き
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

以
上
卑
見
を
申
述
べ
た
る
こ
と
を
以
て
、
殊
更
・
小
生
が
血
族
關
係
あ
る
日
洪
兩
民
族
間
の
形
而
上
、
形
而 

下
の
紐
帶
を
强
化
す
る
を
榮
譽
と
し
且
つ
義
務
と
感
す
る
日
本
領
事
た
る
職
責
に
由
來
す
る
も
の
と
の
み
御
考 

へ
下
さ
ら
な
い
こ
と
を
望
み
ま
す
。
そ
れ
に
付
い
て
も
將
來
に
至
り
貴
下
が
愈
倍
々
御
盡
力
を
賜
ら
ば
、
前
揭 

小
生
の
使
命
に
付
き
非
常
な
る
後
援
と
相
成
る
可
く
、
右
に
對
し
豫
め
、
衷
心
よ
り
の
感
謝
を
披
瀝
い
た
し
ま



4
4
0

用
希
に
右
き
寸
倬
の
る
役
拐
と
龍
刀
る
珂
く 

无
に
壑
し
餐
せ
墓
ぐ
よ
り
の
屈
訝
をS

濾
し
?:1
3
6

す
。
こ
れ
と
同
時
に
、
御
用
の
節
は
何
時
た
り
と
も
微
力
を
貢
献
い
t:
し
ま
す
故
御
下
命
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

敬 

具

ー
九
三
二
年
十
一
月
二
十
二
日

ブ
ダ
・
へ
ス
ト
市
日
本
領
事
館
內

領
事 

エ

ド

ム

ン

ド
•

ホ

ル

ロ

：

ス 
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紹 

介 

八

紹 

介

ハ
ン
ガ
リI

は
歐
洲
第
一
の
親
日
國
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
次
の
如
き
理
由
が
あ
る
。
第
一
ハ
ン 

ガ
リ
ー
人
は
、
日
本
人
と
は
同
じ
ツ
ラ
ン
民
族
と
し
て
血
の
繫
り
が
あ
る
と
思
つ
て
ゐ
る
。
第
二 

ハ
ン
ガ
リI

は
、
わ
が
國
と
同
様
、
ス
ラ
ザ
民
族
と
は
利
害
を
異
に
す
る
。
だ
か
ら
、
日
露
の
役 

に
日
本
の
快
捷
を
わ
か
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
だ
の
は
マ
ジ
ャ
ー
ル
人
で
あ
っ
た
。
第
三
マ
ジ
ャ1 

ル
族
は
、
ヨ
—
ロ
ッ
パ
に
於
て
民
族
的
に
孤
立
し
、
し
か
も
大
國
間
に
介
在
す
る
た
め
悲
慘
な
歷 

史
的
經
驗
を
も
つ
。
第
四
ハ
ン
ガ
リI

は
、
大
戰
後
の
所
謂
民
族
自
決
主
義
に
よ
る
平
和
條
約
に 

よ
っ
て
、領
土
の
三
分
の
二
、人
口
の
過
半
數
を
失
っ
た
の
で
、
西
歐
白
人
に
よ
る
こ
の
無
慈
悲
な 

强
制
條
約
は
、ア
ジ
ア
民
族
に
對
す
る
繼
子
扱
ひ
で
あ
る
と
い
ふ
反
感
を
抱
い
て
ゐ
る
。そ
の
他
大 

戰
中
の
友
邦
オ
—
ス
ト
リ
ア
ま
で
が
、
平
和
條
約
に
依
り
ハ
ン
ガ
リ
・•
領
土
の
一
部
を
奪
っ
た
こ



と
が
、
特
に
ハ
ン
ガ
リI

人
の
異
民
族
に
對
す
る
反
感
を
昂
め
た
。
そ
れ
に
反
し
、
日
本
は
シ
べ 

ソ
ヤ
出
兵
の
際
ハ
ン
ガ
リ
—
の
捕
虜
を
同
僚
と
し
て
好
遇
し
た
こ
と
が
、
彼
等
の
間
に
い
、評
判 

を
な
し
て
居
る
。
の
み
な
ら
ず
、
ト
リ
ア
ノ
ン
平
和
條
約
實
施
委
員
會
に
お
い
て
、
日
本
委
員
は 

ハ
ン
ガ
リ
・
に
味
方
し
た
と
い
ふ
噂
も
相
當
に
擴
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
他
、
ー
九
一
九
年
の
洪
國
共 

產
政
府
の
主
腦
者
の
大
部
分
が
異
人
種
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
關
係
上
、
他
人
に
裏
切
ら
れ
た
や
う 

な
威
を
懷
か
し
め
、
ツ
ラ
ン
の
同
族
、
就
中
そ
の
盟
主
と
仰
い
で
ゐ
る
日
本
に
對
す
る
憧
憬
と
な 

っ
て
現
はn

た
も
の
と
思
は
れ
る
。

〇

こ
の
ハ
ン
ガ
リI

人
の
殊
勝
な
親
日
振
り
に
い
た
く
感
激
さ
れ
た
角
岡
知
良
氏
は
豫
て
、
日
洪 

親
善
促
進
の
爲
、
勘
か
ら
す
盡
力
さ
れ
つ
、あ
る
。
先
年
洪
國
攝
政
ホ
ル
ラT

に
來
國
俊
の
古
刀 

を
献
上
し
、
首
相
ゲ
ン
ベ
ス
に
日
本
刀
を
、
農
相
マ
イ
エ
ル
に
櫻
の
苗
木
を
贈
呈
し
、
日
本
人
と 

紹 

介 

九



紹 

介 

一〇 

し
て
具
に
相
應
し
い
好
意
を
示
さ
れ
た
。
本
書
の
上
梓
も
亦
氏
の
同
じ
よ
う
な
趣
旨
か
ら
拂
は
れ 

た
寡
か
ら
ざ
る
犧
牲
の
賜
物
た
る
に
外
な
ら
ぬ
と
推
察
す
る
。
國
民
外
交
の
功
勞
者
と
し
て
陰
に 

敬
意
を
表
し
て
ゐ
る
次
第
で
あ
る
。

〇

小
ン
ガ
リ
ー
國
民
文
學
の
黃
金
時
代
は
十
九
世
紀
の
半
ば
か
ら
後
半
紀
に
か
け
、
卽
ち
マ
ジ
ャ 

丁
ル
民
族
の
建
國
一
千
年
目
に
あ
た
る
ー
八
九
六
年
の
頃
を
も
っ
て
そ
の
絕
頂
に
達
し
た
も
の
 ゝ

如
く
に
思
は
れ
る
。こ
の
時
代
の
主
な
る
文
人
の
名
を
二
三
擧
げ
れ
ば
、ハ
ン
ガ
リ1

最
大
の
抒
情 

詩
人
ペ
テ
ユ
フ
ィ•
シ
ャ
ン
ド
ル(
ー
八
二
三
— 
一
八
四
九
年)
、
國
民
的
詩
人
ア
ラ
二
・
ヤ
ー
ノ
シ
ュ 

(
ー
八
一
七
—
一
ハ
八
二
年)
、
わ
が
近
松
門
左
衞
門
に
相
當
す
る
小
說
家
ヨ
ー
カ
イ
・
モ
ー
ル(
一 

八
二
五
— 
一
九
〇
四
年)
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」と
稱
へ
ら
れ
て
ゐ
る
「人
間
の
悲
劇
」 

の
作
者
マ
ダ
ー
チ
・
イ
ム
レ(
ー
八
二
九
— 
一
八
六
四
年)
、
等
・
輩
出
し
て
マ
ジ
ャ
ー
ル
民
族
の



絢
爛
の
華
は
こ
、
に
咲
き
亂
れ
た
。
そ
れ
以
降
ハ
ン
ガ
リT

文
學
は
ヨI 
ロ
ッ
パ
の
他
の
國
々
に 

於
け
る
如
く
幾
分
廢
頹
期
に
入
っ
た
か
の
感
が
あ
る
。
本
ド
ラ
マ
の
著
者
へ
ゲ
デ
ュ
シ
ュ
・
シ
ャ
ン 

ド
ル
は
、
此
の
期
に
お
け
る
作
家
の
一
人
に
し
て
、
そ
の
構
想
は
夢
想
的
幽
玄
を
追
求
し
て
止
ま 

ぬ
か
の
傾
向
を
懷
く
劇
作
兼
短
篇
小
說
家
で
あ
る
。

〇

へ
ゲ
デ
ュ
シ
ュ
・
シ
ャ
ン
ド
ル
は
一
八
七
五
年
ブ
ダ
ペ
ス
ト
市
に
生
れ
、
初
め
技
師
と
し
て
商 

務
省
に
勤
め
て
ゐ
た
が
、
三
年
の
の
ち
感
す
る
所
あ
っ
て
官
を
辭
し
、
身
を
文
藝
に
委
ね
、
歐
米 

の
天
地
を
氣
儘
に
飛
び
步
き
、
旅
の
つ
れ
づ
れ
に
物
し
た
も
の
を
世
に
問
ふ
た
の
が
、
彼
の
文
學 

的
生
活
の
初
め
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。彼
の
主
な
る
作
物
を
年
代
順
に
列
記
す
れ
ば
、『巨
人
の
世
界
』 

(
ア
メ
リ
カ
旅
行
記
、
ー
八
九
八
年)
、
『雲
霧
朦
朧
の
中
に
あ
る
人
歩
』(
小
說
、
一
八
九
九
年)
、 

『南
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
』(
旅
行
記
、
ー
九
〇
〇
年)
、『
ア
メ
リ
カ
の
色
』(
ー
九
〇
一
年)
、『語
る
夜
々
』 

紹 

介 

二



紹 

介 

一ニ 

(
ー
九
〇
二
年)
、
『
ア
メ
リ
カ
』(
劇
、
ー
九
〇
三
年)
、『サ
ル
タ
ン
の
帝
國
』(
ー
九
〇
三
年)
、『生 

営
乍
ら
の
埋
葬
』(
一
幕
物
、
ー
九
〇
三
年)
、『失
は
れ
た
民
謠
』、『イ
カ
ロ
ス
』(
劇
、
ー
九
〇
五
年) 

『敗
戰
』(
小
說
、
ー
九
〇
六
年)
、『捕
虜
』(
劇
、
ー
九
〇
五
年)
、『亡
ぼ
さ
れ
た
國
々
』(
劇)
、『冒
險 

家
』(
劇
、
ー
九
一
二
年)
、
『喇
叭
手
の
帽
子
』、
『生
活
の
火
』、『東
洋
の
童
話
』、『金
陽
の
祖
國
』 

『
レ
ー
ジ
ュ
マ
サ
グ
の
人
』、等
あ
で
、
彼
の
作
物
は
、
そ
の
題
目
に
よ
っ
て
も
窺
は
る
ゝ
如
く
、
風 

變
り
な
、
奇
矯
突
飛
な
、
異
國
情
調
の
豊
か
な
と
こ
ろ
を
多
分
に
も
つ
、
詰
り
、
エ
ク
セ
ン
ト
リ 

ッ
ク
に
し
て
エ
グ
ゾ
丁
ラ
ッ
ク
だ
。
で
、こ
の
戯
曲
も
亦
そ
の
表
題
の
示
す
如
く
こ
の
範
疇
に
入
る 

も
の
ゝ
よ
う
け
。

〇

彼
の
父
は
彼
と
同
姓
同
名
で
、
評
論
家
に
し
て
財
政
通
で
、
商
相
を
勤
め
た
こ
と
も
あ
る
。
彼 

の
兄
は
へ
ゲ
デ
ュ
シ
ュ
・
ロ
ー
ラ
ン
ト
で
、予
も
知
己
を
得
て
ゐ
る
。
彼
は
一
九
二
〇
年
か
ら
ー
九



ニ
ー
年
こ
か
け
藏
相
を
や
っ
た
こ
と
も
あ
る
〇
現
在
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
大
學
の
名
譽
敎
授
と
い
ふ
肩 

書
を
有
し
、
又
貯
蓄
銀
行
協
會
の
總
裁
と
し
て
實
業
界
に
活
躍
す
る
傍
ら
、
評
論
家
と
し
て
自
由 

主
義
論
壇
に
、
主
と
し
て
日
刊
新
聞
「
ペ
シ
ュ
テ•

ヒ
ル
ラ
プ
」
に
獨
特
の
麗
筆
を
揮
っ
て
居
る
。

昭

和

十

年

七

月

今

岡

十

一

郎

Juichiro  

Im
poka

紹 

介

一
三





目 

次

譯ホ
ル
口

紹
殺小

お

母

さ

ん

の

手

紙. 

ご
ろ
つ
き
ぢ
い
さ
ん. 

殺
人
者
の
相
續
財
産
・ 

魔
跋

目

者 

序.
.
.

—
ス
名
譽
領
事
書
翰.
.
.

介
…
：：
： 

犯(
戯
曲
) 說.

.

.

.

人

の 

車 

輪.
.
.
.
.
.
 

ク 

サ 

ン(
散
文
詩)

(
獨
文
)

次

角
岡
 

知

良

•.

今 

角
岡 

蘆
谷

十

一  

郞 

良
譯
…

一 

世
譯
:

・ー奎 

.

.

.

.

.
一共七 

.

.

.

.

.
一七七 

.

.

.

.

.

一会 

.

.

.

.

三九 

蘆

谷

瑞

世

譯

…g

一 

•:::
蘆
谷
 

瑞

世

岡知 瑞



Inhalt

Vorwort: Tomoyoshi Sumioka

Zur Einfuehrimg: Edmund Hol lös

Juichiro Imaoka

DER MOERDER, ein Drama......................1

uebertragen von Tomoyoshi Sumioka

Novellen ........................................................ 163

Der Brief der Mutter .......................... 165

Der alte Vagabund ............................. 175

Die Erbschaft des Moerders ...............187

Der Teufelsrad ..................................... 217

uebertragen von Mizuyo Ashiya

Roxan, ein Gedicht in Prosa......................229

uebertragen von Mizuyo Ashiya

Nachwort: Mizuyo Ashiya



Der Moerder

殺 
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犯

(

夢

幻

劇

三

幕)
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人 

物

グ
オ
ル
ク•
セ
ル
バ
ン 

テ
オ
ド
ル•
ラ
イ
ナ
ー 

ク
ラ
リ
ッ
セ

ド
ク
ト
ル
・
ダ
ニ
エ
ー
リ 

ブ
ラ
ン
ダ
ー,
支
配
人
ー 

ハ
ウ
ゼ
、

祕
«
 

セ
ル
バ
ン
の
召
使

企 そ 狂 

セ
ル
バ

看
護
人
ー

第
一
の
番
人
・
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
內 

第
二
の
番
人
ー

醫 

長

探 

偵 

一
人 

話 

聲
(
幕
の
後
か
ら)

業
家 

行
家 

の
妻 

博
士 

に
仕
ふ

塲 

所

第
一
幕
セ
ル
バ
ン
事
務
所
內 

第
二
幕
セ
ル
バ
ン
の
居
間

第
三
幕
或
る
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
內

i

時
現
代 

あ
る
大
都
會
に
於
け
る
出
來
事 

右
及
左
は
觀
客
席
よ
り
見
た
る
も
の
と
す



第

一

幕
セ
ル
バ
ン
事
務
所
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a 

ー
岐
出
入
口

b
 

バ
ル
コ
ニ
ー
へ
通
ず
る
大
扉

C

事
務
室
へ
通
ず
る
扉

1

金

庫

、2

電
話
、3

長
椅
子
、4

葉
卷
を
置
い
た 

小
卓
、
 
5

文
机
、6

椅
子
、7

臂
掛
椅
子
、8

椅
子
、
 

9

小
卓
子
、
10
立
っ
て
使
ふ
高
机
、
II
地
圖 

大
き
な
文
机
の
上
に
書
類
、
書
籍
等
が
一
杯
の
せ
て
在
る
、 

5
«
-

ケ
、
秘
書
用
小
車
ー
ケ
、
英
國
製
革
の
家
具
、
モ
ダ 

1

ン
型
の
大
金
庫
、
詰
め
物
を
し
た
扉
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
を
っ 

る
し
、
各
卓
子
の
上
に
綠
の
小
ラ
ン
ブ-

ケ
宛
を
置
く



セ
ル
バ
ン
事
務
所

四

第

一

場
支
配
人
ブ
ラ
ン
ダ
ー
、
秘
書
ハ
ウ
ゼ 

・
 

秘
書
は
机
に
向
ひ
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
叩
い
て
居
る
。
折
々
、
書
類
を
覗
き
こ
む
〇!

ブ
ラ 

ン
ダ
ー
、
手
に
一
束
の
手
紙
と
書
類
を
持
っ
て
登
場
。

プ
ラ
ン
ダ
—

親
父
は
居
な
い
の
か
い?

ハ

ウ

ゼ

今
、
出
掛
け
た
所
で
す
よ
。

ブ
ラ
ン
ダ
—

何
處
へ?



ハ
ウ
ゼ
知
り
ま
せ
ん
——

言
ひ
置
い
て
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
。

ブ
ラ
ン
ダ"
"

ふ
う
ん
、
何
か
言
っ
て
っ
た?

ハ
ウ
ゼ
「
直
ぐ
歸
る
か
ら
」

ツ
て
だ
け
で
す
。

ブ
ラ
ン
ダ
—

君
は
ー
體
、
何
を
し
て
る
ん
だ
ね
。

ハ
ウ
ゼ 

五
通
許
り
手
紙
を
書
取
ら
さ
れ
た
の
で
今
打
直
し
て
る
ん
で
す
。

ブ
ラ
ン
ダI 
(

一
通
を
取
上
げ
る)

「ハ

ン
ブ
ル
ク
、
ラ
イ
デ
マ
ン
商
會
」(

注
意
深
く
讀
終
る)

成 

程
な
あ
——

親
父
の
狡
猾
と
來
な
ら
ま
さ
に
惡
魔
的
だ
な
。

ハ
ウ
ゼ
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
だ
し
で
す
ね
。

ブ
ラ
ン
ダ
—

チ
ェ
ッ!
!

橫
着
至
極
な
奴
だ
——

我
々
ユ
ダ
ヤ
仲
間
も
大
い
に
彼
に
學
ぶ
べ
し 

だ
。

ハ
ウ
ゼ
學
ぶ
は
恥
に
非
す
で
す
か
ら
ね
。

セ
ル
バ
シ
事
務
所 

五



セ
ル
バ
ン
事
務
所 

六

プ
ラ
ン
ダ
—

ホ
、
ウ
、

-»'*
ウ
ゼ
君
、
今
日
は
君
、
馬
鹿
に
頭
が
良
い
ぢ
や
な
い
か
。 

ハ
ウ
ゼ
エ
、
僕
に
と
つ
ち
ゃ
今
日
は
良
い
日
な
ん
で
し
て
ね
。

ブ
ラ
ン
ダ
— 

君
に
良
い
日
は
僕
に
は
惡
い
日
だ
よ
。

さ
う
ぢ
や
な
い
か
ね?

ハ
ウ
ゼ
ま
あ
そ
ん
な
わ
け
で
す
。(

暫
く
の
間)

ブ
ラ
ン
ダ
—

今
日
は
親
父
、
大
分
御
機
嫌
と
見
え
る
な-
-

ハ
ウ
ゼ 

あ
の-
-

シ
ャ
ロ
ッ
ク
・
ホ
ル
ム
ス
の
こ
と
で
す
か?

ブ
ラ
ン
ダ
—

秘
書
の
樣
子
で
分
る
よ-
-

一
目
で
。

ハ
ウ
ゼ 

さ
う
で
す
、
浊
も
御
機
嫌
で
し
た
よ
——

な
に
し
ろ
シ
ガ
レ
ッ
ト
を
き
ば
っ
た
ん
で
す 

か
ら
ね
。

ブ
ラ
ン
ダ
ー
君
が
シ
ガ
レ
ッ
ト
を
頂
戴
し
た
と
く
り
や
、
大
抵
の
商
賣
人 
仲
間
に
は
ピ
ン
と
く 

る
わ-

、
,・

一

 

I

■*
づ
」

I 

I



る
ね.

ハ
ウ
ゼ
そ
れ
ぢ
や
あ
な
な
も-
-

？

プ
ラ
ン
ダ
—

さ
う
と
も
さ
、
そ
ん
な
時
に
や
こ
と
さ
ら
狡
る
い
事
を
企
む
か
ら
な
。 

ハ
ウ
ゼ
さ
う
か
な
あ.

私
に
は
親
父
さ
ん
は
偉
す
ぎ
ま
す
ね-
-

 

ブ
ラ
ン
ダ
・
私
は
確
か
に
さ
う
だ
と
思
ふ
。

ハ
ウ
ゼ 

全
く
は
づ
か
し
い
次
第
で
す
が
、
實
の
所
僕
に
は
あ
の
人
が
さ
っ
ば
り
分
り
ま
せ
ん
ね 

幾
千
と
い
ふ
計
畫
を
一
時
に
編
出
す
、
そ
し
て.

プ
ラ
ン
ダ
— 

——

奴
さ
ん
が
仕
事
を
一
つ
づ
、
、

つ
ゝ
ま
し
く
か
た
づ
け
て
く
れ
れ 

ば
、
大
變
助
か
る
男
も
ゐ
る
ん
だ
が
な
。

ハ
ウ
ゼ 

種
々
雜
多
な
事
を
考
へ
乍
ら
、
仕
事
の
色
々
な
糸
目
が
相
互
に
結
び
合
へ
ば
結
び
合
ふ 

ま
ど
嬉
し
が
っ
て
る
ん 
で
す
よ
。

プ
ラ
ン
ダ-

保

新

彖

取

盐

い

鼠

案

泉
?

—

花
模
樣
よ
ろ
し
く
。
君
は
詩
人
だ
。 

セ
ル
バ
ン
事
務
所 

七



セルバン事務所 

ハ 

ハ
ウ
ゼ
こ
の
譬
喩
が
お
解
り
に
な
ら
な
け
り
や
——

一
つ
說
明
致
し
ま
せ
う
か
——
 

プ
ラ
ン
ダ
ー
お
願
だ
か
ら
そ
れ
だ
け
は
御
免
か
う
む
ら
う
——

親
父
に
關
し
た
事
な
ら
、
ど
ん 

な
譬
喩
だ
っ
て
分
っ
て
ら
。(
電
話
の
べ
ル
鳴
る
。) 

ハ
ウ
ゼ(
電
話
口
で)

モ
シ<

、
此
方
は
セ
ル
バ
ン
で
す
が
——

何
方?

ア
、
、
ラ
イ
ナ 

T

さ
ん
で
す
か
——

今
日
は.
イ
、
エ・
主
人
は
今
出
た
所
で
す
が.
.

ハ
イ
、
ハ
イ
、 

ど
う
ぞ
、
も
ど
り
ま
す
、
直
ぐ
歸
る
か
ら
っ
て
判
然
言
ひ
置
い
て
行
き
ま
し
た
か
ら.
御 

用
件
は-
何
か
御
傳
言
で
も?

ア
、
さ
う
で
す
か
、
貴
方
樣
が
直
々
に
此
方
へ
御
出
向 

き
に
な
る
と
い
ふ
事
を
。
ハ
イ
、
ハ
イ
——

イ
エ
、
イ
エ
、
忘
れ
は
致
し
ま
せ
ん
。
ハ
イ
、 

ハ
イ
、
確
か
に
申
傳
へ
ま
す
。
サ
ヨ
ナ
ラ
。(
自
分
の
机
に
戾
っ
て
、
覺
書
を
す
る) 

プ
ラ
ン
ダ
ー 

ラ
イ
ナ
ー
ッ
て
——

ち
び
の
ラ
イ
ナ-
か
ね
。

ハ
ウ
ゼ
エ
、
、
あ
の
人
で
す
。

/

I
C
 

b

し

つ

表

らW

、
...

替
と
巾
良
く
し
て
る
ん
だ
ら
う?



プ
ラ
ン
ダ
—

分
ら
ん
ね
。
親
父
は
な
ぜ
あ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
者
と
仲
良
く
し
て
る
ん
だ
ら
う?
 

ハ
ウ
ゼ 

へ
エ
、
な
ぜ
仲
良
く
し
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す?
-

あ
の
人
は
連
も
友
情
の
厚
い
人 

て 

:
:

：

ブ
ラ
ン
ダI
友
情
の
厚
い
——

友
情
の
厚
い
と
—

そ
れ
だ
け
で
は
充
分
ち
や
な
い
。

ハ
ウ
ゼ
何
故
で
す
ね?

ブ
ラ
ン
ダ
‘

砂
さ
、
君
も
頭
・
か
鈍
い
ね
。
あ
の
ラ
イ
ナ
—
と
い
ふ
男
は
友
情
の
厚
い
男
だ
。

よ 

ろ
し
い
。
だ
が
結
局
あ
れ
だ
け
の
人
間
さ
—

何
と
言
っ
た
ら
良
い
か
な
—

ま
あ
子
供
ら 

し
い
頭
の
持
主
だ:

：•
・丁
度
、
家
の
親
父
と
は
ま
る
で
正
反
對
に
ね
。 

ハ
ウ
ゼ
だ
か
ら
こ
そ
、
親
父
さ
ん
に
し
て
も
や
っ
て
行
け
る
ん
で
せ
う
。
「
兩
極
端
は
一
致
す 

る
」

っ
て
事
御
存
知
で
せ
う
。

プ

ラ

ン

彳

へ

、
エ
、

ー

a:
聚

——

格
言
な
ぞ
拂
ひ
下
げ
に
し
て
も
ら
ひ
た
い
ね
。
そ
ん
な 

セ
ル
バ
ン
事
務
所



セ
ル
・
ハ
ン
事
務
所 

ー
 

〇

 

も
の
は
腦
髓
の
儉
約
ま
で
人
に
信
じ
さ
せ
や
う
と
云
ふ
か
ら
く
り
さ 

ハ
ウ
ゼ 

ホ
ウ
、
こ
う
や
卓
見
で
す
ね
——

一
つ
僕3

書
留
め
て
お
か
う
。 

ブ
ラ
ン
ダ
—

御
世
辭
云
っ
た
っ
て
何
も
出
な
い
よ
——
 

ハ
ウ
ゼ 

僕
は
ほ
ん
と
に
眞
面
目
で
さ
う
思
っ
て
る
ん
で
す
よ
。

ブ
ラ
ン
ダ
—

わ
し
も
さ
。(

暫
時
、
問)

處
で
、

ど
う
だ
ね
、
親
父
が
ニ
ュ7

ヨT

ク
の
株
式 

で
大
分
ぼ
ろ
い
金
を
手
に
入
れ
た
っ
て
の
は
本
當
か
ね
。

ハ
ウ
ゼ
儲
け
た
事
は
た
し
か
で
す
が
ね
、
ど
の
位
と
い
ふ
所
は
存
じ
ま
せ
ん
か
。 

ブ
ラ
ン
ダ
ー
奇
妙
な
頭
腦
だ
よ
、
ア
メ
リ
カ
の
株
式
取
引
の
變
動
を
算
出
し
て
お
い
て
、
鞘
で 

ア
メ
リ
カ
人
を
叩
き
つ
け
る
ん
だ
か
ら
な
——
 

ハ
ウ
ゼ
そ
の
活
躍
ぶ
り
っ
た
ら
、
す
ば
ら
し
い
も
ん
で
す
よ
。

プ
ラ
ン
ダ
—

だ
が
人
生
を
亨
樂
し
な
い
所
な
ぞ
馬
鹿
の
骨
頂
だ
ね
。

ハ
ウ
ゼ
ど
う
い
た
し
ま
し
て
。
お
金
の
山
を
積
む
の
が
あ
の
人
の
亨
樂
で
さ
。



…,
号
— 

六
カ
ノ
鸟
を
号
聲
し
な
い̂

な
ぞ
馬1

の
骨
頂
だ
ねC

ハ
ウ
ゼ
ど
う
い
た
し
ま
し
て
。
お
金
の
山
を
積
む
の
が
あ
の
人
の
亨
樂
で
さ
。

プ
ラ
ン
ダ
—
そ
れ
が
ー
體
何
に
な
る?

千
と
い
ふ
數
を
こ
く
め
い
に
幾
つ
も
積
上
げ
、
百
萬 

と
い
ふ
數
を
い
く
つ
も
搔
集
め
る-
然
も
一
生
か
、
っ
て
ね-
-

さ
て
、
遂
に
お
め
で
た 

い
死
と
云
ふ
奴
が
訪
れ
て
く
る-
そ
れ
で
お
し
ま
ひ
だ.

そ
し
て
何
百
萬
と
い
ふ
金
は 

依
然
と
し
て
金
色
燦
爛
た
り
矣
。

ハウゼ 

金
貨
は
す
ぐ
に
新
し
い
持
主
を
見
つ
け
ま
す
よ
。

プ
ラ
ン
ダ
—
フ
フT

ン!

そ
こ
に
現
れ
て
來
る
の
は
碌
に
知
り
も
し
な
い
、
た

W

偶
然
に
親 

戚
だ
と
云
ふ
男
だ
——

そ
い
つ
が
財
產
を
し
た
い
樣
に
し
て
た
の
し
む
——

そ
い
つ
は
結
局 

.
だ
か
ら
さ
、
君,
家
の
大
將
は
お
ど
ろ
く
べ
き
頭
腦
を
も
っ
て
ゐ
る
、
ま
あ
天
才
的
な 

頭
腦
を
も
っ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
ん
さ
、
さ
う
だ
ら
う
と
も
さ-
•

だ
が
賢
明
で
あ
る
と
は
言 

へ
な
い
よ
。

事
務
所



セルK

ン事務所 

ーニ 

ハ
ウ
ゼ
で
も
あ
の
人
は
自
分
が
欲
し
い
と
思
ふ
も
の
を
能
く
知
っ
て
ま
す
よ
。 

ブ
ラ
ン
ダ
—
欲
し
い
と
思
ふ
も
の
を?
 

一
體
何
が
欲
し
い
ん
だ?
 

金
が
欲
し
い
——

そ
し 

て
も
っ
と
も
っ
と
金
が
ほ
し
い
。そ
し
て
又
金
さ
——

世
界
中
を
金
に
出
來
る
ん
だ
っ
た
ら
、 

や
っ
て
見
る
だ
ら
う
よ
。
丁
度
こ
れ
と
同
じ
男
が
、
あ
の
ム
ン
ロ
—
だ
ね-
 

ハウゼ 

二
千
萬
長
者
の
ム
ソ
ロ I
で
す
か?

•
フ
ランダ—
ア
、
、左
樣
。
奴
さ
ん
二
千
萬
圓
の
財
產
だ
っ
た
。
そ
の
外
に
ま
だ
——

妙
な
意
見 

を
持
っ
て
た
ん
だ
が!
!

こ
れ
が
不
運
だ
っ
な
の
さ
。

ハウゼ 

も
っ
と
は
っ
き
り
、
ブ
ラ
ン
ダ
—
さ
ん
、
は
っ
き
り
お
つ
し
や
っ
て
下
さ
い
。 

ブ
ラ
ン
ダ
—
待
て
し
ば
し
君
よ
だ
——

詰
り
ム
ン
ロ
ー
と
い
ふ
男
は
、
財
產
と
は
先
づ
一
億
以 

上
の
場
合
を
云
ふ
も
の
だ
と
頑
强
に
主
張
し
て
ゐ
た
ん
だ
。
前
に
は
わ
し
も
あ
の
男
と
い
ろ 

ん
な 
事
を
一
緖
に
や
っ
て
居
た
の
で
、
よ
く
奴
を
知
っ
て
る
が
ね
——

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

▼,
ぜ 

巳
々
で-
-



ん
な 

事
を
一
緖
に
や
っ
て
居
た
の
で
、
よ
く
奴
を
知
っ
て
る
が
ね
——

ハ
ウ
ゼ
そ
れ
で-
-

プ
ラ
ン
ダ"
"

ウ
ン-
-

こ
の
男
の
稼
ぎ
振
り
と
い
ふ
の
が
お
や
ぢ
さ
ん
そ
っ
く
り
で
ね
。

そ
れ 

に
や
っ
ぱ
り
逆
上
性
の
、
途
徹
も
な
く
や
か
ま
し
い
人
間
だ
っ
た
。
だ
か
ら
自
分
は
稼
が
な 

け
り
や
な
ら
ん
、
と
口
癖
の
や
う
に
言
っ
て
た
が
、
本
人
に
と
つ
て
は
御
無
理
御
尤
も
さ
。 

い
は
ヾ
、
奴
は
金
乞
食
さ
。

ハ
ウ
ゼ 

あ
は
れ
な
も
ん
で
す
な
あ
。

プ
ラ
ン
ダ
—

さ
う
さ
、
パ

ク
"

ロ
を
動
か
し
て
、
一
億
の
金
を
必
死
に
な
っ
て
追
廻
し
て 

到
頭
或
日
、
自
分
の
理
性
を
ま
と
め
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
ち
ま
っ
た
——

氣
狂
で 

も
狂
暴
症
と
云
ふ
の
に
な
っ
ち
ま
っ
な
。

ハ
ウ
ゼ
え
、?
 

本
當
で
す
か?

ブ
ラ
ン
ダ
—

本
當
だ
と
も
、
流
石
の
奴
さ
ん
も
監
禁
さ
れ
ち
や
っ
て
ね
——

今
は
去
る
病
院
に 

セ
ル
バ
ン
の
事
務
所 

ニ
ー



セ
ル
バ
ン
事
務
所 

一

四

お
い
で
に
な
る
ん
だ
が.

そ
こ
で
も
相
も
變
ら
ず
、
一
億
圓
を
追
廻
し
て
ご
ざ
る
と
云
ふ 

わ
け
だ
…
…

ハ
ウ
ゼ
イ
ヤ
、
大
し
た
大
詰
で
す
ね••••
：

ブ
ラ
ン
ダ
ー
ウ
ン-
-
神
經
と
い
ふ
奴
は
さ
ラ
玩
具
に
で
き
る
も
ん
ぢ
や
な
い
。
人
問
は
や
つ 

ば
り
人
間
に
す
ぎ
な
い
ん
だ
か
ら
な-
一
億
圓
を
追
ひ
ま
は
す
な
ん
て
仕
事
を
す
れ
ば
頭 

腦
が
駄
目
に
な
っ
ち
ま
ふ
の
は
當
然
だ
…
…

ハウゼ 

さ
う
で
す
と
も
。
そ
れ
な
ら
何
故
あ
な
た
は
親
父
さ
ん
に
さ
う
と
忠
吿
し
て
や
ら
な
い 

’ル
で
す?

ブ
ラ
ン
ダ"
"

へ
—
何
故
っ
て?

-
-

わ
し
だ
っ
て
食
っ
て
か
な
き
や
な
ら
な
い
か
ら
な
。 

ハ
ウ
ゼ
で
も
あ
な
た
は
本
當
に
さ
う
信
じ
て
る
ん
で
せ
う?

ブ
ラ
ン
ダ
—
だ
と
云
っ
て,
自
分
の
地
位
ま
で
賭
け
る
氣
は
な
い
か
ら
な
—

そ
れ
に
だ
、

あ
、
い
ふ
人
間
に
は
忠
吿
な
ん
か
効
き
や
し
な
い
の
だ
。
あ
ゝ
い
ふ
の
を
稱
し
て
天
才
と
言



ブ
ラ
ン
ダ
—
だ
と
云
っ
て,
自
分
の
地
位
ま
で
賭
け
る
氣
は
な
い
か
ら
な
—

そ
れ
に
だ
、

あ
、
い
ふ
人
間
に
は
忠
吿
な
ん
か
効
き
や
し
な
い
の
だ
。
あ
ゝ
い
ふ
の
を
稱
し
て
天
才
と
言 

ふ-

だ
が
賢
明
で
は
な
い
。
賢
明
と
い
ふ
の
は,
ま
る
で
別
の
も
の
だ
。
い
、
か
ね
、
わ 

し
は
自
分
を
決
し
て
非
凡
な
天
賦
の
オ
あ
る
人
間
と
は
思
っ
て
な
い!

だ
が
わ
し
は
賢
明 

だ
よ
。
ほ
ん
の
僅
か
な
金
を
持
っ
て
居
て
も
、
そ
れ
を
亨
樂
す
る
事
が
出
來
る
ん
だ-
如 

何
な
る
樂
み
で
も,
又
氣
樂
な
休
息
で
も
、
わ
し
は
決
し
て
拒
む
事
を
し
な
い
の
だ-
 

ハウゼ 

エ
、
、
エ
、
、-
-

そ
れ
は
さ
う
で
せ
う
と
も-
-

ブ
ラ
ン
ダ
—
わ
し
は
金
の
奴
隸
ぢ
や
な
い!
!

金
こ
そ
わ
し
の
奴
隸
で
、わ
し
の
為
に
ほ
し
い 

も
の
は
何
で
も
用
立
て
、
く
れ
る-
わ
し
は
こ
れ
と
い
ふ
不
自
由
な
し
に
暮
ら
し
て
居
ら 

れ
や
そ
れ
で
嬉
し
い!
—

だ
か
ら
現
在
、
わ
し
は
幸
福
な
ん
だ
。

ハ
ウ
ゼ
そ
れ
は
確
か
に
滿
足
で
す
。

ブ
ラ
ン
ダI

さ
う
、
た
し
か
に
そ
れ
で
い
、
。
所
で
君
も
、
老
い
た
り
と
雖
も
こ
の
ブ
ラ
ン
ダ 

セルバレ事務所 

一五



セルバン事務所 

ニハ 

t
が
實
は
非
常
に
賢
明
な
男
で
あ
る
事
が
分
っ
た
ら
う
。
ま
あ
き
ゝ
給
へ
——
 

ハ
ウ
ゼ
え
ゝ
、
え
、、
あ
の
、
承
り
ま
せ
う
ー
ー 

プ
ラ
ン
ダ
—
家
の
大
將
が
何
百
萬
圓
も
っ
て
ゐ
た
所
で
、
ほ
ん
の
少
し
の
金
を
握
っ
た
わ
し
の 

方
が
幸
せ
だ
と
言
へ
る
ね
。
わ
か
る
か
い
、
南
米
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
鑛
山
は
わ
し
に
と
っ
て 

は
魅
力
は
な
い
。
濠
洲
の
煙
草
投
資
が
ど
う
な
っ
た
っ
て
わ
し
の
知
っ
た
こ
と
ぢ
や
な
か
っ 

た
し
、
カ
ナ
ダ
大
平
洋
鐵
道
と
來
た
日
に
は
そ
れ
こ
そ
ヒ
ヤ
リ
と
す
る
位
の
も
の
だ
…
…
わ 

し
は
一
日
の
自
分
の
事
務
を
終
る
、
後
は
自
由
の
身
だ
。
奴
隸
ぢ
や
な
い
ぞ
——

金
の
奴
隸 

で
も
な
け
れ
ば
、
仕
事
の
奴
隸
で
も
な
く
、
貪
慾
不
平
の
奴
隸
で
も
な
い
の
さ
。
金
だ
、
仕 

事
だ
、
貪
慾
だ
、
そ
ん
な
も
の
は
意
味
な
い
よ
。

ハ
ウ
ゼ
御
說
の
通
う!

ブ
ラ
ン
ダ
— 

ー
體
人
間
は
二
切
れ
の
腰
肉
を
一
度
に
喰
べ
ら
れ
る
も
の
ち
や
な
い
。
た
と
へ
大

金
を
懐
に
し
て
ゐ
た
っ
て
さ
。
さ
う
ち
や
な
い
か?
——

そ
加
に
疲
れ
た
り
い
ら'
^

し
て



ブ
ラ
ン
ダ
— 

ー
體
人
間
は
二
切
れ
の
腰
肉
を
一
度
に
喰
べ
ら
れ
る
も
の

t;
や
な
い
。

た
と
へ
大

金
を
懐
に
し
て
ゐ
た
っ
て
さ
。
さ
う
ぢ
や
な
い
か?

——

そ
加
に
疲
れ
た
り
い
ら̂

-

し
て 

ゐ
る
者
に
は
最
上
の
食
事
も
口
に
合
は
な
い
も
ん
だ
よ.

ハ
ウ
ゼ
疲
れ
す
ぎ
て
る
か
ら
こ
そ
神
經
質
に
な
る
ん
で
す
よ
。

ブ
ラ
ン
ダ
—

素
敵
、
素
敵
、
實
に
巧
い
事
を
言
ふ
ね
君
は
。
ど
う
だ
、
ひ
と
つ
お
醫
者
さ
ん
と 

話
し
合
っ
た
ら
—

だ
が
、
わ
し
は
そ
ん
な
理
窟
な
ぞ
眞
平
だ
ぜ
。 

ハ
ウ
ゼ
エ
、
エ
、
そ
れ
で
結
構
、
ブ
ラ
ン
ダT
さ
ん
、

又
機
智
縱
橫
に
な
り
始
め
ま
し
た
な
ア
。 

で
す
が
僕
も
失
禮
さ
せ
て
載
い
て
仕
事
を
や
っ
ち
ま
ひ
た
い
ん
で
す
が:

：
： 

プ
ラ
ン
ダ!

そ
れ
見
給
へ
——

結
局
わ
し
が
君
の
邪
魔
を
し
た
事
が
分
っ
な
ら
う
。 

ハ
ウ
ゼ
お
願
ひ
で
す
、
ブ
ラ
ン
ダ
ー
さ
ん!

ブ
ラ
ン
ダ
・
・
い
、
と
も
、く

、
精
々
手
紙
で
も
電
報
で
も
、

ア
フ
リ
カ
な
り
、
印
度
な
り
、
親 

父
の
言
ひ
付
け
通
り
に
書
い
て
置
く
さ
。
そ
れ
か
ら
お
尻
の
文
句
は
か
う
す
る
ん
だ
、
い
、 

セ
ルK

ン
事
務
所 

一
七



セ
匕
，

事
務
所 

ー
ハ 

か
い
。
「
金
よ
、
金
よ
、
汝
善
良
に
し
て
、
優
雅
な
る
金
よ
。
急
げ<

、
セ
ル
バ
ン
氏
の
許 

へ
。
あ
は
れ
な
彼
氏
は
飢
え
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
」
と
ね
。

ハ
ウ
ゼ 

お
上
手
で
す
ね!

併
し
こ
の
二
つ
の
手
紙
だ
け
は
、
親
父
の
歸
る
ま
で
に
す
ま
し
て 

し
ま
は
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
で
す
か
ら.

ブ
ラ
ン
ダ"
"

ア
、
、
分
っ
た
、
分
っ
た
、

さ
あ
さ
あrcL/\
や
り
給
へ-
-

勞
働
は
屈
辱
に 

非
ず:

：••

ハ
ウ
ゼ 

ど
う
し
て̂
-

——

勞
働
こ
そ
人
間
に
箔
を
つ
け
ま
す
よ
。(

書
績
け
る) 

プ
ラ
ン
ダI

さ
う<

、
浊
も
怪
し
げ
な
箔
を
ね
。(

大
き
な
壁
掛
地
圖
の
前
へ
行
っ
て
、
し
ら 

ベ
る
——

ほ
ん
の
短
い
間)

セ

ル

バ

ン(

登
場
、
裏
毛
皮
の
外
套
と
帽
子
を
冠
る)



第

二

場
前
場
の
人
々
、
セ
ル
バ
ン

セ
ル
バ
ン(

部
屋
へ
這
入
っ
て
來
る
と
、
他
の
二
人
が
お
辭
儀
す
る)

さ
て
變
っ
た
事
は
な
い
か 

ね?
 

手
紙
は-

？

ハ
ウ
ゼ
ま
だ
出
來
上
り
ま
せ
ん
で
す
が.

セ
ル
バ
ン 

お
れ
が
一
寸
で
も
姿
を
か
く
す
と
鼠
奴
す
ぐ
に
お
ど
り
出
し
や
が
る
。
氣
を
つ
け
ろ

ハ
ウ
ゼ
何
と
も
相
す
み
ま
せ
ん 

セ
ル
バ
ン
事
務
所



セ
ル
バ
ン
事
務
所 

ニ
〇 

セ
ル
バ
ン 

そ
ん
な
事
は
言
は
ず
に
、
仕
事
の
方
を
ど
し
く
や
れ
。
物
事
は
萬
事
き
ち
ん
と
片 

付
い
て
る
の
に
越
し
た
事
は
な
い
。
さ
う
す
れ
ぼ
、
別
に
相
す
み
ま
せ
ん
な
ど
、
言
は
な
く 

て
も
す
む
ん
だ
。

ブ
ラ
ン
ダ
ー
實
に
御
尤
も
で!

セ
ル
バ
ン
お
や
、
 

お
前
さ
ん
は
わ
し
の
言
葉
に
合
槌
を
打
っ
た
め
に
や
っ
て
來
た
ん
だ
ね
。 

プ
ラ
ン
ダ
— 

相
す
み
ま
せ
ん
が.

セ
ル
バ
ン
相
す
み
ま
せ
ん
は
や
め
て
く
れ
給
へ
。
必
要
な
事
だ
け
言
へ
ば
澤
山
だ
。(

上
衣
を
取 

I
C
 

ノ

ハ
ウ
ゼ(

そ
れ
に
手
を
貸
さ
う
と
す
る)

セ
ル
バ
ン
要
ら
ん-
-

有
難
う-
-

こ
ん
な
ケ
チ
な
親
切
は
わ
し
は
好
か
ん-
-

今
度
か
ら
止 

め
に
し
て
く
れ
給
へ
。
何
か
あ
っ
た
か
ね
。(

自
分
の
机
の
前
に
腰
を
下
ろ
す)



せ
に
し
て
く
れ
匿
へ < 

伺
か
あ
っ
た
か
ねC

 (

自
分
の
机
の
前
に
腰
を
下
ろ
す)

ハ
ウ
ゼ
は
い
、
何
も
御
座
い
ま
せ
ん
。

セ
ル
バ
ン
電
話
も
か
、
ら
な
か
っ
な
か!

、
ウ
ゼ 

ア
ツ
、
さ
う
・''̂

・
、
ラ
イ
ナ
—
さ
ん
か
ら

セ
ル
バ
ン
そ
れ
、
わ
し
が
聞
か
な
き
や
忘
れ
て
し
ま
ふ
所
だ
っ
た
ね
。

ー
體
今
ま
で
何
し
て
居 

た
ん
だ
。
君
を
他
の
掛
り
へ
換
へ
っ
ち
ま
ふ
ぜ
。
こ
ん
な
秘
書
な
ん
か
、
何
の
役
に
も
立
た 

ん
。
黄
着
者!

ぢ
や
一
つ
ラ
イ
ナ
ー
君
の
用
件
と
い
ふ
の
を
き
か
し
て
貰
ひ
た
い
な 

何
を
愚
圖
々
々
し
て
る
。

ハ
ウ
ゼ 

ラ
イ
ナ
ー
さ
ん
御
自
身
此
方
へ
御
い
で
に
な
る
さ
う
で
す
。

セ
ル
バ
ン
よ
く
云
っ
て
姑
い
た
ヾ
ら
う-
-

覺
え
ら
れ
な
い
事
だ
っ
た
ら
書
止
め
て
お
け
っ
て 

——

勿
論
實
行
し
て
は
居
ま
い
——

何
を
云
っ
て
も
馬
の
耳
に
念
佛
だ!

と
ウ
ゼ 

書
い
て
お
き
ま
し
た-
-

ど
う
ぞ-
-

セ
つ
ン
事
務
所 

ニ
ー



セ
を
バ
ン
事
務
所 

ニ
ニ 

セ
ル
バ
ン
さ
う
か-
-

そ
れ
で
も
忘
れ
て
た
ん
だ
ね
。
ま
あ
君
は
明
日
か
ら
他
の
事
際
に
廻
っ 

て
く
れ
。
誰
か
代
り
を
探
す
か
ら
。
も
う
行
つ
て
よ
ろ
し
い-

殘
り
の
半
紙
二
通
よ
片
寸 

け
ち
や
っ
て
く
れ
。

ハ
ウ
ゼ
ハ
イ
。(

退
場)

セ
ル
バ
ン 

何
と
い
ふ
奴
だ
ら
う
。
處
で
何
の
用
で
す
。
ブ
ラ
ン
ダ.-

君
さ
つ
さ
とm
ひ
た
い
な
。 

ブ
ラ
ン
ダ
—

今
日
の
郵
便
で
す
。

ブ
ラ
ン
ダ
ー
ア
、
、
さ
う
。(

手
紙
に
目
を
通
す
、

一
通
を
側
へ
放
り
出
す)

こ
い
つ
の
返
事
は 

ま
だ
早
い
と
—

放
っ
て
お
け
、
ヂ
タ
バ
タ
す
る
が
い.
.
(

他
の
一
通
を
讀
み
乍
ら)

こ 

れ
ア
狡
る
く
や
る
必
要
が
あ
る
ぞ
—

ぢ
や
も
う
五
百
マ
ル
ク
儲
け
な
け
り
や
な
ら,

。
勿 

論
君
は
こ
ん
な
事
に
は
氣
を
使
ふ
ま
い
が
ね
。(

第
三
番
目
の
手
紙
を
見
る)

な
ん
だ
っ
て?
 

あ
の
森
を
買
ふ
氣
が
な
い
と
君
は
書
い
て
る
ね
、

ー
體
何
故
だ
ね?

何?



ブ
ラ
ン
ダ
ー
材
木
を
運
び
出
す
の
は
到
底
不
可
能
で
す
。
今
ま
で
扱
っ
な
中
で
一
番
高
値
に
つ 

く
材
木
の
樣
に
存
じ
ま
す
。

セ
ル
バ
ン
そ
う
か
ね?

不
可
能
だ
っ
て?

ウ
ン
、
君
は
材
木
運
搬
の
必
要
な
し
と
君
の
友 

達
の
ハ
ジ
ュ
シ
力
に
言
っ
て
や
っ
た
ら
い
ゝ
ぢ
や
な
い
か
。
そ
う
す
れ
ば
今
度
は
森
の
方
が 

す
っ
と
高
値
に
な
る
と
言
ふ
も
の
だ
。
だ
が
奴
が
一
件
を
七
千
マ
ル
ク
程
安
く
手
放
す
ん
だ 

っ
た
ら
、
君
の
言
ふ
不
可
能
な
賣
買
契
約
を
だ
、
君
は
わ
し
に
す
ゝ
め
て
結
ば
せ
る
事
が
ヒ 

ョ
ツ
と
し
た
ら
で
き
る
ん
ぢ
や
な
い
か
な
。
こ
の
手
紙
を
君
が
巧
く
書
き
さ
へ
す
れ
ば
、
こ 

の
件
で
も
う
五
百
マ
ル
ク
許
り
儲
か
る
ん
だ
よ
。

プ
ラ
ン
ダ
ー

エ
、
、
で
す
が
、
木
材
の
方
を
ど
う
な
さ
る
御
積
り
で
す
か?

ど
う
や
っ
て
丸 

木
を
持
下
ろ
し
ま
す
か?

セ
ル
バ
ン
僕
に
委
せ
て
お
き
給
へ
。

セ
ル
バ
ン
事
務
所 

二
三



セ
ル
バ
ン
事
務
所 

ニ
四 

ブ
ラ
ン
ダ-

・
す
み
ま
せ
ん
、
輕
卒
な
事
を
し
た
く
な
い
と
思
っ
た
も
の
で
す
か
ら
。 

セ
ル
バ
ン
そ
れ
は
御
苦
勞
さ
ん.

コ
—
ヒY
の
方
は
ど
う
だ?
 

プ
ラ
ン
ダ 

包
み
が
黴
臭
い
ん
で
す
。

セ
ル
パ
ン
明
日
荷
揚
げ
さ
せ
て
く
れ
給
へ
。
さ
も
な
い
と
、
餘
計
臭
く
な
っ
ち
ま
ふ
か
ら
。
今 

な
ら
す
っ
と
い
、
値
に
う
れ
る
だ
ら
う
。
お
客
さ
ん
方
は
何
に
も
知
つ
ち
や
居
ま
い
て
。 

ブ
ラ
ン
ダ
・" 

分
り
か
ね
ま
す
が.

セ
ル
バ
ン
イ
ヤ
、
高
價
な
品
を
市
場
へ
並
べ
て
お
け
ば
、
こ
ん
な
エ
キ
ス
ト
ラ
で
も
結
構
賣
れ 

て
行
か
う
と
云
ふ
も
の
さ-

^-
次
は
〇

ブ
ラ
ン
ダ
ー

あ
の
馬
鹿
者
か
又
も
や
期
日
を
延
ば
し
て
く
れ
っ
て
言
っ
て
來
ま
し
7:-

も
う 

五
度
目
で
す
よ
。
餘
り
人
を
喰
っ
た
遣
方
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。

セ
ル
バ
ン 

オ
イ̂

^

、
ブ
ラ
ン
ダI
君
、
さ
う
む
ご
く
す
る
も
の
ぢ
や
な
い
よ
。
奴
が
見
込



が
あ
る
と
い
ふ
ん
だ
っ
た
ら
、
時
間
と
チ
ャ
ン
ス
位
、
く
れ
て
や
っ
た
っ
て
か
ま
は
な
い
ち 

や
な
い
か
。

プ
ラ
ン
ダ
—

エ
、
、
で
す
が
、
も
う
五
度
目
の
事
で
す
し 

セ
ル
バ
ン 

だ
か
ら
四
度
ま
で
奴
は
失
敗
つ
?:
の
さ
。
多
分
五
度
目
、
或
は
六
度
目
に
は
巧
く
行 

く
だ
ら
う
よ
。
人
を
絞
め
殺
し
ち
や
い
け
な
い
。
共
存
共
榮
だ
。

ブ
ラ
ン
ダ-
•

萬
事
そ
れ
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。

セ
ル
バ
ン
そ
れ
で
、
よ
ろ
し
よ
ろ
し
—!

手
紙
は
出
來
る
だ
け
早
く
署
名
出
來
る
樣
に
願
ひ
?:



セ
ル
バ
ン
事
務
所

第

三

場
セ

ル

バ

ン

獨

り

二
六

セ
ル
バ
ン(
內
線
電
話
を
か
け
る)

モ
シ
、
モ
シ
—

ザ
エ
二
ンy

/>
君
—

決
算
報
吿
は
可 

處
に
あ
る?

-
「す
み
ま
せ
ん
——

す
み
ま
せ
ん!
」
誰
彼
も
が
仕
事
を
キ
チ
ン
と
さ 

へ
す
れ
ば
、
こ
の
永
久
の
「す
み
ま
せ
ん
」を
き
か
な
い
で
も
す
な
ん
だ
——

所
で
い
く
つ
だ 

っ
て 

あ
ゝ—

エ'
?

七
二
八
六
九
——

七
二
〇
〇
〇
——

も
少
し
判
然
喋
舌
っ
て
く 

れ
な
い
か
な-
そ
ん
な
鼻
聲
で
な
く-
-

す
ま
ん
が
ね
、
工?

決
算
報
吿
を
約
束
通
り 

持
た
し
て
よ
こ
し
て
く
れ
と
い
た
ら
、
そ
ん
な
事
を
せ
ず
と
す
む
に
。
殘
高
現
金?
 

一
四



六
一
ニ
、
五
〇.

イ
ヤ̂

^

、
置
い
と
い
て
、
良
い
よ.
.

銀
行
へ
持
っ
て
ゆ
か
な
く
と 

も
い
、
——

(

大
型
電
話
の
べ
ル
鳴
る)

何
だ?

全
く
ひ
ま
が
な
い
な
。(

受
話
機
を
か
け 

て
、
大
型
電
話
機
を
手
近
か
に
引
寄
せ
る)

モ
シ<

—

セ
ル
バ
ン
で
す
、
そ
ち
ら
は?
 

ハ
イ
、
私
が
セ
ル
バ 

ン
で
す.

硏
某?
 

ア
ッ
何
ん
だ.
.

お
前
か
、
そ
ら
キ
ッ
ス
を
お 

く
る
よ
——

お
前
の
聲
が
わ
か
ら
な
い
な
ん
て
今
日
は
ど
う
か
し
て
る
よ
—

風
邪?

氣 

を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い.

で
、
そ
れ
か
ら-
-

ど
う
す
る
か
ね?

エ
、?

ア

、
 

君
の
良
人
が
く
る
——

も
う
出
掛
け
な
の
だ
ね?

さ
う?

勿
論
さ!

わ
し
の
同
意
し 

な
い
事
を
泣
き
つ
く
っ
て
手
は
な
い
な
…
…
わ
し
は
あ
の
男
を
喜
ば
す
為
に
す
る
ん
ぢ
や
な 

い
。
み
ん
な
お
前
の
た
め
に
さ
、
お
前
の
爲
だ
か
ら
こ
そ
さ
。
イ
ヤ
、
イ
ヤ
、
イ
ヤ-

な
に 

も
そ
ん
な
に
ク
ヨ
ク
ヨ
す
る
こ
と
は
な
い
さ-

取
る
に
足
ら
ん
こ
と
だ-
-

勇
敢
な
若 

者
さ
——

だ
が
ま
だ
一
人
前E

や
な
い
。
連
も
あ
の
男
は
セ
ン
シ
ブ
ル
だ
よ-

だ
か
ら
城 

セ
ル
バ
ン
事
務
所 

二
七



セ
ル
バ
ン
事
務
所 

二
八 

に
冗
談
を
言
っ
て
も
些
っ
と
も
面
白
か̂

な
い
の
さ.

向
ふ
も
そ
れ
を
知
っ
て
る
の
さ
、
 

——

だ
か
ら
わ
し
も
時
偶
嫌
な
顏
も
し
て
見
せ
る
ん
だ
が!
!

こ
れ
も
彼
奴
に
惡
意
が
あ
つ 

て
の
事
ぢ
や
な
い
ん
だ
——

わ
し
と
し
て
も
奴
が
い
つ
か
他
人
の
手
を
借
り
ず
に
仕
事
を
や 

る
や
う
に
な
ら
な
け
り
や 

不
可
ん
と
思
っ
て
る
の
さ.

ほ
ん
の
子
供
だ
ね-
-

全
く
さ 

——

鬚
の
あ
る
子
供
だ
よ
…
…
ア
ツ
、
コ
リ
ャ
、
彼
奴
の
事
を
餘
り
惡
く
言
っ
ち
ま
っ
た
が
、
 

ま
あ
、
氣
を
惡
く
す
る
ん
ぢ
や
な
い
よ-

吠
え
る
丈
け
で
嚙
み
つ
き
や
し
な
い
か
ら-
-
 

何
時
會
へ
る
か
し
ら?
 

君
達
は
今
日
オ
ペ
ラ
へ
行
く
っ
て?

ヨ
—
シ
、
わ
し
も
屹
度
行
く 

よ
。
ア

、
、
で
晚
飯
は
——

?
 

所
が
ね
——

わ
し
は
今
日
連
も
素
晴
ら
し
い
機
嫌
な
の
さ 

-
-

エ
、?

(

大
聲
で
笑
ひ
乍
ら)

さ5
/
\

、
そ
の
通
り-
-

今
も
皆
に
ど
な
り
ち
ら
し 

た
所
さ-

ア

、
、
君
は-
-

そ
れ
に
連
中
は
ひ
ど
く
ま
じ
め
に
と
っ
て
さ-
-

全
く
笑
止 

千
萬
だ
よ
。
ヂ
ヤ
ア
、
テ
オ
ド
ル
に
わ
し
に
は
出
來
ん
と
言
っ
て
お
く
よ
。
わ
し
は
し
な
い



と
ね
。
す
る
と
奴
さ
ん
、
す
ご
す
ご
と
家
に
か
へ
っ
て
御
機
嫌
が
わ
る
い
。
そ̂

か
ら
腹
を 

た
て
、
怒
鳥
り
ち
ら
す
と
ね.

さ
う
し
た
ら
言
つ
て
や
り
給
へ
、
わ
し
か
ら
も
う
電
話
が 

か
ゝ
っ
て
き
て
萬
事
承
知
だ
っ
て!
!

わ
し
が
電
話
を
か
け
た
時
、
丁
度
あ
ん
た
が
居
合
は 

し
て
、
わ
し
が
あ
ん
た
に
「
萬
事
承
知
し
た
。
テ
オ
ド
ル
は
安
心
し
て
よ
い
。
」
と
云
っ
た
と
ね
。 

萬
事
承
知
——

萬
事
——

分
っ
た
ね
。
さ
あ
キ
ス
を
す
る
よ
——

わ
し
の 

フ
ラ
ッ
ツ
よ
。 

(

電
話
の
中
へ
キ
ス
を
す
る
、
大
聲
で
笑
ふ)

ア
バ
ヨ
。(

受
話
機
を
お
く
—

短
い
間)

セ
か
・
ハ
ン
事
務
所

二
九



セ
ル
バ
ン
事
務
所 

三
〇

第

四

場
ハ
ウ
ゼ
、
セ
ル
バ
ン
、
召
使
、
ラ
イ
ナI

ヽ

ハ
ウ
ゼ(

手
紙
を
持
っ
て
來
る)

御
手
紙
で
ご
ざ
い
ま
す
。

セ
ル
バ
ン(

急
に
ま
じ
め
に
な
つ
て)

さ
う
か-
-
(

急
い
で
手
紙
を
受
取
り
目
を
通
す)

オ
イ
何 

だ
い
、
又
こ
ん
な
字
を
書
い
て-

？

ハ
ウ
ゼ 

ア
ツ
、
存
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
手
先
き
が
少
し
ふ
る
へ
ま
し
た
も
ん
で.

 

セ
ル
バ
ン 

な
ぜ
な
ん
だ
い
一
體.
.

.

り
や
ラ
ブ
レ
タ
—
ぢ
や
な
い
ぜ
。
商
用
文
な
ん
だ
。
ナ 

ン
パI
三
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
—
は
ど
う
し
た
ん
だ-

い
つ
に
な
つ
た
ら
直
る
ん
だ
ね-



だ
ら
し
が
な
い
な-
も
う
い
、
よ
。
さ
よ
な
ら
。 

ハ
ウ
ゼ(
お
辭
儀
し
て
行
く-

セ
ル
バ
ン
署
名
す
る-
-

扉
を
叩
く
音) 

セルバン 

ハ
イ
。

召
使
ラ
イ
ナ
—
さ
ん
が
御
い
で
で
す
。

セ
ル
バ
ン
御
通
し
し
て
く
れ
。

召
使(
退
場)

ラ
イ
ナ
— 
(
登
場
、
上
衣
を
着
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
る)
今
晚
は
。

セ
ル
バ
ン(
立
上
つ
て
出
迎
へ
る)

イ
ヨ
ウ
今
晩
は
。(
相
手
に
手
を
貸
し
て
上
衣
を
脫
が
す) 

ラ
イ
ナ
ー
ア
、、
い
、
ん・だよ——

放
っ
と
い
て
く
れ
給
へ
。

セルバン 

マ
ア̂
-

か
け
た
ま
へ
。
大
分
暫
ら
く
だ
っ
た
な
。

ラ
イ
ナ
—

ア
ア
——

何
し
ろ
暇
が
な
く
っ
て
ね.

そ
れ
に
邪
魔
す
る
の
も
何
だ
と
思
っ
た
ん 

セ
た
バ
シ
事
務
所 

三
一



セ
レ
バ
ン
事
務
所

で
。

セ
ル
バ
ン 

何
を
詰
ら
ん
こ
と
を
云
ふ
ん
だ
。
邪
魔
を
す
る
と
い
け
な
い
な
ん
て
。
ま
あ
煙
草
で 

も
や
れよ

ー
ー

サ
ア:
I
(

シ
ガ
ー
を
差
出
す)

ラ
イ
ナ
—

有
難
う
一

セ
ル
バ
ン(

マ
ッ
チ
を
す
っ
て
や
る
、
自
分
も
一
つ
取
っ
て
吸
ふ
、
兩
人
腰
を
か
け
る)

ラ
イ
ナI 
(

一
服
し
て
か
ら)

有
難
う
—

セ
ル
バ
ン
サ
ア
、
こ
れ
で
ユ
ツ
ト
リ
し
た
氣
分
に
な
る
と
云
ふ
も
の
だ
。
で
ど
う
だ
ね
、
近
頃 

は?

ラ
イ
ナ
—

有
難
・
つ
一-

ま
あ
ま
あ
、
とA
つ
に
カ
カ
、っ
に
力

セ
ル
バ
ン
何
か
變
つ

1:
事
で
も
あ
る
か
い
。

ラ
イ
ナ
— 

$
6

あ̂
^

さ
さ
・
っ
た••••••



セ
ル
バ
ン(

ほ

、
え
み
乍
ら)

何
を
言
っ
て
る
ん
だ
、
君
だ
っ
て
ほ
ん
と
の
と
こ
ろ
一
寸
遊
び
に 

や
っ
て
來
た
と
お
れ
に
思
は
せ

1:
か
ア
な
い
ん
だ
ら
う?

ラ
イ
ナ
—2
寸
困
っ
て)

さ
う
言
や
ア
—

さ
う
だ
が.

セ
ル
バ
ン
イ
ヤ!

—

君
が
わ
し
の
所
へ
來
た
以
上
、
何
か
理
由
が
あ
る
よ
。

ラ
イ
ナ
— 

君
は
僕
の
唯
一
の
友
だ
——

セ
ル
バ
ン
そ
の
唯
一
の
友
を
用
が
な
け
り
や
た
づ
ね
て
く
れ
な
い
ん
だ
か
ら
な
——

ラ
イ
ナ
—

ウ
ン
、
だ
が
何
と
切
り
だ
し
た
ら
良
い
か
な
あ.

セ
ル
バ
ン 

何
を
云
っ
て
る
ん
だ
——

何
か
厄
介
な
事
が
あ
る
こ
と
は
僕
に
も
わ
か
っ
と
る
よ
。 

さ
ア
言
っ
て
見
ろ
よ
〇

ラ
イ
ナI
察
し
て
く
れ
た
ま
へ
、
言
ひ
に
く
い
ん
だ
よ.

セ
ル
バ
ン 

オ
イ
、
そ
ん
な
言
ひ
方
を
す
る
な
よ
、
テ
オ
ド
ル!

セ
冲
バ
ン
事
務
所 

三
三



ラ
イ
ナ
ー
ヂ
ャ
、
言
ふ
よ
、
僕
は
今
困
っ
て
る
ん
だ
。

セ
ル
バ
ン
ブ
ラ
ボ
オ
、
そ
れ
で
こ
そ
立
派
な
言
葉
だ
。
君
が
今
こ
ま
っ
て
る
と
は
、
お
れ
も
と 

う
か
ら
さ
う
思
っ
て
屹
よ
。

ラ
イ
ナ
—

笑
ふ
な
よ-
-

ま
じ
め
な
話
な
ん
だ
。

セ
ル
バ
ン
ま
じ
め
な
事
だ
か
ら
こ
そ
腹
一
ぱ
い
笑
へ
る
ん
た 

ラ
イ
ナ
・.
.

僕
も
失
啣
し
な
と
い
へ
ば
、
君
だ
っ
て
餘
り
い
、
氣
持
も
し
ま
い
が
。 

セ
ル
バ
ン
何?
 

ど
う
し
た
っ
て?

ラ
イ
ナ
— 
(

鈍
く)

駄
目
に
な
っ
ち
や
っ
た
ん
だ
。(

短
い
間)

セ
ル
バ
ン 

フ
ム
、

フ
ム
、

フ
ム
、
で-
-

J
體
何
だ
っ
て
そ
ん
な
事
を
仕
出
來
し
た
ん
だ
ね?
 

ラ
イ
ナ
—

僕
は
南
方
の
鑛
山
株
の
買
收
に
大
分
身
を
入
れ
て
ゐ
た
ん
だ
が:
•

：• 

セ
ル
バ
ン 

さ
う
か
—!

お
れ
は
君
に
言
っ
て
お
い
た
い
ら
う
——

あ
れ
に
手
を
出
し
ち
や
い



け
な
い
っ
て
。

ラ
イナ
ー 

あ
の
株
に
や
長
い
問
手
を
燒
い
て
ね
——
 

セル
バン 

冗
談
ぢ
や
な
い
よ
。あ
れ
に
手
を
や
い
た
っ
て
。僕
は
君
に
一
切
合
財
詳
し
く
說
明
し 

て
ハ
ツ
キ
リ
言
っ
て
お
い
た
ぢ
や
な
い
か-
あ
れ
は
手
を
ふ
れ
す
に
放
っ
て
お
う
っ
て
。 

で
ー
體
、
だ
れ
の
為
に
そ
ん
な
目
に
會
つ
7:
ん
だ
。

ラ
イ
ナ
ー
代
理
人
さ-
-

セル
バン 

ひ
で
エ
奴
だ
。
ヂ
ヤ
君
は
ど
う
し
ょ
う
っ
て
ん
だ
い?

ラ
イ
ナI

ア
、-
-

そ
れ
な
ん
だ
が
ね-
-

分
ら
な
い
ん
た
よ
。

セル
バン 

所
で
お
れ
は
ど
う
し
た
も
ん
か
ね?
(
間)
さ
て
そ
こ
で
お
れ
は
ど
う
す
れ
ば
い
、 

と
言
ふ
ん
だ
ね?

ラ
イ
ナ-

イ
ヤ
だ
、
イ
ヤ
だ!
僕
に
は
ほ
ん
と
に
分
ら
ん.
(
短
ハ
間) 

セハパン事務所 

三五



セ
冲バ

ン
事
務
所 

三
六

セ
ル
バ
ン
ど
の
位
た
ら
な
い
ん
だ
。

ラ
イ
ナI ~
十
三
萬
マ
ル
ク
。(

知
い
間)

セ
ル
バ
ン
い

ラ
イ
ナ
—

十
三
萬
マ
ル
ク
。

セ
ル
バ
ン 

餘
り
ば
か
げ
て
る
な
ア-
-

そ
れ
で
明
日
、
滿
期
か
ね?

ラ
イ
ナ
・"

明
日
の
正
午
十
二
時
さ
。

セ
ル
バ
ン
で
君
の
持
金
は?

ラ
イ
ナ
ー
三
萬
マ
ル
ク
。

セ
ル
バ
ン 

恐
れ
入
っ
た
人
だ
な-
-

君
は.

だ
が
ま
あ
い
ゝ
や-
-

で-
-

そ
し
て
こ
の
事 

件
を
ど
う
し
ょ
う
と
言
ふ
ん
だ
ね?

ラ
イ
ナ
—

ウ
ン-
-

分
ら
な
い
の
さ-
-



セルバン 

ホ
ホ
ウ
、
こ
り
や
至
極
結
構
だ!
!
僕
に
は
分
ら
な
い
っ
て
ね
・
：…
馬
鹿
げ
て
ゐ
る 

よ
。
な
ん
で
こ
ん
な
事
を
し
た
ん
だ
い
。

ラ
イ
ナ
ー
僕
は
追
ひ
こ
ま
れ
ち
や
っ
た
ん
だ
。
み
ん
な
は
さ
う
言
っ
て
る
よ-
-
 

セ
ル
バ
ン
さ
う
か
な
ア
——

君
は
奴
等
に
お
ひ
こ
ま
れ
た
ん
だ
な
ワ-
-

ヂ
ヤ
ア
今
度
は
奴
等 

に
は
君
を
そ
こ
か
ら
ひ
き
戾
す
義
務
が
あ
る
譯
だ
。(
極
め
て
短
い
間) 

ライナ・"
(

か
す
か
に)
僕
を
苦
め
て
く
れ
る
な
。

セルバン 

お
れ
は
君
に
言
っ
と
い
た
筈
だ
。
一
切
合
財
細
か
に
說
明
し
て
お
い
た
ん
だ
—

細 

か
に
。
そ
奴
は
詐
欺
だ
。
立
派
な
山
師
だ
。
あ
ん
な
所
に
石
炭
な
ぞ
出
つ
ニ
は
な
い
ん
だ
。 

二
三
の
手
合
ひ
が
や
っ
ぱ
り
そ
い
つ
で
手
を
や
い
た
事
が
あ
る
ん
だ
が
——

今
ぢ
や
慘
め
な 

も
ん
さ
。
鑛
脈
は
枯
れ
て
る
ん
だ
し
。
お
れ
は
自
分
の
喋
舌
っ
て
る
事
を
よ
く
知
っ
て
る
よ 

イ
ン
チ
キ
奴
等
め!
(

短
い
間)

セ
ル.
ハ
ン
事
務
所 

三
七



セ
ルK

ン
事
務
所 

三
八 

ラ4

ナ
—

僕
は
駄
目
だ
。(

問) 

セ
ル
バ
ン
そ
れ
と
も
示
談?
 

ラ
イ
ナ"
-

い
か
ん
。
僕
は
駄
目
だ
。 

セ
ル
バ
ン
や
っ
て
見
た
の
か?
 

ラ
イ
ナ
—

ウ
ン
、
 

だ
が
—: I 

セ
ル
バ
ン 

君
に
示
談
な
ん
ぞ
出
來
て
堪
る
も
ん
か
。
自
分
で
自
分
を
破
滅
に
つ
き
お
と
し
て
ゐ 

る
ん
だ
。(

短
い
間) 

ラ
イ
ナ
ー
萬
事
休
す
。

セ
ル
バ
ン
あ
の
山
師
共
と
か
け
合
ひ
な
ぞ
し
な
け
り
や
よ
か
つ
た
に
な
あ
。
彼
等
を
お
れ
の
所 

へ
よ
こ
し
て
く
れ
た
ら
良
か
っ
た
つ
ん
だ
。
お
れ
が
奴
等
を
相
手
に
す
っ
か
う
解
決
し
ち
ま 

っ
た
ん
だ
が
。



ラ
イ
ナ
・"

ア

、
、
 

僕
は
知
ら
な
か
っ
た
ん
た-

何
て
こ
っ
た-
-
 

セ
ル
バ
ン 

人
間
て
奴
は
、
始
め
て
び
っ
く
り
し
た
時
に
や
、
友
達
の
所
へ
出
か
け
て
行
く
が
、
 

敵
の
所
へ
は
行
か
な
い
も
ん
だ
。(

間)

所
で
差
當
り
、
ど
う
す
る
積
り
な
ん
だ
い
。 

ラ
イ
ナ
—

自
分
で
も
分
ら
な
い
ん
だ
。

セ
ル
バ
ン 

現
金
を
三
萬
マ
ル
ク
持
っ
て
る
ん
だ
っ
た
ね
。

ラ
イ
ナ
—

ウ
ンG

セ
ル
バ
ン 

で
、
そ
い
つ
は
君
の
自
由
に
な
る
金
か
。

ラ
イ
ナ-

ウ
ン
〇

セ
ル
バ
ン
未
拂
の
所
は
な
い
ん
だ
な?

ラ
イ
ナ
ー
銀
行
に
預
け
て
あ
る
ん
だ
。
す
ぐ
に
で
も
引
き
だ
せ
る
よ
。 

セ
ル
バ
ン 

ぢ
や
、
明
日
の
午
前
中
に
そ
の
金
を
引
出
し
て
氣
樂
に
旅
行
で
も
す
る
さ
。 

セ
ル
・
ハ
ン
事
務
所 

三
九



セ
ル
バ
ン
事
務
所 

四
〇

ラ
イ
ナ
—
そ
り
や
い
か
ん
。

セ
ル
バ
ン
何
故
い
か
ん?

ラ
イ
ナ8

何
故
っ
て
僕
は
紳
商
だ!

セ
ル
バ
ン
よ
く
よ
く
だ
な
あ
——

馬
鹿
も
い
い
加
減
に
し
ろ
よ
。
ご
ろ
つ
き
相
手
に
紳
商
だ
な 

ん
て
言
っ
て
rz
日
に
ゃ
お
終
ひ
だ
ぜ
。

ラ
イ
ナ
ー
相
手
の
事
ぢ
や
な
い
。
僕
自
身
の
た
め
さ
。

セルバン 

良
く
も
言
っ
た
り
。
そ
の
調
子
で
十
萬
マ
ル
ク
拂
ふ
ん
だ
ね
。

ラ
イ
ナ
ー
も
う
駄
目
な
ん
だ
よ
。

セルバン 

さ
う
さ
う
そ
の
「も
う
駄
目
な
ん
だ
よ
」
が
た
ま
ら
な
く
い
ゝ
ね
。
—

君
は
自
分 

で
自
分
を
締
木
に
か
け
る
樣
に
し
ち
ま
っ
だ
ん
だ
。
だ
か
ら
今
、
頭
を
働
か
し
て
、
頑
强
に 

ふ
ん
ば
っ
て
、
自
力
で
そ
の
締
木
か
ら
ぬ
け
出
す
ん
だ
ね
。(
短
い
間)



ラ
イ
ナ
—

ど
う
し
た
ら
切
拔
け
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
ん
だ
。

セ
ル
バ
ン 

ア
ハ
、
、
、
、

一
番
簡
單
な
解
決
を
言
へ
ば
、
お
れ
が
こ
、
で
君
に
十
萬
マ
ル
ク
投 

げ
出
ず
事
だ
ら
う
さ
。
十
萬
マ
ル
ク
を
君
の
手
に
の
せ
て
人
の
よ
さ
さ
う
に
ニ
ッ
コ
リ
し
て
ー 

「
又0
近
い
中
に
お
目
に
か
、
る
よ
、
又
も
や
君
が
こ
ん
な
馬
か
げ

rz
事
を
で
か
し
た
ら
ね
。 

っ
て
ね
。

エ
、
ど
う
だ
い?

ラ
イ
ナ
ー
僕
は
君
に
無
心
な
ぞ
し
て
は
ゐ
な
い
よ
。

セ
ル
バ
ン 

成
程
、
だ
が
そ
れ
に
も
係
ら
ず
、
そ
の
用
件
で
お
れ
の
所
へ
來
た
ん
ぢ
や
な
い
か 

——

君
の
胸
ん
中
を
わ
っ
て
見
う
や
ア
ね
。
さ
う
し
て
貰
ひ
た
く
っ
て
堪
ら
な
い
ん
だ
。 

ラ
イ
ナ
—

も
う
何
に
も
ほ
し
か
な
い
よ
。

セ
ル
バ
ン 

だ
が
人
生
は
戰
だ
ぜ
、
君
。
い
、
か
い
、
戰
ふ
ん
だ
。
十
遍
叩
き
の
め
さ
れ
た
ら
、
 

十
遍
立
上
っ
て
や
り
な
ほ
す
。
さ
う
し
て
こ
そ
、
始
め
て
人
生
に
價
値
が
生
す
る
と
云
ふ
も 

セ
ル
バ
ン
事
務
所 

四
一



セ
あ
バ
ン
事
務
所 

四
二

ん
だ
。

ラ4

ナ1 

人
間
す
る
こ
と
な
す
こ
と
、
う
ま
く
行
か
な
い
と
、
死
に
TZ
く
も
な
る
よ
〇 

セルバン 

死
ぬ
の
は
容
易
い
事
さ
——

だ
が
生
き
て
行
く
の
は
少
々
計
り
難
し
い
な
。(
間) 

ラ
イ
ナ
ー
ウ
ン
、
そ
れ
ぢ
や..

僕
は.
.
(
立
上
る) 

セルバン 

お
れ
と
し
た
っ
て
十
萬
マ
ル
ク
の
金
を
君
に
用
立
て
た
い
の
は
山
々
だ
が
、
今
の
所 

で
は
そ
ん
な
大
金
は
、
お
れ
に
も
オ
イ
そ
れ
と
自
由
に
な
ら
な
い
ん
で
ね
。(
間) 

ラ
イ
ナ"
"

う
ん
、
う
ん-
-

こ
れ
も
僕
の
惡
い
め
ぐ
り
合
は
せ
だ
。(
間)
だ
け
ど-
-

ね
え
、 

ゲ
オ
ル
ク
、
も
し
君
が
僕
の
保
證
を
し
て
く
れ
る
ん
だ
っ
た
ら•
：… 

セ
ル
バ
ン
お
れ
に
は
お
れ
の
忠
吿
を
無
に
し
た
り
、
お
れ
の
手
引
き
と
反
對
の
事
を
す
る
人
を 

保
證
す
る
義
務
が
あ
る
と
い
ふ
の
か
い
——
?-

君
は
ま
さ
か
本
氣
で
言
っ
て
る
ん
ぢ
や 

あ
る
ま
い
ね
ー.(
間)



ラ
イ
ナ
—(

低
く)

怒
る
な
、
ゲ
オ
ル
ク
、僕
が
こ
の
件
で
君
を
わ
づ
ら
は
し

r:
か
ら
っ
て:

：
： 

セ
ル
バ
ン
君
に
は
氣
を
惡
く
し
て
る
。
と
言
ふ
の
は
だ
、
君
が
僕
を
信
用
し
な
い
で
他
所
の
ペ 

テ
ン
師
な
ど
に
ひ
っ
か
、
っ
た
か
ら
だ
。

ラ
イ
ナ
—

怒
る
な
、
ゲ
オ
ル
ク
、
僕
は
も
う
二
度
と
君
に
迷
惑
は
か
け
な
い
積
り
だ:

：
： 

セ
ル
バ
ン 

そ
の
哀
れ
っ
ぽ
い
調
子
は
や
め
て
く
れ
。
お
れ
は
さ
う
い
ふ
變
り
方
が
大
嫌
ひ
な
ん 

だ
。
全
く
無
用
な
言
葉
だ
よ
。(

短
い
間)

ラ
イ
ナ
—

御
機
嫌
よ
う
。

セ
ル
バ
ン 

こ
れ
か
ら
何
處
へ
行
く
ね?

ラ
イ
ナ
—

事
務
所
へ
〇

セ
ル
バ
ン
妻
君
は
君
の
憐
れ
な
狀
態
を
知
っ
て
る
の
か
ね?

ラ
イ
ナI 
(

し
み
じ
み
と)

可
哀
想
な
ク
ラ
リ
ッ
セ-
-
-

實
の
所
、何
に
も
言
っ
て
な
い
ん
だ
。 

セ
ル
バ
ン
事
務
所 

四
三



セ
矛K

ン事務所 

四四 

僕
の
な
み
な
み
な
ら
ね
様
子
に
は
氣
づ
い
て
る
が
、
そ
し
て
君
の
所
へ
來
だ
事
は
知
っ
て
る 

ん
だ:
：:
だ
が
僕
が
破
產
し
た
事
は
言
っ
て
な
い
ん
だ
よ
。

セルバン 

ソ
リ
ャ
利
口
な
や
り
方
だ
。
こ
ん
な
事
は
女
の
知
っ
た
事
ぢ
や
な
い
か
ら
な
。
ヂ
ャ 

ァ
、
元
氣
を
出
し
て-
き
っ
と
お
れ
に
も
何
か
考
へ
つ
く
だ
ら
う
——

何
か
君
を
助
け
る 

良
い
方
法
が
。
人
間
は
希
望
を
捨
て
ち
や
ア
い
け
な
い
ん
だ:
：:
最
後
の
ど
た
ん
場
ま
で!
 

氣
樂
に
し
て
家
へ
歸
う
給
へ
——

多
分
今
日
の
中
に
も
君
を
尋
ね
る
か
も
知
れ
な
い
。
何
う 

し
た
ん
だ
い
。
——

な
ん
だ
っ
て
そ
ん
な
に
姑
れ
の
顏
ば
っ
か
り
見
詰
め
て
る
ん
だ
い?
 

(
短
い
問)

ライナ-
•
有
難
う
、
ゲ
オ
ル
ク
、
親
切
だ
ね
君
は
。
僕
は
い
つ
も
心
の
中
で
は
、
君
に
手
を
合 

は
せ
て
る
ん
だ
。
僕
の
こ
の
氣
持
を
忘
れ
な
い
で
居
て
く
れ
給
へ
。

セ
ル
バ
ン(
相
手
に
外
套
を
着
せ
て
や
り
乍
ら)

才4
/
\

そ
り
や
何
の
事
だ
い?

何
だ
っ
て



君
は
そ
ん
な
に
感
動
し
て
る
ん
だ
ね:

：
：

ラ
イ
ナ
ー(

セ
ル
バ
ン
を
抱
い
て
接
吻
す
る)

僕
は
何
時
も
君
を
愛
し
て
居

r:
ん
だ
よ
。 

セ

ル

バ

ン

へ

こ

り

や

驚

い

た

、
ど
う
し
た
と
云
ふ
ん
だ!

ま
る
で
恐
ろ
し
く
遠
い
所
へ 

で
も
行
っ
て
し
ま
ふ
時
の
樣
ぢ
や
な
い
か-
?

ラ
イ
ナ
—

ウ
ン
、
ウ
ン
、
僕
は
長
い
旅
に
出
よ
う
と
思
っ
て
る
よ-

 

セ
ル
バ
ン
お
れ
は■•
…
駄
目
だ
な
ア!
 

だ
が
君
は
そ
れ
で
も
正
氣
な
の
か
ね
ワ-
-

旅
行
と 

い
ふ
の
は
一
體
何
處
へ?
-

言
っ
て
も
良
い
も
の
な
ら
き
か
し
て
く
れ
給
へ
。 

ラ
イ
ナ
—

ま
だ
分
っ
て
な
い
ん
だ
——

と
に
か
く
遠
く
だ
——

ウ
ン
と
遠
い
所
だ
よ
。 

セ
ル
バ
ン
さ
う
か
——

ぢ
や
是
非
と
も
今
晚
中
に
逢
っ
て
——

色
々
と
相
談
し
て
お
か
な
け
れ 

ば
な
ら
ん
ね
。
ヂ
ヤ
ア
か
う
し
た
ら

一  

番
よ
か
ら
う-

今
は
と
も
か
く
家
へ
歸
つT
晚
は 

妻
君
と
一
緖
に
何
處
か
人
目
に
つ
く
所
に
居
る
の
さ
——

た
と
へ
ば
オ
ペ
ラ
の
様
な!
I

ど

四
五



セ
担K"
事
務
所 

四
六 

う
だ
い
、
君
の
現
在
の
立
場
に
あ
り
乍
ら!
!

逃
げ
も
か
く
れ
も
せ
ぬ
——

ど
う
だ
分
っ
た
か 

ね?
 

ヂ
ヤ
ア
、
オ
ペ
ラ
へ
行
き
給
へ!
!

お
れ
も
後
か
ら
出
か
け
て
行
く
。

エ
、?
 

元 

氣
を
出
し
て
、
ま
だ
脈
は
あ
る
ん
だ
ぜ
。

ラ
イ
ナ
—

左
樣
な
ら
、
 

ゲ
オ
ル
ク
。

セ
ル
バ
ン 

サ
ヨ
ー
ナ
ラ
、
失
敬
——

今
夜
は
オ
ペ
ラ
だ!

た
い
勇
ま
し
く
邁
進
す
る
事
さ
。(

ラ 

イ
ナ
—
に
つ
い
て
部
屋
を
出
る
〇
戾
っ
て
き
て
電
話
へ
急
ぐ)

モ
シ<

 
——

エ

、
、
ニ
ニ
——
 

〇
七
、

エ
、
、
〇
七-

ア

、
、-

有
難
う
、-

ア
、
、
モシ

・̂
—
-
•、

セ
ル
バ
ン
で
す
が 

-

ク
ラ
リ
ッ
セ
か
い?
 

そ
れ̂
-
^

、
今
言
は
う
と
思
っ
て
た
の
さ-
-

彼
、
た
っ
た
今 

歸
っ
た
所
だ
、
用
件
か
い?

何
ア
に
、
ほ
ん
の
詰
ら
ぬ
親
切
氣
で
ね
、
言
ふ
程
の
事
な
い 

よ
——

さ
う
い
っ
て
る
ぢ
や
な
い
か
。
特
別
な
事
ぢ
や
な
い
っ
て
。
と
も
か
く
大
し
た
事
ぢ 

や
な
い
よ
。
何
だ
っ
て?
 

眞
劍
な
顏
付
き
で
僕
の
所
へ
出
か
け
な
か
ら
つ
て?

ア

、
、



そ
り
や
奴
の
い
つ
も
の
癖
さ
。
ヂ
ヤ
ア
、
マ
ア
、
言
ふ
が
ね
——

奴
が
ま
た
も
や
、
一
寸
し 

だ
馬
鹿
げ
た
事
を
仕
出
來
か
し
た
ん
で
ね
、少
し
か
ら
か
っ
て
や
っ
た
ん
だ
よ
——

ア
、、そ 

れ
さ
。
あ
の
當
時
も
隨
分
忠
吿
し
て
や
つ
た
ん
だ
が
——

奴
さ
ん
言
ふ
事
を
き
か
な
か
つ
た 

の
さ-

で
又
も
や
金
が
要
る
っ
て
い
ふ
譯
よ
。
ウ
、
ン
、違
ふ
よ
、ほ
ん
の
僅
か
さ
、
ウ
、 

ン
、
た
い
奴
さ
ん
目
下
手
許
に
も
っ
て
な
い
だ
け
の
事
さ-

金
額
は-
-

で
言
っ
て
や
つ 

た
よ
。
僕
の
所
に
も
な
い
っ
て[
!

で
、
い
ゝ
か
ね
。(
語
を
强
め
て)
奴
さ
ん
が
歸
っ
た
ら 

す
ぐ
に
言
っ
て
お
い
て
く
れ
給
へ
、
僕
が
電
話
を
か
け
て
、
も
し
今
夜
こ
れ
ッ
き
り
で
逢
へ 

な
い
場
合
に
は
、
明
日
の
朝
、
十
一
時
に
僕
の
事
務
所
へ
來
て
く
れ
ッ
て
言
っ
て
た
と
。
さ 

う
す
り
や
金
を
わ
た
す
か
ら
っ
て
——

萬
事
引
受
け
た!

ア
、屹
度
だ
よ
、
今
夜
は
オ
ペ 

ラ
た
よ 

ヂ
ヤ
ア
、
サ
ヨT

ナ
ラ-

ア
バ
ヨ!
(
受
話
機
を
か
け
て
、
小
さ
い
電
話
機 

を
鳴
ら
す)
ヴ
ェ
ニ
ン
ゲ
小
君
、
一
寸
書
止
め
て
く
れ
給
へ
、
明
日
の
朝
、
正
十
時
に
十
萬 

セルバン事務所 

四七



セ
ク
シ
事務所 

四一ノ 

マ
レ
ク
を
現
金
で
事
務
所
の
僕
の
所
へ
屈
け
せ
さ
て
く
れ
給
へ
、
分
っ
た
か
ね?

エ
、?
 

忘)
rb
な
い
で
ね
。
ア
ハ
、
、餘
り
7:
よ
り
に
な
ら
ん
連
中
だ
か
ら
ね
。(
受
話
機
を
お
く
。
暫 

く
して

!Z

び
を
す
る
。
作
う
笑
ひ
を
し
て
、
窓
際
へ
行
っ
て
通
り
を
見
乍
ら
、
口
笛
を
吹
い 

て
居
る)

(
す
る
と
音
も
な
く
扉
が
あ
い
て
、
年
の
頃
も
解
せ
な
い
ヒ
ョ
ロ
長
い
、
靑
い
顏
を
し
た
長 

い
黑
髮
の
男
が
、
手
に
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
も
ち
腕
に
長
い
黑
の
オ
ー
バ
ー
を
か
、
へ
て
、
忍 

び
込
身
。身
豐
二
キ
ッ
チ
リ
と
合
っ
に
奇
拔
な
フ
ロ
ツ
ク
を
着
、メ
リ
ャ
ス
の
ズ
ボ
ン
を
穿
い 

て
号
る
。こ
れ
が
ド
ク
ト
ル•
ダ
ニ
エ
ー
リ
と
云
は
れ
る
人
間
で
あ
る
〇
後
の
扉
を
し
め
て
、室 

內
を
キ
ョ
ロ{

見
廻
し
て
窓
際
の
セ
ル
バ
ン
を
見
つ
け
る
。
机
の
方
へ
ソ
ツ
と
步
み
よ
っ 

て
帽
子
を
お
く
。
外
套
を
開
い
て
、
大
き
な
凭
椅
子
の
中
に
蹲
る
。
細
い
靑
白
い
手
か
ら
手 

袋
を
拔
取
っ
て
、
帽
子
の
中
へ
投
げ
込
む
〇
そ
れ
か
ら
頭
を
前
に
下
げ
て
、
顎
を
兩
手
に
支



へ
て
、
銳
く
、
つ
き
徹
す
樣
に
、
セ
ル,
ハ
ン
を
見
詰
め
る
。
セ
ル
・
ハ
ン
は
二
三
秒
の
後
、 

手
の
氣
配
を
感
じ
て
ふ
り
か
へ
る
。
そ
し
て
相
手
を
發
見
す
る
。)

第

五

場
セ
ル
バ
ン
、
ダ
ニ
エ
—

リ

セ
ル
バ
ン(
ハ
ッ
と
驚
い
て)

ホ
ウ
、

一  
體
何
御
用
で
す?

あ
な
?:
は?
 

ダ
ニ
エ
—
り(
さ
も
親
し
氣
に)
ま
あ
席
に
つ
き
た
ま
へ!
!

ま
あ
。(
机2 

我
輩
は
ド
ク
ト
ル
・
ダ
ニ
エ
—
リ
だ
が
。

セ
ル
バ
ン 

存
じ
ま
せ
ん
な
。
何
御
用
で
す?

セ
步
ル
ン
事
務
所

四
九

相



セ
冲
な
ン
事
務
所 

五
〇 

ダ
ニ
エ
—
り
そ
れ
は
今
に
納
得
が
ゆ
く
で
あ
ら
う
が
、
我
輩
は
下
を
通
り
乍
ら
、
あ
ん
だ
が
窓 

際
に
居
る
の
を
見
て
上
っ
て
來
だ
と
言
ふ
わ
け
で
す
。

セ
ル
バ
ン 

そ
り
や
何
の
為
に
で
す?

ダ
ニ
エ! ■
・
リ 

そ
こ
で
ぢ
や-
•

—
あ
ん
?:
を
一
目
見
た
い
と
思
ひ
ま
し
て̂
 

セ
ル
バ
ン
馬
鹿̂

^

し
い
。
お
前
さ
ん
は
わ
し
の
事
務
所
へ
コ
ッ
ソ
リ
這
入
っ
て
來
て
、
わ
し 

の
掛
け
る
所
に
腰
を
下
ろ
し
て-

ダ
ニ
エ
—
り 

そ
れ
で
は
あ
ん
だ
は
憤
慨
し
て
ゐ
る
の
か
。
自
分
の
慣
性
に
そ
ん
な
に
こ
だ
わ
っ 

だ
り
、
形
式
に
へ
ば
り
つ
い
て
ゐ
た
り
す
る
ん
で
す
か
な
。

セ
ル
バ
ン 

お
前
さ
ん
の
あ
は
れ
な
機
智
の
閃
き
で
私
と
話
さ
う
と
思
つ
て
や
っ
て
き
だ
ん
で
す 

ね
。

ダ
ニ
エ-

り 

エ
、

そ
の
為
に
で
す
—I

あ
ん
だ
は
、
だ
が
そ
ん
な
に
神
經
質
に
な
つ
ち
や
い



け
ま
せ
ん
——
全
く
。

セルバン 

お
前
さ
ん
は
一
體
全
體
何
者
な
ん
だ?

ダ
ニ
エ
—り 

エ
、、
ま
あ
、
お
掛
け
な
さ
い
よ
。
私
達
は
す
ぐ
に
理
解
し
合
ふ
事
が
で
き
よ
う 

と
思
ふ
〇

(
相
手
を
銳
く
見
つ
め
て
傍
の
椅
子
を
指
す
、
セ
ル
バ
ン
か
け
る) 

セルバン 

ダ
ニ
エ
リ
ー
博
士?

ど
う
も
さ
う
い
ふ
お
名
前
は
想
出
せ
ま
せ
ん
ねQ 

ダニ工ーり 

そ
り
や
、
蓋
し
御
尤
で
せ
う
よ
。

セ
ル
バ
ン
一
體
何
の
博
士
な
ん
で?

ダ
ニ
エ,
り 

我
輩
は
心
靈
學
博
士
で
す
。

セルバン 

は
、
ん
、
そ
り
や
ー
體
何
う
い
ふ
も
し
で
す?

ダ
ニ
エI

り
エ
へ
ン
——
簡
單
に
說
明
す
る
の
は
困
難
で
す
な
ア
。
我
輩
一
人
の
特
殊
な
學
問 

セ

ル

バ

ン

事

務

所

E

一



セ
ルK

ン
事
務
所 

五
二 

で
し
て
な
——

所
で
我
輩
は
あ
ん
た
の
魂
に
甚
だ
興
味
を
持
っ
て
ゐ
る
の
で
、
あ
ん
た
を
實 

は
探
し
て
た
と
言
ふ
わ
け
で
す
。

セ
ル
バ
ン(

哄
笑)

わ
し
の
魂
が
お
前
さ
ん
に
何
の
關
係
が
あ
る
ん
で
す
。 

ダ
ニ
エ-

り 

我
輩
に
と
っ
て
は
、
ど
の
人
間
の
魂
に
も
何
等
か
の
關
係
が
あ
る
。
こ
り
や
あ
な 

た
、
實
の
所
打
明
け
て
言
ひ
ま
す
が
、
我
輩
は
萬
人
の
魂
を
監
督
し
と
る
で
す
。 

セ
ル
バ
ン
變
っ
た
御
商
賣
で
す
な
ア
。

ダ
ニ
エ
—
リ 

處
が
素
晴
ら
し
い
學
問
で
す
よ
—
!

と
も
か
く
古
今
獨
步
の!
I

勿
論
一
般
大
衆 

に
は
全
然
知
ら
れ
て
居
ら
ん
で
す
が
ね
。

セ
ル
バ
ン 

ど
う
し
て <

、
わ
し
等
は
よ
く
知
っ
て
ま
す
と
も
。
尤
も
違
つ
た
名
前
だ
が
、
そ 

の
方
が
そ
の
價
値
や
特
徵
を
比
較
的
よ
く
表
は
し
て
居
ま
す
よ
。

ダ
ニ
エ
—
り 

他
の
名
前?

我
輩
は
知
ら
ん
な
。



セ
ル
バ
ン 

こ
れは

'
'
-
^

-
-

お
前
さ
ん
の
様
な
大
學
者
が
ま
だ
御
聞
き
に
な
っ
た
事
も
な
い
ん 

で
す
っ
て
ワ.

な
あ
に
さ
。
魔
術
ッ
て
奴
で
す
よ
。

ダ
ニ
エ
—
り 

な
ん
と-
-

な
ん
と-
-

君
は
か
ら
か
っ
て
ゐ
ま
す
な
。

セ
ル
バ
ン
ど
う
致
し
ま
し
て
——

わ
し
も
お
前
さ
ん
の
學
問
を
や
つ
て
ま
す
よ
。

ダ
ニ
エ
ー
り 

君
な
ど
何
も
知
つ
ち
や
ゐ
な
い
。

セ
ル
ハ
ン 

た
か
知
り
た
い
ん
で
す
よ-
-

實
の
所
、
憧
れ
て
る
ん
で
す
。

ダ
ニ
エ
ー
リ
で
は
こ
の
話
も
あ
ん
た
の
興
味
も
ひ
き
お
こ
す
し
、
あ
ん
た
を
ほ
ゝ
え
ま
し
く
す 

る
事
に
な
っ
て
き
ま
し
た
な
——

こ
れ
が
後
に
な
る
と
、眞
理
に
な
り
、
且
つ
怖
ろ
し
い
程
、
 

ま
じ
め
な
も
の
に
な
る
ん
で
す.

セ
ル
バ
ン 

さ
う
で
す
か
な
ア
——

で
、
そ
の
眞
理
と
い
ふ
の
は
一
體
ど
こ
か
ら?

ダ
ニ
エ
—
リ
良
心
の
法
則
で
す
。

セ
ル
バ
ン
事
務
所 

五
三



セあバン事務所 

五四 

セ
ル
バ
ン 

イ
ヤ
、

結
構
—I

一
つ
そ
の
一
節
を
碎
い
て
說
明
し
て
載
け
ま
せ
ん
か
な
ア
。 

ダ
ニ
エ
—リ 

大
し
て
重
大
な
も
の
ぢ
や
な
い
で
す
。
丁
度
あ
ん
た
の
皮
肉
が
く
だ
ら
な
い
の
と 

同
様
で
す
な-
た
い一

つ
主
眼
が
あ
り
ま
す-
-

セ

ル

バ

ン

で
そ
れ
は?

ダ
ニH
—
り
あ
ん
だ
に
對
す
る
我
輩
の
報
吿
で
す
が
、
法
廷
は
そ
の
本
務
を
執
行
す
る
爭
で
す 

—I

魂
の
法
廷
が
ね
。

セ
ル
バ
ン(
呆
れ
て
、
一
寸
相
手
を
見
詰
め
る)

ハ
ア
、、
そ
り
や
ア
い
ゝ
、
ど
う
も
有
難
う
。 

だ
が
忘
れ
ち
ア
困
り
ま
す
よ
、
わ
し
は
ね
つ
か
ら
商
人
だ
し
、
實
際
の
事
し
か
分
ら
な
い 

し
、
お
前
さ
ん
の
形
而
上
學
に
對
す
る
興
味
は
、
生
憎
餘
分
に
持
ち
合
は
し
ま
せ
ん
で
ね
。 

ダ
ニ
エ-
り 

大
い
に
御
尤
も
。
よ
く
分
っ
て
ま
す
よ
。
あ
ん
た
は
企
業
家
の
ゲ
オ
ル
ク
・
セ
ル 

パ
ン
で
す
。
天
才
的
な
商
賣
人
、
自
ら
商
業
史
上
に
一
章
を
劃
す
る
人
で
すC



セ
ル
バ
ン
馬
鹿
に
口
が
巧
い
な
ア
、
ぢ
や
ア
お
前
さ
ん
は
そ
ん
な
に
わ
し
を
知
っ
て
る
ん
だ
か 

ら
、
今
日
の
御
訪
問
の
本
當
の
目
的
を
打
明
け
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。

ダ-XI
り 

さ
う
急
ぐ
必
要
は
な
さ
さ
う
で
す
な
。

セルバン 

何
か
わ
し
に
い
、
話
で
も
持
っ
て
來
て
く
れ
た
ん
で
す
か?
(
愉
快
げ
に)
魂
で
も 

買
は
せ
よ
う
っ
て
ん
で
す
か
。

ダ
ニ
エ""
リ
魂
を
買
ふ
の
は
今
ま
で
に
も
や
っ
て
る
で
は
な
い
で
す
か
。

セ
ル
バ
ン
そ
ん
な
事
は
な
い
、
絕
對
に!

ダ
ニ
エ
—リ
あ
る
、
絕
對
に
。
君
は
君
の
使
用
人
と
、
そ
の
思
考
の
種
類
及
勞
働
を
買
込
ん
だ 

-
自
分
と
商
業
上
の
關
係
を
結
ん
だ
人
間
を
君
は
買
ひ
入
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
連
中
の
魂
を 

通
じ
て
君
は
儲
け
も
す
る
。
又
君
の
中
に
あ
る
大
エ
ネ
ル
ギ
—
で
幾
多
の
弱
い
瓣
ÄT
を
征
服 

し
た
り
し
て
ゐ
る
の
で
す
。

セ
ル
パ
ン
事
務
所 

五
五



セ
ル
バ
ン
事
務
所 

五
六 

セ
ル
バ
ン 

連
も
そ
り
や
ア
氣
持
の
い
ゝ
、
ぴ
り
っ
と
し
た
も
ん
で
す
よ
——

で
、
そ
れ
が
ど
う 

し
た
と
云
ふ
の
で
す
か
。

ダ
ニ
エ-

り 

我
輩
は
あ
ん
た
の
魂
を
相
手
に
し
た
い
の
だ
。

セ
ル
バ
ン
さ
う
で
す
か
い
——

?

ぢ
や
、
お
前
さ
ん
は
今
さ
っ
き
、
わ
し
の
商
人
的
資
格
を 

素
晴
ら
し
く
賞
め
ち
ぎ
つ
た
ん
だ
か
ら
——

か
う
言
つ
て
も
別
に
驚
き
は
す
ま
い
が
、

ー
體 

こ
ん
な
事
が
わ
し
の
役
に
立
つ
事
が
あ
る
か
し
ら
ね?

ダ
ニ
エ
—
り 

確
か
に
一
っ
の
利
得
が
あ
る
。
そ
れ
は
今
迄
よ
り
は
、
ず
っ
と
自
分
を
知
る
樣
に 

な
る
と
言
ふ
事
だ
。

セ
ル
バ
ン 

は

、
ん
、
こ
り
や
確
か
に
少
々
面
白
さ
う
だ
。

ダ
ニ
エ-

り 

そ
れ
は
結
構
。
所
で!

—

在
來
の
君
の
行
爲
や
仕
事
か
ら
觀
察
す
る
と
、
君
は
苦 

悶
に
苦
悶
を
重
ね
た
良
心
を
も
っ
て
ゐ
る
事
が
わ
か
る
。



セ
ル
バ
ン 

ヘ
エ
、
ど
う
い
ふ
意
味
で
す
。
そ
り
ヤ
ア-

？

ダ
ニ
エ
ー
リ
怒
っ
て
は
い
け
な
い
。
我
輩
は
君
が
善
良
な
人
間
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
分
っ
て
る 

屢
々
驚
く
べ
く
寬
大
で
も
あ
っ
た
し
、
自
分
の
趣
味
に
反
す
る
者
を
喜
ん
で
救
け
た
り
し
た 

事
も
あ
る
——

而
り
、
我
輩
は
す
べ
て
そ
れ
ら
を
知
悉
し
て
ゐ
る
。

セ
ル
バ
ン
御
親
切
な
御
言
葉
で
感
謝
に
堪
へ
ん
で
す
。

ダ
ニ
エ
ー
リ 

だ
が
、
營
利
勘
定
を
以
て
利
慾
心
に
か
く
れ
て
善
行
を
し
た
事
も
よ
く
あ
っ
た 

-

と
う̂
^

や-
-

さ
う
で
は
な
い
か
な?
•

セ
ル
バ
ン 

オ
ヤ
ツ-
-

ヂ
ヤ
あ
ん
72
は
も
う-

？

ダ
ニ
エ
ー
り 

チ
ャ
ン
と
知
っ
て
る
と
も
。
君
が
惡
企
み
を
も
っ
た
人
間
を
恩
人
と
す
る
樣
な
地 

位
や
機
會
は
よ
く
起
き
て
く
る
も
の
だ
。

セ
ル
バ
ン 

ヂ
ヤ
ア
、
先
生
、
あ
ん
た
は
こ
の
わ
し
が
心
か
ら
の
感
謝
と
い
ふ
も
の
に
確
信
を
も 

セ
ル
バ
ン
車
務
所 

五
七



セ
ルメ

ン事務所 

L 

っ
て
ゐ
る
と
は
思
つT

ゐ
な
さ
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

ダ
ニ
エ:

君
は
確
か
に
信
じ
て
を
ら
な
い
。
君
は
他
人
に
感
謝
を
强
ひ
て
ゐ
る
。 

セ
ル
バ
ン
そ
い
つ
は
素
晴
ら
し
い
性
格
描
寫
だ
。

ダ
ニ
エ:

そ
う
だ
。
そ
れ
が
又
、
君
の
性
格
の
强
い
所
だ
。
後
に
な
っ
て
、
役
立
て
よ
う
爲 

に
君
は
他
人
と
良
く
交
際
す
る
。
何
か
す
る
每
に
、
君
は
相
應
の
も
の
を
儲
け
て
ゐ
る
。 

セ
ル
バ
ン
え
、
、 

善
行
に
は
報
酬
が
伴
ふ
の
は
良
い
こ
っ
ち
や
な
い
で
す
か_
_
 

ダ
ニ
エ;

言
葉
は
頗
だ
美
し
い-
-

だ
が
橫
道
へ
外
れ
る
の
は
止
め
に
し
ょ
う
。
と
に
か
く 

君
の
利
得
と
い
ふ
の
は
、
常
に
金
と
限
っ
た
譯
ぢ
や
な
い
よ
——

セ
ル
バ
ン
ぢ
や
ー
體
——

ダ
ニ
エ;

君
は
時
・
、
恩
義
の
あ
る
人
達
相
手
に
慘
酷
な
賭
博
を
し
た
り
、
無
慈
悲
な
惡
戯 

を
し
た
り
す
る
。



セ
ル
バ
ン 

さ
う
か
——

す
る
と
、
詰
り
、
わ
し
は
ハ
ッ
キ
リ
云
へ
ば
、
ふ
とV

き
な
奴!

ツ
て
に 

な
る
な
。

ダ
エ
ー
り
然
り
。

セ
ル
バ
ン
さ
う!
!

感
謝
し
ま
す
よG (
短
い
間)

だ
が
、
呼
ば
れ
も
せ
ぬ
お
前
さ
ん
が
、
わ
し 

の
所
へ
來
て
、
奇
妙
な
眞
理
で
わ
し
を
い
ぢ
く
り
廻
す
て
の
は
、
少
々
滑
稽
に
思
ひ
ま
せ
ん 

か
い
。

ダ
ニ
エ:

"

、
ヤ!

決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
ど
の
人
問
の
生
活
に
於
て
も
——

或 

は
含
蓄
の
あ
る
個
性
と
言
は
う
か
——

さ
う
言
っ
た
人
の
生
涯
に
は
、
誰
か
全
く
意
味
の
な 

い
人
間
、
つ
ま
り
な
ん
で
も
な
い
人
間
が
そ
の
人
の
前
に
現
れ
て
、
か
う
し
た
思
想
を
言
葉 

に
表
現
す
る
機
會
が
あ
る
。
だ
が
當
の
御
本
人
は
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
決
し
て
白
狀
し
や 

う
と
は
し
な
い
の
だ
。

セ
〃
バ
ン
事
務
所 

五
九



セ
冲
バ
ン
事
務
所 

六〇

 

セ
ル
バ
ン 

は
ゝ
ん-
-

で
は
、
お
前
さ
ん
は
今
一

ダ
ニ
エ
ー
り
勿
論
。
わ
し
は
今
、
君
を
裁
く
頑
固
な
裁
判
官
さ
——

君
の
良
心
だ
。 

セ
ル
ハ
ン
わ
し
の
良
心
は
、
そ
ん
な
格
好
を
し
て
る
ん
か
な
ア-

コ
リ
ャ
滑
稽
千
萬
ビ
。 

ダ
ニ
エ
ー
リ
あ
ん
た
自
身
、
御
承
認
下
す
っ
て
甚
だ
有
難
い
。
思

ふ

に(

相
手
を
凝
視
す
る) 

今
日
の
中
に
も
一
つ
、
あ
ん
た
は
面
白
い
事
に
逢
ひ
ま
す
ぞ
——

ひ
ど
く
面
白
い
事
に
。 

セ
ル
バ
ン 

脅
迫
す
る
ん
で
す
か?

ダ
ニ
エ
ー
り 

イ
ヤ
"
'
.
.
^
-、

-
-

と
ん
で
も
よ
ハ_
_

セ
ル
バ
ン
ま
あ
、
つ
ま
ら
ん
こ
と
に
氣
を
つ
か
は
な
い
様
に
御
注
意
申
上
げ
ま
せ
う_
_
 

ダ
ニ
エ
—
リ

ア

、
、
分
っ
て
る
と
も
〇
だ
が
決
し
て
驚
く
君
で
は
な
、
。 

セ
ル
バ
ン 

實
際
、
驚
く
っ
て
才
能
を
持
ち
合
せ
な
い
の
で
ね
。

ダ
ニ
エ
—
リ

君

の
樣
に
、
物
に
動
じ
な
い
人
が
、
 

こ
れ
で
度
々
ビ
ッ
ク
リ
す
る
事
が
あ
る
の
で



す
ぞ-
-

さ
う
し
た
結
果
は
良
く
な
い
〇-
-

セ
ル
バ
ン(
輕
蔑
し
た
樣
に)
さ
う
で
す
か
な
ア
——

？

ダ
ニ
エ
—リ 

連
も
信
じ
ら
れ
ぬ
程
氣
の
强
い
人
間
が
、
驚
愕
す
る
時
が
よ
く
あ
る
も
ん
で
す
。

—I

そ
の
驚
愕
は
頗
だ
悲
慘
な
結
果
を
ひ
き
お
こ
す
。

セルバン 

ハ
、
ア
、
わ
し
は
こ
ん
な
お
伽
噺
を
よ
く
覺
え
て
る
。
あ
る
若
者
が
ふ
る
へ
る
事
を 

學
ぶ
た
め
に
家
を
出
た
と
い
ふ
の
を
——

ダ
ニ
工
ー
リ
さ
う
云
へ
ば
勇
猛
心
を
一
時
に
な
く
し
た
人
〇
の
お
伽
噺
を
我
輩
は
知
っ
て 

ゐ
る
。

セルバン 

オ
ヤ
、
連
も
巧
い
事
を
云
ひ
ま
す
ね
エ
。

ダ
ニ
エ
—
り 

す
る
と?

我
輩
が
氣
に
入
り
ま
し
た
か
な?

そ
り
や
結
構
で
す
。
我
輩
を
お 

忘
れ
な
い
や
う
に
希
望
し
ま
す
。

セM

K  

ン

事
務
所 

六
一



セル万ン事務所 

六二 

セルバン 

お
前
さ
ん
を
忘
れ
ち
ま
ふ
の
は
一
寸
難
し
い
で
せ
う
よ
。
そ
れ
に
も
一
度
御
逢
ひ
し 

た
い
も
ん
で
す
な
ア
。

ダニエーリ 

勿
論
、
我
輩
が
裁
判
官
の
席
に
座
つ
た
時
、
君
は
そ
の
前
に
立
た
ね
ば
な
る
ま
い 

セ
ル
セ
ル
何
時
頃
、
御
迎
へ
に
來
て
戴
け
る
ん
で
せ
う?

ダ
ニ
エ-
リ
適
當
の
時
に
。

セルバン 

で
も
ー
體
お
ほ
よ
そ
何
時
頃
な
の
か
敎
へ
て
戴
け
ま
せ
ん
か
な
ア?
 

ダニエーり 

期
限
が
切
れ
た
ら
、
我&
は
君
の
件
を
扱
ふ
た
め
に
開
延
す
る
。
そ
こ
で
君
の
生 

活
の
繪
卷
物
を
く
り
擴
げ
て
、
一
つ
一
つ
の
行
爲
を
判
定
し
て
、
良
心
の
法
則
に
從
つ
て
正 

當
な
判
決
を
下
す
。
こ
の
法
綱
は
何
人
だ
り
と
も
潜
る
事
の
出
來
ぬ
も
の
だ
。
人
間
の
造
っ 

だ
法
律
よ
り
も
完
全
に
で
き
て
を
る
し
、
も
っ
と
高
尙
な
所
に
源
泉
が
あ
る
の
だ
。
宣
吿
に 

對
し
て
控
訴
は
許
さ
れ
な
い
。
情
狀
酌
量
な
ど
と
云
ふ
事
も
な
いI
秤
は
正
確
で
な
け
れ



ば
な
ら
ん
し
、
罪
障
は
贖
罪
に
よ
っ
て
消
滅
さ
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

セルバン 

色
ぐ
、
說
明
し
て
下
さ
っ
て
有
難
う
。
ア
、-
-

そ
れ
か
ら
何
だ
っ
た
つ
け-
-

お 

前
さ
ん
は
誰
に
で
も
か
う
親
切
な
ん
で
せ
う
か
。
そ
れ
と
も
特
に
わ
し
を
御
最
眉
に
う
ざ 

御
い
で
下
さ
っ
て
說
明
し
て
戴
け
た
譯
な
ん
で
せ
う
か?

ダ
ニ
工
ー
り
前
に
も
言
つ
た
様
に
、
我
輩
は
全
て
の
魂
を
支
配
し
て
ゐ
る
で
す
。
我
輩
に
は
皆 

が
皆
平
等
で
す
。一
つ
の
例
外
も
な
い-
ど
れ
も
こ
れ
も
人
間
で
す
か
ら
な
。
我
輩
は
良 

心
の
法
則
に
よ
つ
て
、
正
確
に
嚴
格
に
裁
判
を
行
ふ
の
で
す
。

セ
ル
バ
ン
も
一
つ
御
き
、
し
た
い
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
の
事
を
な
す
っ
て
、
あ
ん
た
は
ど
ん
な 

報
給
、
ど
ん
な
謝
禮
を
も
ら
ふ
の
で
す
か
。

ダ
ニ
エ
り
— 
(

お
ち
つ
い
て
笑
ひ
乍
ら)
我
輩
は
追
跡
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
す
。

セ
ル
バ
ン
追
跡
で
す
っ
て?

セ
ル
バ
ン
事
務
所 

六
三



セ
な
バ
ン
事
務
所 

六
四 

ダ
ニ
エ
—
り

ー

步

。
む
。

セ
ル
バ
ン 

そ
り
や
ア
、
面
白
い
事
ぢ
や
な
い
…
…

ダ
ニ
エ
—
り
馴
れ
て
し
ま
ふ
の
で.

召
使(

と
び
込
ん
で
く
る)

第

六

場

、

召
使
、
セ
ル
バ
ン
、
ダ
ニ
エ
—
リ 

召
使(

セ
ル
パ
ン
の
側
へ
行
き
、
小
聲
で)

御
免
下
さ
い
ま
し
、
旦
那
樣|

 

セ
ル
バ
ン
何
の
用
だ?



召
使 

ど
な
た
か
御
い
で
に
な
っ
て
、
す
ぐ
に
も
お
部
屋
へ
入
れ
て
く
れ
と
仰
言
つT
居
り
ま 

す
が-

セ
ル
バ
ン
今
は
暇
が
な
く
て
駄
目
だ
。
來
客
中
だ
よ!

召
使
あ
の
う
、
何
で
御
座
い
ま
す
が
、
旦
那
樣
——

刑
事
な
ん
で
す
が
—
 

ダ
ニ
エ
ー
リ
ア-
-

分
っ
て
る
——

そ
り
や
ア
我
輩
の
こ
と
だ
。(

と
び
上
っ
て
帽
子
と
外
套 

を
取
っ
て
小
さ
い
扉
の
方
へ
急
ぐ)

セ
ル
バ
ン 

ま
つ
だ-
-

ま
っ
た-
-

そ
つ
ち
は
駄
目
、
狹
い
廊
下
で
突
當
り
だ
。
わ
し
の
住
宅 

だ
か
ら
…
…

SB
偵(

扉
の
所
へ
現
は
れ
る)

セ
冲
万
ン
事
務
所 

六
五



セ
大
万
ン
事
務
所 

六
六

第

七

場
探
值
セ
ル
バ
ン
、
 

ダ
ニ
エ
ー
リ

探
偵
御
免:
：
：

セ
ル
バ
ン
え
ツ
、
何
御
用
で
す?

探
偵 

恐
縮
で
す
が
、
セ
ケ
バ
ン
さ
ん.
.

こ
ゝ
に
居
る
、
こ
の
人
は
精
神
病
院
か
ら
逃
げ 

だ
し
て
來
た
ん
で
す
。
こ
ち
ら
へ
伺
っ
た
の
を
見
た
者
が
ゐ
た
も
ん
で
す
か
ら:
：
： 

セ
ル
バ
ン(

笑
ひ
乍
ら)

さ
う
で
す
か!

—

?
 

ダ
ニ
工T

リ
博
士?

大
學
者?

良
心
法
廷 

の
裁
判
長?



探
偵(

ダ
ニ 

エ
ー
リ
に)

さ
あ
行
き
ま
せ
う
、
博
士.

ダ
ニ
エ
。
り(

セ
ル
バ
ン
に)

我
輩
は
行
か
な
け
り
や
な
り
ま
せ
ん
か
——

又
何
れ
際
會
致
す
と 

し
ょ％

セ
ル
バ
ン(

笑
ひ
乍
ら)

き
っ
と
で
す
よ
、
お
前
さ
ん
の
法
廷
で
ね
。

ダ
工
エ:

(

立
去
り
乍
ら)

さ
う
/:
、
法
廷
で
。

踞
偵(

ダ
ニ
エ
丁
リ
を
連
れ
て
行
く)

召
使(

共
に
退
場)

セ
ル
バ
ン(

ダ
ニ
エI

ジ
に
向
つ
て
後
ろ
か
ら
呼
び
か
け
る)

ヂ
ヤ
ア
、
サ
ヨ
ナ
ラ!
(

扉
を
閉 

め
て
窓
際
に
立
っ
て
外
を
見
る
。
ま
る
で
ダ
ニ
エ-

リ
が
後
ろ
に
來
た
の
を
感
じ
た
時
の
様 

に
突
然
ふ
り
む
く
。
そ
れ
か
ら
片
手
で
額
を
撫
で
ブ
ツ
ブ
ツ
獨
言
を
云
ふ)

馬
鹿
令
々
し 

い!
(

机
の
前
へ
行
っ
て
腰
を
下
ろ
す)

セ
お
バ
ン
事
務
所 

六
七



セ
を
バ
ン
事
務
所 

六
八

第

八

場
ブ
ラ
ン
ダ
ー
セ
ル
バ
ン

プ
ラ
ン
ダ
— (

夕
刊
數
枚
を
手
に
し
て
來
る)

夕
刊
を
御
讀
み
で
し
た?

セ
ル
バ
ン
樣?

セ
ル
バ
ン
、
ま
だ
だ
よ
。

ブ
ラ
ン
ダ
—

大
分
面
白
い
事
が
あ
り
ま
す
よ
。

セ
ル
バ
ン
ー
體
何
だ
。

プ
ラ
ン
ダ
ー
狂
人
が
又
逃
げ
出
し
た
さ
う
で
す
——

狂
人
病
院
に
も
愉
快
な
こ
と
が
あ
る
も
ん 

で
す
な
あ
ー.

セ
ル
バ
ン
ー
體
そ
ん
な
こ
と
を
何
故
心
配
す
る
ん
だ
ね?



ブ
ラ
ン
ダ"
"

で
も
面
白
いV
や
な
い
で
す
かc 

セ
ル
バ
ン

そ
れ
よ
か
、
相
場
表
で
も
讀
ん
で
た
方
が
ま
し
だ
。

プ
ラ
ン
ダ
— 
(

氣
を
惡
く
し
て
、
新
聞
を
机
上
に
お
い
て)

お
休
み
な
さ
い
。(

退
場) 

セ
ル
バ
ン 

お
休
み
。(

新
聞
を
と
り
上
げ
て
讀
む)

ダ
ニ
エ
ー
リ
か
、
ふ
び
ん
に
な
ア
。(

讀
み
續 

け
る
ノ
さ
う
だ
、
馬
鹿
に
な
っ
て
る
の
も
飽
き
た
ん
だ
ら
う
。
だ
か
ら
そ
の
反
對
に
な
つ
て 

見
た
い
の
さ
…
…
可
哀
想
な
奴
だ
。
そ
れ
で
、
こ
の
お
れ
を
ゾ
ツ
と
さ
せ
樣
と
し
た
か
っ
た 

ん
づJ

な.
(

電
話
機
鳴
る
。
セ
ル
バ
ン
身
體
を
ピ
ク
ッ
と
さ
せ
る)

何
だ
ら
う?
(

受
話 

幾
を
取
る)

モ
シ̂
-

、
セw
ン
で
す
。
な
ん
だ
、
ク
ラ
リ
ッ
セ
ぢ
や
な
い
か
。

ア

、
、
 

M
だ
ね
。

エ
ッ
?!
——

ラ
イ
ナI
が
ピ
ス
ト
ル
自
殺
!?
そ
ん
な
馬
鹿
な
ッ!

す
ぐ
に 

行
く
よ!
(

受
話
機
を
お
い
て
、
扉
の
方
へ
走
る)

ハ
ン
ス
・
…:

自

動

車

だ

、

大
至
急!
 

(

ス
テ
ッ
キ
と
帽
子
と
を
と
っ
て
馳
去
る)

セ
あ
バ
ン
事
務
所 

六
九





み

セ 

ル 

ノヾ

の 

居 

間





F

窓

8 

一
般
出
入
口

b

寢
室
へ
の
扉

1

長
椅
子
、2
、
と3

書
棚
、4

壁
付
煖
爐
、5

大
机
、

6

極
大
臂
掛
椅
子
、7
、
臂
掛
椅
子

華
美
な
、
氣
持
よ
き
、
高
雅
に
設
備
さ
れ
た
る
居
間
、
中
央 

に
机
ー
ケ
、
椅
子
數
ケ
、
俱
樂
部
式
の
臂
掛
椅
子
、
左
手
の
壁 

の
前
に
膈
廣
の
革
ソ
フ
ァ
、
右
手
に
美
し
き
壁
付
煖
爐
、
右 

手
前
方
に
扉
、
ソ
フ
ァ
の
傍
に
小
机
ー
ケ
、
上
に
電
燈一

つ
、 

左
手
に
窓
ー
ケ
、
所
々
、
壁
に
畫
、
華
美
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア

七
三



セ
ル
バ
ン
の
居
間 

七
四

第

一

場
召

使

ひ

と

り

S« 
(

部
屋
の
中
で
働
い
て
居
る
。
大
机
の
上
に
水
の
這
入
っ
た
玻
璃®

と
、
コ
ッ
プ
の
載
っ 

た
銀
の
盆
を
置
く
、
煖
爐
の
火
を
吹
起
す
、
ソ
フ
ァ
の
上
の
枕
を
正
し
い
位
置
に
直
す
、
外 

で
ベ 

ル
の
音
——

出
て
行
く
。
ご
く
短
い
間) 

セ
ル
バ
ン
及
び
召
使(

這
入
っ
て
來
る)



第

二

場
セ

ル

バ

ン

・

召

使
 

セ
ル
バ
ン(
眞
靑
な
顔
色
、
昂
奮
し
て
居
る
、
毛
皮
外
套
を
脫
ぐ) 

召
使(
手
を
借
し
て
、
外
套
を
ソ
フ
ァ
の
上
に
置
く) 

セ
ル
バ
ン
用
意
は
い
ゝ
か?

召
使
ハ
イ
、
旦
那
樣
。

セ
ル
バ
ン
ベ
ツ
ト
を
作
っ
て
く
れ
〇

召使 

み
ん
な
も
う
出
來
上
っ
て
居
う
ま
す
〇(
極
く
短
い
間) 

セ
ル
バ
ン
の
居
間 

七
五



セ
ル
バ
ン
の
居
間 

ー
二
、 

セ
ル
バ
ン
水
を
一
杯
く
れ!

(

昂
奮
し
て
臂
掛
椅
子
へ
身
を
な
げ
る) 

召
使(

コ
ッ
プ
を
渡
す)

ハ
イ
——

セ
ル
バ
ン(

急
い
で
飮
む-
-

短
い
間)

又
焚
き
樣
が
遲
い
な!

召
使
ど
う
致
し
ま
し
て
、 

旦
那
樣
、
今
日
も
カ
ッ
キ
リ
九
時
に
焚
き
ま
し
て
御
座
い
ま
す
。 

セ
ル
バ
ン
ブ
ル
ブ
ル
す
る
よ
。

召
使(

溫
度
計
の
あ
る
壁
へ
急
ぎ
よ
っ
て)

十
九
度
——

い
つ
も
と
同
じ
で
御
座
い
ま
す
。
旦 

那
樣
。(

短
い
間)

セ
ル
バ
ン
誰
か
來
な
か
っ
た
か?

召
使
ま
ゐ
り
ま
せ
ん
で
し
セ
。

セ
ル
バ
ン(

と
び
起
き
て
、
不
安
氣
に
步
廻
る)

怖
ろ
し
い!

(

兩
手
で
頭
を
し
め
つ
け
る) 

ァ

、

頭
か
ツ
キ
ン
ヅ
キ
ン
す
る̂
*



召
使(

小
聲
で)

ア
ノ
ウ•

冷
い
壓
定
布
で
も
差
上
げ
ま
せ
う
か
。

セ
ル
バ
ン 

要
ら
ん-
-

要
ら
ん-
—

す
ぐ
よ
く
な
る
ん
だ-
-

ア

、ー
ー

(

立
っ
た
儘 

前
方 

を
見
詰
め
る)

何
で
あ
ん
な
事
を
し
た
ん
だ
ら
う?

召
使
何
か
御
用
で?

セ
ル
バ
ン
ウ
、
ン
、
い
、
ん
だ-
-

召
使(

扉
の
傍
に
立
つ)

セ
ル
バ
ン 

オ
イ
、
何
を
ま
ご
・'
^

・
し
て
る!
 

出
て
っ
と
く
れ!

召
使(

姑
辭
儀
し
て
行
く
——

出
た
と
思
ふ
と
呼
聲)

セ
ル
バ
ン 

オ
イ-
-

ハ
ン
ス!

召
使(

す
ぐ
扉
の
所
へ
現
れ
る)

何
か
御
用
で?

セ
ル
ペ
ン
何
故
行
っ
ち
ま
ふ
ん
だ
ラ-
-

何
故
、
わ
し
を
お
い
て
き
ぼ
り
に
す
る
ん
だ?

セ
あ
パ
ン
の
居
問 

七
七



セ
ル
バ
ン
の
間
居 

匕
ハ 

召
使(

主
人
の
常
と
變
つ

f:
態
度
に
全
く
狼
狽
し
て)

ア
ノ
ウ
——

ア
ノ
ウ
・
：
…
御
免
下.
、く
い 

ま
し.

旦
那
樣
が
行
け
、
と
仰
言
い
ま
し
た
の
で
。

セ
ル
バ
ン 

さ
う
か?
 

出
て
行
け
ッ
て
わ
し
が
言
っ
た
ん
だ
ね-
-

本
當
か-
-

駄
目
だ-
-
 

え
ゝ
お
れ
が
と
、
思
ひ
出
せ
な
い.

頭
が
浊
も
痛
い-
-

痛
く
て
、
痛
く
て
、
馬
鹿
に
な 

つ̂

ま
ふY•

召
使(

同
情 

深
げ
に)

壓
定
布
は
如
何
で
——

セ
ル
バ
ン
靜
か
に-
-

大
き
い
聲
を
し
ち
や
い
か
ん!

お
前
の
聲
で
、
俺
の
頭
が
ズ
タ
ズ
タ 

に
な
り
さ
う
だ
。
(

短
い
間)

召
使
ア
ノ
ウ
、
何
か:

：
：

セ
ル
バ
ン
要
ら
ん
・
：
…
俺
に
や
何
に.
も
効
か
ん
の
だ
——

召
使
サ
ウ-
^
-
-

旦
那
様
は
ま
だ
御
病
氣
に
な
つ
た
事
が
な
い
の
で
、
ひ
ど
く
へ
こ
た
れ



て
お
し
ま
ひ
に
な
る
の
で
す
。

セ
ル
バ
ン
ウ
ン
——

お
れ
は
、
病
氣
な
ん
ぞ
し
た
事
は
な
い.

 

召
使(

小
聲
で)

ヂ
ヤ-

急
に
御
頭
痛
が.
.
 

セ
ル
バ
ン(

性
急
に)

靜
か
に!

召
使(

ご
く
小
聲
に)

多
分
御
風
邪
で
も
：•

… 

セ
ル
バ
ン(

嘲
笑
的
に
、
に
が
に
が
し
く)

風
邪
——

ウ
ン
——
 

召
使
ア
ノ
ウ.

如
何
で
御
座
い
ま
せ
う
・
：
： •(

問) 

セ
ル
バ
ン
ウ
ン
、
何
だ[

そ
の
さ
き
を
何
故
言
は
ん?
 

召
使
あ
の
う
、
何
で
し
た
ら
——

ひ
と
つ
試
し
に.

セ
ル
バ
ン
何
を
ゴ
チ
ャ-
^

云
っ
と
る:

：:

何
だ
と
云
ふ
ん
だ
。 

召
使
御
醫
者
で
も.

セ
ル
バ
ン
の
居
間 

七
九



セ
ル
バ
ン
の
居
間 

八
〇 

セ
ル
バ
ン(

憤
激
す
る)

オ
イ
、
止
め
て
く
れ
——

醫
者
だ
と?
 

呆
れ
た
奴
だ
。

馬
鹿
野
郞!
 

分
っ
た
よ
、
そ
れ
つ
き
り
し
き
や
奴
等
に
や
出
來
な
い
ん
だ
な
。
能
な
し
奴!

突
立
っ
た 

ま

、
で
何
に
も
出
來
や
せ
ん
。
何
一
つ
言
ふ
事
も
出
來
ん
ぢ
や
な
い
か
。
血
が
人
問
の
身
體 

か
ら
細
い
管
に
な
っ
て
、
迸
出
し
て
行
く
ん
だ
。
人
間
の
生
命
も
そ
れ
と
一
緒
に
失
く
な
つ 

て
行
く
の
が
見
え
な
い
ん
か
——

そ
れ
で
も
奴
等
に
や
、
何
一
つ
手
助
け
も
出
來
ん
の
だ!
 

:•••-

醫
者
だ
と?

馬
鹿
々
々
し
い:

：
：
(

行
っ
た
り
來
た
り
す
る
…
…
兩
膝
が
肘
に
カ
チ 

合
ふ:

：:

短
い
問)

彼
奴
の
ベ
ッ
ト
も
血
だ
ら
け
だ
つ
た!

…
…
イ
ヤ
だ
、
イ
ヤ
だ
、
俺
は 

ベ
ッ
ト
へ
は
寢
な
い
ぞ!

.
(

立
止
る)

可
愛
想
な
奴
だ-
-
-

ー
體
何
で
あ
ん
な
馬 

鹿
げ
た
事
を
や
り
あ
が
つ
た
ん
だ
ら
う
——

い
つ
だ
っ
て
出
來
る
事
な
の
に!

：
…
(

兩
手 

で
首
を
締
め
つ
け
る)

——

オ
イ
、

ハ
ン
ス
、
俺
は
ソ
フ
ァ
に
寢
る
か
ら
——

ア
、
——

 

(

橫
に
な
っ
て
毛
皮
外
套
を
被
る)

小
さ
い
燈
り
を
つ
け
て
此
方
へ
寄
せ
て
く
れ
——

サ



ア
、
よ
し
、

何
か
本
を
一
つ
く
れ
——

是
ぢ
や
な
い
——

他
の
だ
。

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は
消 

し
て
良
い-
-

ア
、-
-

笠
を
立
て
、
く
れ-
-

顏
が
や
け
っ
ち
ま
ふ
。

サ
ア 

よ 

し
・.;

も
う
行
っ
て
良
い
よ
。

召
使
お
休
み
な
さ
い
ま
し
、
旦
那
樣!

(

お
辭
儀
し
て
行
く) 

セ
ル
バ
ン
オ
イ
、

ハ
ン
ス
、
さ
う
急
ぐ
な
よ-
-
 

召

使(

ス
グ
立
止
る)

何
か
御
用
で?
-

 

セ
ル
バ
ン 

ア

、
 
—

も
っ
と
聞
き

1:
い
事
が
あ
る
…
…
忘
れ

-r:.
病
人
の
事
た
カ
ら
少
し
氣 

を
つ
け
て
沿
く
れ.

違
ふ
、
違
ふ
、
馬
鹿
ッ!

俺
は
病
人
ぢ
や
な
い-
-

こ
の
痛
い
の 

も
直
き
止
ん
ぢ
ま
ふ
だ
ら
う.

明
日-
-

よ
く
眠
つ
ち
ま
へ
ば-
-

ね?
 

召
使
さ
う
で
御
座
い
ま
す
と
も
、
旦
那
樣!

セ
ル
バ
ン
何
を
馬
鹿
丁
寧
に
仰
々
し
い
ん
だ
——

そ
の
返
事
は:

：:

あ
て
に
は
な
ら
ん
か
な 

セ
ル
バ
ン
の
居
間 

八
ー



セ
ル
バ
ン
の
居
間 

八
二

お
前
は
お
れ
が
嫌
ひ
か?

召
使(

氣
を
惡
く
し
て)

何
で
旦
那
樣
は:
•

：
・何
故
私
は
旦
那
樣
を
お
嫌
ひ
だ
と
言
へ
ま
せ 

う!

!

一
つ
も
理
由
が
御
座
い
ま
せ
ん
—!

六
年
間
私
は
旦
那
樣
に
御
奉
公
申
上
げ
ま
し 

て
——

セ
ル
バ
ン 

ヨ
シ
く

:

：:

な
あ
に
、
急
に
そ
ん
な
事
を
考
へ
た
も
ん
だ
か
ら
——

勿
論
こ
ん
な 

事
を
聞
く
の
が
ど
う
か
し
て
ゐ
る.

勘
辨
し
て
く
れ.
.

で-
-

誰
も
來
な
か
つ
た
か
い 

今
夜-

今 
は-
-

誰
も-
-

？

召
使 

エ

、
、

ど
な
た
も
御
見
え
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
旦
那
樣
。

セ
ル
バ
ン 

誰
か
俺
を
探
し
て
な
か
っ
た
か
ね
。

召

使

イ

、
エ
、
別

に

。

セ
ル
バ
ン 

本
當
に
大
丈
夫
か
ね?



召
使 

ハ
イ
、
旦
那
樣
、
間
違
ひ
御
座
い
ま
せ
ん
。

セ
ル
バ
ン
ヨ
シ

く
•

…:

間
違
ひ
な
い
と
な
・
：
…
で
も
そ
ん
な
氣
が
す
る
…
…
俺
だ
け
の
氣
持 

だ
が
：
：:

ち
や
誰
も
來
な
か
っ
た
ん
だ
ね:

：
：

召
使
ハ
イ
、
ど
な
た
も
。

セ
ル
バ
ン 

怪
し
い
、
黑
い
奴
が:•••

・
工?

召
使
警
官
が
引
張
っ
て
行
き
ま
し
た
。

セ
ル
バ
ン 

ア
ー
、
サ
ウ̂
-
^
-
-

よ
し.
.

行
っ
て
よ
い
。

用
が
あ
っ
た
ら
呼
ぶ
か
ら-
-

 

サ
ウ{

連
れ
て
行
か
れ
ち
や
っ
た
ん
だ
—I

忘
れ
る
事
が
で
き
れ
ば
い
、
ん
だ
が:

：:

フ 

ム
・
…:

お
休
み:

：:

姑
休
み
、

ハ
ン
ス
。

召
使
お
休
み
な
さ
い
ま
し
、
旦
那
樣
。(

退
場)

セ
ル
バ
ン
の
居
問

八
三



セ
ル
バ
ン
の
居
間 

八
四

第

三

場
セ

ル

バ

ン

セ
ル
ハ
ン(

本
を
讀
ま
う
と
す
る
、
日xr
奮
し
て
居
る-

神
經
質
に
本
を
側
へ
投
げ
る) 

ア
ッ
、
こ
の
頭
が.

こ
の
頭
が.
.

彼
奴
の
ベ
ッ
ト
は
血
の
海
だ
っ
た
一.
.
.
(

深
く 

息
を
す
る
。
兩
手
を
振
り
し
ぼ
る
。

こ
の
時
小
電
燈
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
カ
プ
セ
ル
か
ら
ひ
つ 

ば
る-

眞
暗
に
な
る
。
セ
ル
バ
ン
呻
く-
-

眠
る
。
暫
く
し
て
も
の
に
お
び
へ
て
ベ
ッ
ト 

で
轉
点
と
し
て
寢
返
り
を
う
つ)



第

四

場セ
ル
・
ン
、
ダ
ニ 

エ
ー
リ
、
ク
ラ
リ
ッ
セ•

ラ
イ
ナ
ー 

(

陰
欝
な
黑
い
影
、
夢
幻
の
人
物
現
る
。
ダ
ニ
エ
ー
リ
、
ラ
イ
ナT

、
ク
ラ
リ
ッ
セ.

の
幻 

像
足
音
も
な
く
近
寄
る
〇
ク
ラ
リ
ッ
セ
は
セ
ル
バ
ン
の
頭
に
近
く
腰
を
下
ろ
す
〇
ダ
ニ
エ
ー
リ 

は
机
に
向
っ
て
座
る
。
そ
の
右
に
ラ
イ
ナ
ー
立
つ-

次
第
に
月
光
が
一
っ
き
り
の
窓
か
ら
さ 

し
こ
ん
で
來
る
。
煖
爐
の
火
が
も
え
上
る
二
條
の
光
が
、
水
呑
み
の
ガ
ラ
ス
堤
で
相
會 

ふ-

そ
し
て
幻
像
を
照
ら
す)

セ
ル
バ
ン
の
居
間

八
五



セ
ル
バ
ン
の
居
間 

八
六 

セ
ル
バ
ン(
ソ
フ
ァ
で
寢
返
り
を
う
つ)
違
ふ-
-
違
ふ-
-
夢
ぢ
や
な
い!

-
-

ど
う
し
た 

っ
て
夢
ぢ
や
な
い!

ダS
X
I

り(
低
く
し
か
し
銳
い
聲
で)
被
吿
は
靜
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ん
。
——

原
吿!

そ
れ 

か
ら
ど
う
し
た!

(
光
か
パ
ッ
ト
閃
い
て
ラ
イ
ナ
ー
の
顏
を
照
ら
す
。
死
人
の
樣
に
靑
ざ
め
て
、
頭
に
繃
帶
し 

て
居
る)

セ
ル
バ
ン(
驚
く)

テ
オ
ド
ル!

ダ
ニ
エ
—リ
落
着
い
て
〇

ラ
イ
ナ
— (
幽
靈
ら
し
い
聲
音)

私
は
企
業
家
ゲ
オ
ル
ク
・
セ
ル
バ
ン
を
相
手
ど
り
、
彼
が
そ
の 

友
達
の
生
命
を
噓
僞
を
吐
く
事
に
よ
っ
て
汚
し
た
事
に
就
て
訴
訟
を
提
起
し
ま
す
。 

セ
ル
バ
ン
違
ふ'
—
.



ラ
イ
ナ
—
噓
僞
、
我
慾
、
僞
善
、 
慘
酷
の
化
身
、
ゲ
オ
ル
ク
・
セ
ル
バ
ン
を
訴
へ
ま
す
。
容
易 

に
救
助
が
可
能?

し
に
も
拘
は
ら
す
、 
死
に
馨
と
す
る
者
に
對
し
て
冷
淡
な
心
と
、 
輕 

蔑
的
な
感
情
を
以
て
傍
觀
し
て
居
た
男
を
吿
訴
致
し
ま
す
。

セ
ル
バ
ン
だ
け
ど
僕
は
み
ん
な
…
…

ラ
イ
ナ
—
人
問
の
つ
く
っ
た
法
律
に
よ
っ
て
は
罰
す
る
事
の
で
き
ぬ
か
ゝ
る
犯
罪
に
っ
し
て 

私
は
彼
を
訴
へ
ま
す
。

セ
ル
バ
ン
僕
は
決
し
て
犯
罪
人.

ラ
イ
ナ
‘(
聲
を
上
げ
て)
私
は
最
高
法
廷
に
、
彼
の
有
り
の
ま
ゝ
の
魂
を
御
目
に
か
け
ま
す
。 

—

公
正
な
る
裁
判
所
が
、
言
語
道
斷
な
犯
罪
に
正
當
な
る
判
決
を
下
さ
れ
ん
事
を
願
ひ
ま 

す〇
セ
ル
バ
ン
僕
は
決
し
て
…
…



セ
ル
バ
ン
の
居
間 

I
I
 

ラ
イ
ナ1

若
年
の
頃
か
ら
、
ゲ
オ
ル
ク
・
セ
ル
バ
ン
は
テ
オ
ド
ル
・
ラ
イ
ナr

と
友
人
關
係
に 

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
二
人
の
中
で
、
ま
さ
に
天
才
的
な
お
ど
ろ
く
べ
く
オ
氣
喚
發
だ
っ
た
の 

は
ケ
オ
ル
ク
・
セ
ル
バ
ン
で
し
た
〇
さ
う
で
す
、
彼
は
天
才
的
で
し
た-

天
才
的
な
商I
 

で
し
た
。

テ
オ
ド
ル
・
ラ
イ
ナT

は
彼
の
お
蔭
で
金
錢
上
に
も
不
自
由
な
く
、
後
に
は
家 

庭
の
幸
福
に
ま
で
援
助
を
受
け
て
ゐ
た
の
で
す
。
セ
ル
バ
ン
は
彼
に
一
人
の
若
い
可
愛
い
 ゝ

娘
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
し
て
二
人
は
結
婚
し
た
の
で
す
。
彼
は
娘
の
心
か
ら
の
愛
情
を
聞 

か
さ
れ
た
時
に
も
友
を
信
じ
て
、
そ
の
女
が
正
直
で
無
慾
で
才
能
を
誇
ら
ぬ
テ
オ
ド
ル
・
ラ 

イ
ナ
ー
を
愛
し
て
居
る
事
を
確
く
信
じ
て
居
た
の
で
す
。
そ
し
て
こ
の
結
婚
こ
そ
、
彼
に
ょ 

同
時
に
誠
實
無
私
に
し
て
友
誼
篤
き
愛
情
の一

つ
の
新
し
い
素
晴
ら
し
い
啓
示
と
な?

し 

た
。
私
は
こ
れ
を
義
務
と
思
っ
て
確
言
致
し
ま
す
が
、
テ
オ
ド
ル
・
ラ
イ
ナ
ー
は
、
そ
の
妻
・ 

か
セ
ル
バ
ン
の
情
人
で
あ
る
事
に
少
ー
し
で
も
氣
付
い
て
居
た
ら
、
彼
は
か
う
し
た
世
話
を



受
入
れ
な
か
つ
た
で
せ
う
に
。
所
が
彼
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

セ
ル
バ
ン

ウ
ン-
-

僕
は.

ラ
イ
ナ
—(

容
赦
な
く)

併
し
セ
ル
バ
ン
は
最
後
に
彼
に
對
し
て
、
下
劣
な
惡
戯
を
し
て
、
そ
の 

救
助
を
斷
っ
た
の
で
す
。
非
道
く
愚
弄
さ
れ
た
相
手
の
男
は
歸
宅
し
て
か
ら
、
頭
へ
ピ
ス
ト 

ル
を
河
込
ん
だ
の
で
す
〇
こ
の
男
の
生
命
に
對
し
て
、
私
は
ゲ
オ
ル
ク
・
セ
ル
バ
ン
カ
責
任 

あ
る
も
の
とM
ひ
ま
す
。

ル

イ

ン

童ふ
-—

そ
り
や
あ.

ラ
イ
ナ
—

こ
の
場
合
に
於
て
も
、
お
先
眞
闇
、
手
さ
ぐ
り
の
偶
然
と
云
ふ
も
の
が
、
馬
鹿
ら
し 

い
役
目
を
演
じ
た
事
を
否
定
致
し
ま
せ
ん
—

そ
れ
に
も
か
、
は
ら
す
私
は
キ
ツ
パ
リ
主
張 

し
ま
す
。
假
令
、
故
意
で
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
ゲ
オ
ル
ク
・
セ
ル
バ
ン
が
輕
卒
に
も
一
人
の 

人
間
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

セ
ル
バ
ン
の
居
間 

ブ



セ
ル
バ
ン
の
居
問 

九
〇

セ
ル
バ
ン
僕
は
無
罪
だ!

ク
ラ
リ
ッ
セ 

神
樣.

あ

、
神
樣!

ダ
ニ
工
—
り

落

着

い

て!

ラ
イ
ナ-
・

私

は

、
友
人
テ
オ
ド
ル
・
ラ
イ
ナ
—
を
そ
の
惨
酷
な
興
味
の
中
に
殺
害
し
た
も
の
と 

し
て
ゲ
オ
ル
ク
・
セ
ル
バ
ン
を
訴
へ
ま
す
〇
彼
は
そ
の
外
に
、
も
っ
と
大
き
な
犯
罪
を
友
達 

に
對
し
て
犯
し
て
居
ま
す
——

彼
は
彼
の
友
人
の
家
庭
生
活
を
賭
け
て
下
等
な
賭
博
を
や
つ 

て
ゐ
た
の
で
す 

そ
し
て
本
事
件
に
關
し
て
私
は
、
ク
ラ
リ
ッ
セ
・
ラ
イ
ナ
ー
を
證
人
と 

し
て
お
調
べ
願
ひ
た
い
の
で
す
。

セ
ル
バ
ン(

起
上
る)

違
ふ-
-

違
ふ-
-

そ
れ
だ
け
は
違
ふ!
-
-

ク
ラ
リ
ッ
セ 

マ
ア
、
非
道
い!

ダ
ニ
エ
ー
リ
默
り
な
さ
い!
-
-

わ
し
が
尋
ね
た
ら
喋
舌
り
な
さ
い!
(

命
令
的
な
素
振
り
を



す
る)

セ
ル
バ
ン(

ソ
フ
ァ
に
う
つ
む
け
に
倒n
る)

ラ
イ
ナ
—

ゲ
オ
ル
ク
・
セ
ル
バ
ン
は
こ
の
非
道
い
賭
博
を
友
達
相
手
に
打
っ
た
の
で
あ
り
ま
す 

が
、
そ
の
輕
卒
な
心
は
罰
せ
ら
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
〇 

—

私
は
こ
ゝ
に
テ
オ
ド
ル
・
ラ
イ 

ナ
—
を
殺
害
し
た
る
件
に
關
し
彼
を
訴
へ
る
も
の
で
す
。1
何
卒
、
彼
に
對
し
極
刑
を
御 

選
擇
あ
ら
ん
事
を
お
願
ひ
し
ま
す
。(

革
の
臂
掛
椅
子
に
身
を
沈
め
る)

セ
ル
バ
ン
僕
は
無
罪
・
だ!

ダ
ニ
エ
—
り
裁
判
官
は
ク
ラ
リ
ッ
セ
・
ラ
イ
ナ
ー
を
證
人
と
し
て
審
問
す
る
。

セ
ル
バ
ン(

身
を
起
す)

不
可
ん-
-

不
可
ん!

ダ
ニ
エ-

リ
(

素
振
り
と
共
に)

落
着
い
て!

セ
ル
バ
ン(

ソ
フ
ァ
に
沈
む)

セ
ル
バ
ン
の
居
間

九
一



セ
ル
万
ン
の
居
間 

九
二 

ダ
ニエ

-
-

リ 

ク
ラ
リ
ッ
セ
・
ク
レ
メ
ン
ト
・
テ
オ
ド
ル
・
ラ
イ
ナ
ー
未
亡
人
起
ち
な
さ
い-

こ 

れ
か
ら
わ
し
に
正
直
に
有
り
の
ま
ゝ
を
お
答
へ
な
さ
い
。

ク
ラ
り
ッ
セ(

前

に

進

抒)

ダ
ニ
エ
—
リ
結
婚
し
て
幾
年
に
な
り
ま
す
か?

ク
ラ
リ
ッ
セ 

八
年
に
な
り
ま
す-
-

ダ
ニ
エ
リ
— 

何
才
で
し
た
か
——

あ
な
た
が
結
婚
し
た
時
は
。

ク
ラ
リ
ッ
セ 

十
八
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ダ
ニ
エ
—
リ
自
分
の
自
由
意
志
で
こ
の
重
大
な
事
を
決
心
し
た
の
で
す
か?

ク
ラ
リ
ッ
セ(

默

る)

セ

ル

バ

ン

何
故
、
君
達
は
彼
女
を
弄
め
る
ん
だ!

ダ
ニエ

.
•

リ
お
答
へ
な
さ
い
、
自
分
の
意
志
で
結
婚
し
た
の
で
す
か?



ク
ラ
リ
ッ
セ
妾.

妾.
.
(

詰
ま
る)

ダS X
I

り 

正
直
に
、
有
り
の
ま
、
に
沿
答
へ
な
さ
い-
-

私
は
そ
れ
を
の
ぞ
み
ま
す
。 

クラリッセ 

妾・：:
妾
、
あ
の
方
の
意
志
に
從
っ
て
、
テ
オ
ド
ル
・
ラ
イ
ナ
—
の
妻
と
な
り
ま 

し
た
。

ダ
ニ
エ
—
リ
誰
の
意
志
で
す
、
あ
な
た
を
强
制
し
た
の
は?

ク
ラ
リ
ッ
セ(
極
め
て
の
ろ
・̂

と)
ゲ
オ
ル
ク
・
セ
ル
バ
ン
の
意
志
で
ご
ざ
い
ま
し
な
。 

ダ
ニ
エ
—
リ 

結
婚
前
、
よ
ほ
ど
前
か
ら
、
セ
ル
バ
ン
と
知
合
ひ
だ
っ
た
の
で
す
か?
—

姑
答 

へ
な
さ
い!

クラリッセ 

ー
年
前
か
ら-
-

ダ
ニ
エ
ー
リ
娘
の
頃
、
ゲ
オ
ル
ク
・
セ
ル
バ
ン
と
關
係
が
あ
っ
た
の
で
す
か?-
-

答
へ
ね
ば 

な
り
ま
せ
ん-
サ
ア?

セ
冲
パ
ン
の
居
間 

九
三



セ
な
パ
ン
の
居
間 

九
四 

ク
ラ
リ
ッ
セ
妾
は
あ
の
人
を
愛
し
て
ま
し
た
。

ダ
ニ
エ
—
り 

に
も
拘
ら
ず
、
他
人
の
妻
と
な
る
の
を
承
諾
し
な
の
で
す
ね
。 

ク
ラ
リ
ッ
セ 

ど
う
も
仕
様
な
か
っ
た
の
で
す-

あ
の
方
が
さ
う
の
ぞ
ん
だ
の
で
す
か
ら
。 

ダ
ニ
エ
—
リ 

で
あ
な
た
は
相
變
ら
ず,

自
分
を
こ
の
不
名
譽
な
狀
態
に
陷
れ
た
男
を
愛
し
て
居 

た
ん
で
す
ね
——

未
だ
に
ゲ
オ
ル
ク•

セ
ル
バ 

ン
を
愛
し
て
ゐ
ま
す
か?
 

セ
ル
バ
ン 

何
故
君
達
は
こ
の
憐
れ
な
婦
人
を
虐
め
る
ん
だ
。
君
達
が
わ
し
と
話
を
附
け
樣
と
言 

ふ
な
ら
、
わ
し
は
こ
ゝ
に
居
る!

だ
が
、
も
う
我
慢
が
出
來
な
い
——
 

ダ
ニ
エ
—
リ
落
着
い
て!
(

命
令
的
に
蠟
の
樣
な
靑
い
手
を
差
出
す) 

セ
ル
バ
ン(

ソ
フ
ァ
に
う
つ
む
け
に
倒
れ
る) 

ダ
ニ
エ-

リ
(

ク
ラ
リ
ッ
セ
に)

ま
だ
あ
の
男
を
愛
し
て
ゐ
る
の
で
す
ね?
 

ク
ラ
リ
ッ
セ 

エ
、
、

エ
、-

愛
し
て
居
り
ま
す
。



ダ
ニ
エ
—
り 

で
あ
な
た
は
——

良
人
に
反
抗
出
來
た
の
か?

あ
な
た
の
魂
の
中
の
こ
の
恐
ろ 

し
い
事
實
を
良
人
か
ら
讀
取
ら
れ
る
不
安
さ
を
感
じ
な
か
っ
た
の
で
す
か?
 

ク
ラ
リ
ッ
セ 

私
と
一
緖
に
居
て
テ
オ
ド
ル
・
ラ
イ
ナ
ー
に
不
服
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た-

そ 

れ
に
妾
と
し
て
も
、
何
う
仕
樣
も
な
か
っ
た
の
で
す
も
の
。

ラ
イ
ナI 
(

啜
泣
き
乍
ら)

ク
ラ
リ
ッ
セ
、
ク
ラ
リ
ッ
セ
、
お
前
は
何
を
し
7:
と
云
ふ
ん
だ!
 

セ
ル
バ
ン 

泣
け
、
泣
き
や
が
れ
、
う
す
ぼ
ん
や
り
し
た
幽
靈
奴
。

ク
ラ
リ
ッ
セ(

ラ
イ
ナ
—
に)

許
し
て:

：:

許
し
て:

：
：(

彼
の
臂
掛
椅
子
の
傍
に
身
を
沈
め
る 

!

消
え
失
せ
る)

セ
ル
バ
ン(

益
4-
昂
奮
し
て
ソ
フ
ァ
の
上
で
身
動
き
す
る-

暫
く
し
て
や
っ
と
こ
さ
と
身
を
起 

し
、
毛
皮
外
套
を
投
げ
す
て
て
立
上
る
—!

夢
遊
病
者
の
様
な
足
取
り
で
幻
像
—I

ダ
ニ
エ 

I

リ
——

の
所
へ
ゆ
く) 

何
だ
っ
て
ん
だ
ラ
—

誰
が
お
れ
の
邪
魔
を
し
て
良
い
と
云
っ
た 

セ
ルX
ン
の
居
間 

•
九
五



セ
・
バ
ン
の
居
間 

九
六

ん
・
だ?

出
て
行
け!

貴
樣
達
は
見
る
の
も
嫌
だ!

ダ
ニ
エ
ー
リ 

ゲ
オ
ル
ク
・
セ
ル
バ
ン!

セ
ル
バ
ン 

さ
うさ

"
'
^
-

-
-

お
れ
が
ゲ
オ
ル
ク
〇
セ 

ル
バ 

ン
だ-
-

意
力
と
權
力-
-

を
も
つ 

て
ゐ
て
そ
れ
を
押
し
通
す
男
だ
——

ビ
ツ
ク
リ
す
る
事
の
な
い
男
さ!

俺
は
自
分
の
し
た 

事
に
就
て
は
ビ
ク
と
も
せ
ず
に
責
任
を
も
つ-

ダ
ニ
エ
—
リ

ゲ

オ

ル

ク•

セ
ル
バ
ン-
-

お
前
は
友
達
を
殺
し

7:
の
だ!

セ
ル
バ
ン
違
ふ
——

違
ふ
——

そ
り
や
違
ふ
——

奴
は
自
分
の
腐
甲
斐
な
さ
を
自
覺
し
て
自
殺 

し
た
ん
だ.

も
う
生
き
る
權
利
が
な
い
と
思
込
ん
だ
か
ら
だ!

ダ
ニ
エ
ー
り 

ゲ
オ
ル
ク
・
セ
ル
バ
ン-
-

汝
が
友
人
を
殺
害
し
た
の
だ!

セ
ル
バ
ン
嘘
つ
け
——

主
円
白
い
幽
屋
變
め
。

ダ
ニ
エ
—
り(

手
で
さ
し
招
く)



セ
ル
バ
ン(
ヂ
ツ
ト
立
止
ま
る)

ダニエーり 

わ
し
の
質
問
に
答
へ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
汝
の
友
人
が
財
產
を
失
く
し
た
の
を 

知
っ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
な?
 

そ
れ
か
ら
も
っ
と
多
く
の
事
も
。

セ
ル
バ
ン
ア
、、
知
つ
て
る
と
も!

ダ
ニ
エ
—リ
で
汝
は
彼
を
愚
弄
し
?:
の
だ!

セ
ル
バ
ン
あ
り
や
ア
自
業
自
得
と
云
ふ
も
の
だ!

ダ
ニH
・り 

人
を
救
け
た
人
間
を
裁
く
權
利
は
な
い
——

い
や
裁
い
て
は
な
ら
な
い
の
だ!
 

セ
ル
バ
ン(
憤
怒
し
て)

下
ら
な
い
お
喋
舌
だ
。
そ
ん
な
道
德
は
何
處
に
も
な
い
ぞ!
 

ダ
ニ
エ
—り 

も
う
救
ふ
手
段
も
な
い.

セ
ル
バ
ン
奴
は
盲
目
だ
っ
た
。
知
っ
て
ゝ
自
分
で
身
を
滅
し
た
ん
だ:
：：(
聲
高
に
叫
ん
で) 

苦
し
み
や
ア
良
い
と
お
れ
も
思
っ
た
の
さ
。
そ
り
や
否
定
し
な
い
。
良
く
き
け
よ
。
奴
の
馬 

セシバンの居間 

九七



セ
ル
バ
ン
の
居
間 

ー
九
八

鹿
さ
加
減
を
自
分
で
償
へ
ば
良
い
と
思
っ
た
ん
だ
。

ダ
ニ
エ
—
リ 

立
派
な
友
人
、
善
良
な
友
人
だ!

セ
ル
バ
ン
さ
う
だ-
-

お
れ
は
さ
う
だ
と
も!

ダ
ニ
エ
—
り
汝
が
彼
に
加
へ
た
惡
戯
は
慘
酷
な
も
の
だ
つ
た
。
汝
は
彼
を
そ
ん
な
に
非
道
く
虐 

め
て
は
い
け
な
か
っ
た
。

セ
ル
バ
ン
へ
ツ
、
お
れ
は
い
つ
だ
つ
て
良
す
ぎ
る
ほ
ど
奴
の
爲
を
思
っ
て
て
や
っ
た
ん
だ
——

 

だ
の
に
奴
は
お
れ
を
慘
酷
に
欺
い
た
ん
だ!

思
ひ
も
よ
ら
な
い
事
だ
。 

ダ
ニ
エ
リ
一
ぢ
や
ー
體
知
ら
ん
と
い
ふ
の
か
ね-
-

彼
の
頭
の
中
に
起
っ
た
事
を
。 

セ
ル
バ
ン 

分
る
筈
な
ど
な
い
ぢ
や
な
い
か
——

そ
ん
な
意
氣
地
な
し
だ
と
は
思
つ
て
な
か
っ
た 

も
の
。

ダ
ニ
エ
—
り 

て
ん
で
汝
は
彼
を
知
っ
て
な
い
ん
だ
なP-
-

汝
が
さ
——

彼
の
友
達
が
さ
。



セ
ル
バ
ン
ア
、
、
 

お
れ
は
奴
の
友
人
だ
っ
だ!

ダ
ニ
エ
ー
リ 

仲
々
變
っ
た
友
人
だ!

汝
は
一
人
の
娘
を
愛
し
て
居
た1
そ
の
愛
人
を
彼
に 

妻
と
し
て
與
へ
た
。
何
故
そ
ん
な
事
を
し
た
の
だ?
(

間
、
嚴
に)

何
故
そ
ん
な
事
を
し
た 

か?

セ
ル
バ
ン
ク
ラ
リ
ッ
セ
の
將
來
を
心
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ん
だ
。

ダ
ニエ

-
"

リ
汝
は
あ
の
娘
を
愛
し
て
た
の
か?

セ
ル
バ
ン
愛
し
て
た
と
も
。

ダ
ニ
エ
ー
り
何
故
汝
の
妻
に
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
何
故
さ
う
し
よ
う
と
し
な
か
つ
た
の
だ
。 

セ
ル
バ
ン 

ハ
、
ア
、
貴
様
は
何
で
も
知
っ
て
る
積
り
な
ん
だ
な
。
イ
ヤ
ア-

俺
が
夫
と
し
て 

役
に
立
た
な
い
と
思
つ
之
か
ら
さ
。
お
れ
に
は
家
庭
は
不
用
な
ん
た
。
沿
れ
は
家
庭
を
持
つ 

ち
や
い
け
な
い
ん
だ
。
家
庭
の
團
變
の
中
に
身
を
熔
か
し
込
む
の
が
い
や
だ
つ
た
ん
だ.
•

… 

セ
ル
バ
ン
め
居
間 

九
九



セルバンの居間 

ー〇〇 

お
れ
は
世
帶
持
ち
に
な
っ
て
色
々
な
事
を
空
想
す
る
男
に
な
ぞ
な
る
事
は
許
さ
れ
な
か
っ
た 

の
だ•
：：・お
れ
は!

金
錢
の
王
様
の
お
れ
は
——

今
日
か
ら
明
日
へ
と
俺
は
大
き
な
目
的 

に
到
達
せ
ね
ば
な
ら
な
い
ん
だ!

縛
ら
れ
ち
や
ア
不
可
な
か
っ
た
ん
だ
。
お
れ
に
は
秀
れ 

た
才
能
が
あ
る
——

そ
れ
に
獨
身
で
暮
ら
す
權
利
も
お
れ
に
あ
る
。
だ
か
ら
お
れ
は
强
い
ん 

だ!

有
象
無
象
よ
り
强
い
ん
だ!

誰
に
も
お
れ
は
喙
を
入
れ
さ
せ
て
は
な
ら
な
か
つ 

7:
——
お
れ
の
力
が
消
磨
す
る
虞
が
あ
る
か
ら
。
今
日
か
ら
明
日
へ
と
お
れ
は
ど
え
ら
い
事 

を
敢
行
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
——

そ
し
て
そ
れ
に
い
つ
も
全
財
產
を
投
出
し
た
の
だ
——
 

こ
の
驚
嘆
無
比
の
計
畫
の
成
功
を
誰
が
請
合
へ
よ
う-
?

で
も
お
れ
に
は
さ
う
せ
ず
に 

は
居
ら
れ
な
か
っ
た
。
勿
論
、
一
夜
あ
け
れ
ば
乞
食
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
事
を
知
っ
て
は 

居
た
が
、
へ
ま
な
偶
然
て
奴
は
何
時
に
な
っ
た
っ
て
失
く
な
り
つ
こ
は
な
い
か
ら
な
。 

ダ
ニ
エ
—リ
汝
は
自
分
の
投
機
の
為
に
、
他
の
す
べ
て
の
感
情
を
犠
牲
に
し
て
來
た
——

ど
う



セ
ル
バ
ン
お
れ
の
投
機
は
お
れ
に
は
商
賣
だ
。
お
れ
の
感
情
だ
っ
て?

——

一
人
の
婦
人
を 

愛
し
、

一
人
の
友
人
を
持
つ
…
…
人
間
二
人
…
…
こ
れ
で
充
分
だ!

ダ
ニ
エ
—
リ
片
方
の
人
間
は
、
汝
に
は
餘
計
だ
っ
た
の
だ-
-
-

そ
し
て
君
は
戀
人
を
友
人
の 

妻
に
し
て.
：•:

し
か
も
關
係
を
續
け
て
居
た
の
だ
——

美
し
い
友
情
だ
——

美
し
い
戀
愛 

だ!
 

・

セ
ル
バ
ン
お
前
達
に
や
到
底
お
れ
と
い
ふ
も
の
は
分
り
つ
こ
な
い
よ
。

ダ
ニ
工
ー
り
ど
う
し
て̂

^

、
分
っ
て
ゐ
る
と
も 

汝
は
惡
人
だ!
 

セ
ル
バ
ン
何
ん
て
ま
あ
簡
單
に
片
づ
け
や
か
る
ん
だ!

さ
う
か
い?

ぢ
や
い
ゝ
、
大
抵
の 

人
間
は
家
庭
の
甘
く
熟
れ
た
空
氣
の
中
で
生
活
す
る
為
に
生
き
て
る
ん
だ
。
こ
の
空
氣
の
中 

で
彼
等
の
幸
票
榮
え
、
そ
の
香
り
の
中
に
彼
等
は
嬉
び
の
心
に
醉
ふ
ん
だ
。
お
れ
の
友
人 

セ
ル
パ
ン
の
居
間 

I
〇
ー



、 

セ
冲
バ
ン©
居間 

一 〇

二 

と
い
ふ
の
は
、 
か
う
し
た
人
間
な
の
だ
。
だ
か
ら
お
れ
は
奴
に
幸
福
を
も
た
ら
し
て
や
っ
た 

ん
だ
。
こ
れ
が
虛
僞
だ
と
云
ふ
の
か?

こ
の
虛
僞
を
今
迄
奴
は
知
ら
な
か
っ
た
し
、
感
じ 

て
も
居
な
か
っ
た
ん
だ
。
奴
に
は
平
和
な
、
溫
か
い
、
靜
か
な
住
居
が
あ
っ
た
ん
だ
。 

ダ-XI
り
惡
い
、
覆
面
し
た
罪
惡
の
住
居
だ!

セ
ル
バ
ン
お
前
は
何
て
ま
あ
血
も
淚
も
な
い
廣
吿
屋
だ
ら
う!

奴
だ
っ
て
自
分
の
妻
の
側
に 

居
て
自
分
の
弱
い
魂
を
素
晴
ら
し
く
滿
足
さ
せ
た
も
の
を
感
じ
て
居
7:
ぢ
や
な
い
か
。
そ
こ 

に
惡
い
、
覆
面
し
rz
罪
惡
力
ひ
そ
ん
で
居
た!C
言
ふ
の
か
—

そ
れ
が
虛
僞
だ
と
で
も
言
ふ 

の
か
——

エ
、?
 

で
今
で
も
お
れ
は
信
じ
て
ゐ
る
。
も
し
お
れ
が
奴
を
一
人
ぼ
ち
で
い
と 

も
毅
然
と
し
て
ゐ
る
男
同
樣
に
取
扱
っ
て
居
た
の
な
ら
、
奴
が
後
生
大
事
に
しT
居
た
ク
ラ 

リ
ッ
セ
な
ん
ぞ
に
奴
は
お
目
に
も
か
ゝ
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
ら
う
よ
。
こ
れ
が
浮
世
の
虛 

僞
と
云
ふ
も
ん
ぢ
や
な
い
か
な:••
：



ダ
ニエ

・
""

り 

ご
ま
か
し
は
不
可
ん
。

セルバン 

お
れ
の
た
め
に
花
が
唉
い
た
樣
な
キ
ス
を
、
ク
ラ
リ
ッ
セ
は
奴
か
ら
は
求
め
な
か
っ 

た
ん
だ
…
…
こ
れ
は
こ
の
お
れ
が
目
覺
ま
し
て
や
っ
た
ん
だ
。
熱
く
燃
え
上
る
熱
情
か
ら
生 

ま
れ
7:
も
の
、
そ
れ
は
、
お
れ
の
も
の
だ
つ
rz
…
…
あ
の
い
と
も
可
愛
想
な
若
僧
は
こ
う
し 

た
氣
持
は
ち
っ
と
も
解
し
て
ゐ
な
い
。
お
れ
の
方
は
も
っ
と
强
い
！

權
利
は
お
れ
の
も 

ん
だ!

ダ
ニ
エ""
リ 

極
道
者
のm
の
聲
を
き
く
が
よ
い
。

セルバン 

脅
か
さn
た
良
心
のm
の
聲
を
き
け
か
。
ハ
ツ
ハ
ア!

血
の
通
は
な
い
道
德
や
、 

せ
せ
つ
こ
ま
し
く
揑
つ
ち
上
げ
た
規
範
な
ん
か
ぢ
や
ア
大
き
く
脉
打
つ
人
生
を
征
服
出
來
っ 

こ
は
あ
り
や
ア
し
な
い
。
だ
か
ら
お
れ
は
こ
の
創
造
的
な
人
生
の
中
を
先
端
に
立
っ
て
進
ん 

で
、
ラ
イ
ナ
ー
の
生
活
を
創
造
し
て
や
っ
た
の
だ
——

奴
の
望
ん
で
居
る
通
り
の
生
活
を
。



セ
ル
バ
ン
の
居
間 

ー
〇
四 

彼
奴
等
の
生
存
上
の
つ
な
が
り
は
、
み
ん
な
お
れ
の
生
活
に
從
屬
し
て
ゐ
る
ん
だ
。
そ
の
為 

に
こ
そ
お
れ
は
働
い
て
ゐ
な
ん
だ
。
で
、
そ
こ
に
お
れ
は
他
の
ど
ん
な
人
間
か
ら
も
得
ら
れ 

な
い
喜
び
を
求
め
て
居
た
ん
だ
。

ダニ工ーり 

汝
は
我
慾
の
御
先
棒
だ!
!
利
己
主
義
こ
そ
、
汝
の
持
っ
て
ゐ
る
最
大
の
感
情
な 

ん
だ
。

セ
ルバン 

人
生
の
鬪
爭
に
於
て
、
お
れ
は
決
し
て
無
分
別
な
相
手
ぢ
や
な
か
っ
た
。 

ダ
ニ
エ
—
り 

多
く
の
人
間
を
汝
は
慘
酷
に
も
塵
の
中
へ
叩
き
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
れ
だ
の
に 

汝
を
軀
っ
て
何
十
萬
と
い
ふ
財
產
を
か
き
集
め
さ
せ
た
の
は
執
念
深
い
利
己
主
義
だ
っ
た
。 

セ
ル
バ
ン 

さ
う
い
ふ
批
難
は
、
財
產
を
つ
く
り
あ
げ
る
術
を
知
っ
て
る
程
の
者
は
み
ん
な
、
忍 

ば
な
き
や
ア
な
ら
な
い
ん
だ
。

ダ
ニ
エ
—
り
汝
の
慘
忍
な
投
機
を
汝
は
仕
事
だ
と
言
ふ
の
か?



セ
レ
ヾ
ン
勿
論!

—

仕
事
だ
と
も
。
創
造
的
空
想
の
繪
畫
を
實
生
活
に
移
し
變
へ
る
事
だ
。
こ 

れ
が
す
べ
て
の
支
配
者
の
考
へ
な
ん
だ
。
お
れ
達
は
高
い
所
に
立
っ
て
居
る
——

す
る
と
段 

ん
視
野
が
展
開
し
て
行
—

す
る
と
大
き
な
目
的
が
完
全
に
表
は
れ
て
く
る
。
さ
う
す
る 

と
や
が
て
下
ら
ぬ
犧
牲
者
共
が
縮
ま
っ
ち
ま
ふ
の
だ
。
さ
う
だ
、
お
れ
は
隨
分
と
有
象
無
象 

を

Ms
の
中
へ
け
り
込
ん
だ
も
の
だ.
だ
が
お
れ
の
友
人
だ
け
は
決
し
て
瞞
し
た
事
は
な
し 

奴
の
も
の
醴
一
つ
だ
っ
て
取
つn
と
い
ふ
ん
ぢ
や
な
い
か
ら
な
。

ダ
ニ
エ
ー
リ
あ
の
男
は
そ
れ
で
死
ん
だ
ん
だ
よ
…
…

セ
ル
バ
ン
自
殺
し
た
の
さ
——

卑
怯
だ
っ
た
か
ら
。
死
ぬ
事
の
外
に
や
何
に
も
出
來
な
か
つ

fz 

の
さ-

生
き
て
行
く
っ
て
事
を
理
解
し
て
な
か
っ
た
の
さ
。
で
奴
が
幸
福
二
っ
た
と
す
れ 

や
ア
、
そ
れ
は
み
ん
な
俺
の
お
蔭
な
ん
だ-

そ
の
幸
福
が
僞
り
に
依
存
し
て
ゐ-
rr
に
せ
よ 

—
—

幸
福
に
は
か
は
り
あ
り
や
し
な
い
。
兎
に
角
お
れ
が
奴
を
幸
福
に
し
て
や
つ
?:
ん
た
。 

セ
わ
パ
ン
の
居
間 

ー
〇
五



セ
ル
パ
ン
の
居
間 

I

〇
六

(

短
い
間)

ダ
ニ
エ
！
リ
汝
は
虛
僞
を
眞
理
と
い
ふ
王
者
の
マ
ン
ト
に
く
る
ん
で
居
る
の
で
は
な
い
か
。
こ 

の
道
徳
か
冷
酷
き
わ
ま
り̂

き
熟
慮
を
以
て
汝
の
理
性
を
良
心
の
獄
屋
と
化
せ
し
め
て
し
ま 

っ
た
の
だ
。

セ
ル
バ
ン
お
れ
の
道
德-
-

ダ
ニX
;
(

相
手
を
遮
っ
て)

わ
し
は
汝
の
道
德
の
礎
石
を
粉
碎
し
て
、
汝
の
魂
に
觸
れ
て
く 

れ
る
ぞ!

考
へ
る
の
は
や
め
ろ
、
 

汝
は
追
憶
の
苦
痛
を
感
ず
る
だ
ら
う
。
否
、
我
輩
は
汝 

が
そ
の
苦
痛
を
身
に
こ
之
へ
る
事
を
欲
す
る
の
だ
。

セ
ル
バ
ン 

貴
樣
に
や
お
れ
を
支
配
す
る
力
な
ぞ
あ
る
も
の
か
。
お
れ
は
大
き
な
事
が
や
り
た
か 

つ
だ
の
は
よ
く
知
っ
て
る
——

そ
れ
に
お
れ
は
奴
に
は
良
い
忠
實
な
友
人
だ
っ
た
ん
だ
——
 

ダ
ニ
エ
—
リ 

ホ

、-
-

か
う
し
た
氣
持
——

そ
う
や
ア
花
崗
岩
の
樣
に
堅
い
切
石
の
集
つ

T:



汝
の
生
活
の
中
で
は
、

一

個
の
蠟
に
す
ぎ
な
い
ん
だ
。
そ
れ
こ
そ
汝
の
建
物
の
中
で
、
煉
瓦 

一
つ
の
役
に
も
立
ち
は
せ
ん
。
こ
の
弱
い
場
所
を
崩
し
て
、
假
令
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
切 

石
だ
ら
う
が
、
わ
し
は
汝
の
魂
へ
這
入
り
込
ん
で
行
っ
て
や
る
ぞ!

防
ぐ
事
な
ぞ
は
汝
に 

は
出
來
な
い
の
だ
——

わ
し
は
汝
の
魂
に
觸
っ
て
や
る
ぞ!

セ
ル
バ
ン(

こ
の
間
に
よ
ろ
め
き
乍
ら
ソ
フ
ァ
に
戾
る
、
借
て
身
を
沈
め
乍
ら
呻
く)

ア

、
ッ: 

•
:

ア

、
ツ
・
：•
：

ダ
ニ
エ
ー
り
汝
は
自
分
の
戀
人
を
友
人
の
妻
に
し
た!

何
と
云
ふ
不
倫
な
遺
方
だ
。
そ
れ
に 

汝
は
友
人
を
ひ
ど
く
愚
弄
し
た
——

そ
し
て
又
々
汝
は
非
人
問
的
な
事
を
し
て
ゐ
る
。
彼 

を
救
け
な
い
と
い
ふ
仕
方
で
、
テ
オ
ド
 々

・
ラ
イ
ナ
ー
を
殺
し
た
の
だ
。
そ
し
て
も
し
も
彼 

が
そ
の
結
婚
の
秘
密
を
悟
っ
た
ら
、
や
は
り
汝
は
彼
を
殺
し
て
居
?:
に
違
ひ
な
か
ら
う
。
結 

局
汝
は
友
殺
し
の
犯
人

r:
る
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
。
そ
し
て
汝
は
自
分
の
汚
ら
は
し
い
罪
を
贖 

セ/K

ン
の
居
間 

ー
〇
七

好



セルバンの居間 

ー"
八 

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
こ
れ
で
法
廷
を
閉
ぢ
る
。

(
舞
臺
眞
闇
に
な
る
、
幻
像
消
え
る)

•

セ
ル
バ
ン(
熱
に
浮
か
さ
れ
て)
ク
ラ
リ
ッ
セ.

救
け
て
お
く
れ.
.
何
故
お
前
達
は
こ
の
お 

れ
を
信
用
し
な
い
の
か-
お
れ
は
無
罪
だ!

お
れ
は
奴
を
好
い
て
も
居
た
ん
だ-
-

テ 

オ
ド
・!

さ
う
言
っ
て
や
っ
て
く
れ
、
ク
ラ
リ
ッ
セ!

だ
の
に
、
お
前
達
は
お
れ
に
判 

決
を
下
さ
う
と
す
る
——

一
體
ど
ん
な
權
利
が
あ
っ
て
だ..

良
心?-
-

馬
鹿
げ
た
子 

供
だ
ま
し
だ:
：：(
間)

ダ
ニ
エ
—
り
(
現
れ
る)
…
…
右
の
條
ぜ
に
關
し
、
我
々
は
司
法
權
に
よ
り
、
ゲ
オ
ル
ク
・
セ
・ 

パ
ン
を
有
罪
と
宣
吿
す-
そ
し
て
彼
を
至
高
の
主
の
良
心
の
名
に
お
い
て
、
獨
房
檻
禁
に 

處
す
。
彼
は
そ
こ
に
て一

生
を
終
は
る
べ
・
き
も
の
な
り-
蜀h
ノ
ぽ
っ
ち
で
だ!
(
曾
く
な 

る-
幻
像
消
え
る)



セ
ル
バ
ン(

ソ
フ
ァ
の
上
で
苦
悶)

違
ふ
、
違
ふ
—
!

お
れ
は
無
罪
だ
…
：.
何
の
權
利
で
…
…Z 

ォ
ド
ル•••
：•

お
前
の
眼
が
お
れ
の
腦
臆
を
突
刺
す
樣
だ.
.

助
け
て
く
れ
・
…:

お
れ
の
頭 

助
け
て
、
助
け
て!

第

五

場
召
使
、
セ
ル
バ
ン

召
使(

急
ぎ
登
場
、

ス
ヰ
ッ
チ
を
捻
る)

こ
り
や
あ
大
變.

ど
う
し
た
ん
だ
ら
う
ー
體?
 

セ
ル
バ
ン(

起
上
る)

貴
樣
も
う
來
た
か
?!

召
使
何
か
御
用
で
御
座
い
ま
す
か
、
旦
邦
樣
。

セ
く
ン
の
居
間 

I

〇
九



セ
を
ス
ン
の
居
間 

二
〇 

セ
ル
バ
ン 

裁
判
官
を:

：:

裁
判
官
を!

お
れ
は
判
決
を
否
認
す
る!
 

召
使
ー
體
ど
う
し
た
ら.

セ
ル
バ
ン 

そ
こ
だ
——

ホ
ラ
——

裁
判
官
だ!
(

躍
上
る)

早
く
捕
へ
ろ
——

あ
そ
こ
だ: 

(

ダ
ニ
エ
ー
リ
の
座
っ
て
居
?:
椅
子
を
指
す) 

召
使
あ
す
こ
に
は
ど
な
た
も-

セ

ル

バ

ン(

召
使
に
躍
掛
る
、
引
張
っ
て
倒
す)

そ
こ
だ-
-

そ
こ
だ-
-

裁

判

官

を
：.-1 

召
使(

驚
愕
し
て)

誰
か!

誰
か
來
て!



第
一
ニ
幕
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內





B )

T
、
大
入
口
、

M
、
壁
、

b
、
樹
木
、

B
、
大
木
そ
の
下
に
ベ
ン
チ
ー
歩
、

W
、
番
小
屋
、

大
木
一
本
、
花
が
咲
き
む
れ
て
ゐ
る
、
下
に
ベ
ン
チ
ー
ケ
、 

背
景
を
庭
園
の
圍
壁
が
限
る
、麗
し
い
春
の
日
の
午
後I
 

幕
進
む
中
に
黃
昏
に
な
る
。

二

三



サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內

第
一
場

ぺ
—
タ
ー
と
ミ
ヒ
エ"

の
兩
番
人
、
ベ
ン
チ
に
か
け
て
居
る
。

ぺ
—
タ
ー
な
あ
、
お
い"
—~

何
て
た
っ
て
金
の
世
の
中
た
な
あ!

Z
ヒ
エ
ル
ウ
ン
ニ
ャ
、
こ
、
に
や
、
例
外
は
幾
ら
も
あ
る
ぜ?

ベ
.
.

夕
—

さ
う
か
な-

ウ
ン-
-

實
際
は
お
め
え
の
方
が
本
當
だ
な
。 

ミ
ヒ
エ
ル
あ

r:
り
め
え
よ
。(

間)

・
ヘ
ー
タ
—

奴
、
何
し
て
る
ん
だ
い?

ミ
ヒ
エ
ル
誰
よ?



ペータ
ー
お
前
の
所
の
百
萬
長
者
よ
。

ミヒエル 

紙
提̂T
を
作
つ
て
ら
あ
な
——

今
ぢ
や-
-

さ
う
だ
今
頃
は
庭
を
散
步
す
る
頃
だ
ら 

う〇
ベ—夕
—
可
愛
想
な
奴
ぢ
や!

Z
ヒ
エ
ル
さ
う
だ
な
あ-
-

と
こ
ろ
で
百
萬
圓
は
何
う
で
い?

ぺ—タ
ー
何
ん
も
な
り
や
し
ね
え
。

ヒエル 

そ
ん
な
事
ね
え
さ-
-

も
う
お
?:
か
ら
の
效
目
も
あ
ら
は
れ
た
と
言
ふ
も
の
た
。
看 

護
の
遣
方
が
違
ふ
と
言
っ
た
樣
な
。

•
ヘ,

夕1

そ
り
や
さ
う
だ
が-
-

だ
が
正
氣
に
や
な
り
つ
こ
ね
え
ぜ
。

ミヒエル 

そ
り
や
ア
分
っ
て
ら
あ
な
——

正
氣
に
な
ん
ぞ
な
り
っ
こ
ね
え
や
。 

ベ!

—
で
も
ま
あ
馬
鹿
げ
た
話
よ
——

ひ
で
え
も
の
に
と
つ
つ
か
れ
や
が
つ
た
ん
だ
っ
て 

サナトリウム庭園內 

ニ
五



サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內 

二
六

ね
——

ミ
ヒ
エ
ル
さ
う
よ
—

囚
人
服
を
着
せ
て
よ
、
部
屋
ん
中
ぢ
ゆ
う
牢
屋
の
樣
に
し
な
き
や
な
ら 

ね
エ
—

さ
う
で
も
し
な
き
や
ア
御
本
人
が
落
ち
つ
け
ね
エ
ん
だ
——
 

ぺ-
夕I

だ
が
今
ぢ
や
お
と
な
し
い
だ
ら
う!

ミヒエル 

ウ
ン-
-
今
ぢ
や
落
つ
い
て
る
か
ね
〇(
長
い
間)

ベ
ータ
—
フ
ム
—

手
前
が
友
達
を
殺
し
ち
ま
っ
た
っ
て
、
今
だ
に
考
へ
て
る
の
か
い
——
 

ミヒエル 

さ
う
よ-
-

だ
が
そ
の
話
は
當
人
と
や
つ
も
や
ア
い
け
ね
エ
ん
だ-
-
醫
長
が
禁
じ 

だ
の
よ
。

ベ—夕
—
そ
れ
に
宣
吿
を
受
け
た
と
言
っ
て
る
ん
だ
っ
て
ぢ
や
ね
え
か
——
 

ミ
ヒ
エ
ル
ウ
ン-
-

で
奴
さ
ん
の
罪
障
を
入
獄
し
て
贖
ふ
ん
だ
と-
-

て
ん
で.
奇
體
な
話
よ!
 

ベ
ータI

ま
る
で
奴
の
顏
色
っ
た
ら
な
い
ぜ
。
可
哀
想
な
金
持
だ
な
あ-
-



ミ
ヒ
エ
ル 

い
い
筈
は
あ
る
め
え
と
も-
-

て
ん
で
飯
も
食
は
う
と
し
な
い
ん
だ
か
ら
な-
-
 

ベ1
タI 

い
く
ら
言
っ
て
も
駄
目
な
ん
け
エ-

エ

、?

ミ
ヒ
エ
ル 

誰
の
言
ふ
事
だ
っ
て
聞
く
も
ん
け
工-
-

こ
ん
な
風
に
ブ
ラ̂
•

步
廻
つ
ち
や
、
か 

う
や
っ
て
腰
を
下
ろ
し
て-

ま
る
で
何
處
か
で
話
聲
で
も
す
る
の
を
聞
い
て
る
と
云
つ

7: 

恰
好
よ
——

何
だ
ぜ
、
お
い
ら
の
お
喋
舌
り
に
し
て
か
ら
が
奴
さ
ん
に
や
分
ら
ね
工
ら
し
い 

ぜ 
-

ぺ
—
夕I

手
前
に
金
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
っ
て
の
が
分
っ
て
ん
の
か
ラ
—

ミ
ヒ
エ
ル
ウ
ン
二
ヤ-

知
る
め
い
よ
。

ぺ
—
夕
—

フ
ム.

そ
ん
な
事
ま
で
忘
れ
っ
ち
ま
ふ
も
ん
か
な
ア!

ミ
ヒ
エ
ル
さ
う
よ
仲
間
、
み
ん
な
さ
う
云
っ
た
も
ん
よ!
(

間)

.
へ""
夕I

オ
イ
、
用
心!

親
父
が
來
?:
ぜ!

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內 

ニ
七



サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內 

ー 

兩
人
(

と
び
上
る)

兩

人
(

喪
服
の
ク
ラ
リ
ッ
セ
を
つ
れ
て
登
場)

第

二

場
ク
ラ
リ
ッ
セ
、
 

醫
長
、
 

番
人
達

ク
ラ
リ
ッ
セ 

ま
あ
美
し
い
こ
と
。

翳

長

エ

、
、
庭
は
浊
も
い
ゝ
ん
で
す
よ
。

ク
ラ
リ
ッ
セ
こ
れ
が
悲
し
い
場
所
で
あ
る
と
言
ふ
事
を
知
ら
な
け
れ!H

ね
え 

§

 

(

番
人
達
へ)

行
つ
て
よ
ろ
し
い!



番
人
達(

退
場)

翳
長
お
か
け
下
さ
い
、奧
さ
ん:
•

：•

こ
の
片
隅
が
あ
の
人
の
好
ん
で
來
る
場
所
な
ん
で
す 

兩

人
(

腰
を
下
ろ
す)

ク
ラ
リ
ッ
セ 

マ
ア
大
變
怖
い
思
を
い
た
し
ま
し
た
。
ま
る
で
思
ひ
が
け
な
く
、
突
然:

：
： 

賢

長

エ

、
、御
尤
も
で
す
と
も
、
で
も
奧
さ
ん
、
あ
ま
り
昂
奮
な
さ
ら
な
い
廉
に.

 

ク
ラ
リ
ッ
セ.

夫
と
、
そ
れ
に
一
番
の
お
友
達
を
失
く
し
て
し
ま
ふ
な
ん
て!
 

S

さ
う
昂
奮
な
す
っ
て
は:

：:

神
經
が
浊
も
疲
れ
て
お
い
で
、
す
ね
…
… 

ク
ラ
リ
ッ
セ 

怖
ろ
し
う
御
座
い
ま
す
わ.

(

シ
ャ
ク
リ
上
げ
る) 

鬣
長 

靜
か
に
、
チ
ャ
ン
と
し
て
お
い
で
に
な
る
約
束
で
し
た
が
…
… 

ク
ラ
リ
ッ
セ(

啜
泣
き
乍
ら)

餘
り
く
る
し
い
も
の
で
す
か
ら.

 

軽
長
靜
か
に
し
て
下
さ
る
條
件
で
お
入
れ
致
し
た
ん
で
す
よ
。

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內 

ニ
九



サ
ナ
ト
リ
ウ2
庭
園
內 

ー
ニ
〇

ク
ラ
リ
ッ
セ 

私
本
當
に
ど
う
に
も.

み
ん
な
失
つ
て
し
ま
ふ
な
ん
て
、

一
度
に
、
だ
し
ぬ
け 

こ.

B
長 

旅
行
に
で
ら
れ
る
の
が
一
番
好
う
ご
ざ
い
ま
せ
う
。

ク
ラ
リ
ッ
セ 

私
は
行
つ
之
方
が
——

S
 
勿
論
で
す
と
も
——

早
け
れ
ば
早
い
だ
け
良
い
ん
で
す
—I

出
來
れ
ば
今
夜
邊
り
に 

て
も!

ク
ラ
リ
ッ
セ 

イ
エ
、
イ
エ
ー
妾
に
は
出
來
ま
せ
ん-

〇
長
し
か
し
何
故
で
す?

ク
ラ
リ
ッ
セ 

妾
、
あ
の
人
が
な
ほ
る
希
望
を
今
で
も
も
つ
て
を
り
ま
す
の!

ネ
エ
、
さ
う
思 

っ
て
居
て
よ
ろ
し
い
ん
で
御
座
い
ま
せ
う?

«

長
さ
う
で
す
と
も-

良
い
方
へ
向
ふ
の
も-



クラリッセ 

ネ
エ
、先
生
、
妾
に
は
あ
の
人
が
再
び
正
氣
に
返
る
樣
な
惠
ま
れ
た
瞬
間
が
あ
る 

樣
に
思
へ
ま
す
の
。
あ
の
怖
ろ
し
い
妄
想
が
あ
の
人
か
ら
離
れ
て
し
ま
ふ-

不
工
、
さ
う 

云
ふ
事
が
幾
度
も
御
座
い
ま
し
た
ん
で
せ
う.

不
工
先
生?

黯長 

エ
、、エ
、、!

我
々
に
し
-rz
っ
て
、
さ
う
な
っ
て
貰
へ
れ
ば:•
… 

ク
ラ
リ
ッ
セ
ア
、あ
の
人
、
妾
が
分
っ
て
下
さ
れ
ば
い
、
ん
で
す
け
ど! 

醫
長
一
寸
で
も
患
者
を
昂
奮
さ
し
た
ら
い
け
な
い
ん
で
す
よ
。

クラリッセ 

で
も
妾
こ
ち
ら
へ
來
な
けn
ば
な
り
ま
せ
ん
—

遠
く
へ
な
ん
ぞ
參
れ
ま
せ
ん
わ 

——

そ
ん
な
事
し
た
ら
、
妾
餘
計
に
苦
し
ま
な
け
れ
ば
が
り
ま
せ
ん
も
の.
 

■
&

そ
れ
は
現
在
の
考
へ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
よ!

あ
な
た
が
此
處
で
受
け
る
昂
奮
が.
 

ク
ラ
リ
ッ
セ
も
し
此
方
へ
參
れ
な
い
樣
で
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
妾
死
ん
だ
も
同
樣
で
す
わ!
 

此
方
へ
參
る
の
が
妾
に
は
唯
一
の
慰
安
で
御
座
い
ま
す
も
の
…
… 

• 

サナトリウム庭園內 

ーニー



サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內 

ー
ニ
ニ

膺
長
昂
奮
な
す
っ
ち
や
不
可
ま
せ
ん
、
そ
れ
に.

ク
ラ
リ
ッ
セ 

放
っ
て
お
い
て
下
さ
い
。
先
生
こ
ゝ
へ
參
れ
さ
へ
し
ま
し
た
ら
、
ほ
ん
の
一
眼
で 

も
あ
の
人
を
見
る
事
が
出
來
ま
し
た
ら
、
そ
れ
が
妾
の
樂
み
で
す.

醫
長
で
も
、
さ
う
氣
儘
に
な
す
っ
ち
や
困
り
ま
す
、
自
制
し
て
下
さ
い-

あ
な
た
は
ま
る
で 

御
自
分
の
蔭
と
同
じ
に
見
え
ま
す
よ!

自
分
で
自
分
を
駄
目
に
しT

し
ま
ひ
ま
す
よ!
 

ク
ラ
リ
ッ
セ
妾
な
ん
ぞ
、
ど
う
な
ら
う
と
構
ひ
ま
せ
ん
わ!
 

醫
長
生
き
て
な
き
あ
不
可
ん
で
す!

そ
れ
が
あ
な
た
の
義
務
で
す!

ク
ラ
リ
ッ
セ
妾
も
う
義
務
な
ん
て
も
の
存
じ
ま
せ
ん
わ!
(

シ
ャ
ク
リ
上
げ
る)

ア

、
、
ゲ
オ
・ 

ク
、
妾
の
可
愛
想
な,

良
い
、
た
っ
な
一
人
の
ゲ
オ
ル
ク!

f
»
 

い
ら
っ
し
や
い
奧
さ
ん
、私
の
云
ふ
事
を
お
聽
き
入
れ
に
な
ら
な
い
な
ら
、
許
可
を
取
消 

し1̂
6  ̂4X0



ク
ラ
り
ツ
セ
イ
ヤ
で
す
、イ
ヤ
で
す
、
追
ひ
出
し
ち
や
い
や
で
す-

妾
も
う
落
着
き
ま
し
た!
 

醫
長
あ
な
た
が
昂
奮
す
れ
ば
、患
者
も
氣
が
立
っ
て
來
ま
す
。
そ
れ
だ
の
に
追
出
す!

だ
な 

ん
て
、
大
げ
さ
に
し
な
い
で
下
さ
い!

私
だ
っ
て
あ
な
た
の
爲
を
思
へ
ば
こ
そ
、
か
う
や 

つ
て
る
の
は
お
分
り
で
せ
う
に
。

ク
ラ
リ
ッ
セ
御
怒
り
に
な
ら
な
い
で
、
先
生!
!
他
に
妾
誰
ア
れ
も
——

醫
長
別
に
怒
っ
て
は
居
ま
せ
ん
よI

I

た
い
私
の
言
ふ
通
り
に
し
て
下
さ
い
。

ク
ラ
リ
ッ
セ
畏
り
ま
し
た-

よ
く
分
っ
て
居
り
ま
す.
.

一
寸
御
尋
ね
し
て
よ
ろ
し
い
で
せ 

う
カ

醫長 

エ
、、ど
う
ぞ
、
喜
ん
で
お
答
へ
し
ま
す
よ.

たW

昂
奮
だ
け
は
し
て
は
い
け
ま
せ
ん 

よ
。誰
の
役
に
立
つ
譯
で
も
な
し
、そ
の
上
貴
女
御
自
身
を
傷
め
る
許
り
で
す
か
ら
ね!
—
 

ク
ラ
リ
ッ
セ
ア
ノ
ウ
、妾
も
う
こ
ん
な
に
落
着
い
て
ゐ
る
ん
で
す
の
よ
、
こ
ん
な
に.
(
間) 

サナトリウム庭園內 

ー二三



サ
ナ
ト
リ
サ
ム
庭
園
內

襟
長
ヂ
ヤ
ア
——

仰
言
っ
て
下
さ
い
。

ニ
ー
四

ク
ラ
リ
ッ
セ
ネ
エ
、
先
生
、
本
當
の
事
を
仰
言
っ
て
戴
き
た
い
ん
で
す
の.
.

ゲ
オ
ル
ク
は
ま 

だ̂
'
^
-
.

あ
の
ま
、
な
ん
で
せ
う
か
し
ら?

醫
長 

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
確
答
は
申
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。(

間) 

ク
ラ
リ
ッ
セ:
•
•
•
•

で
も
あ
な
た.
：•:

御
存
じ
の
筈
ぢ
や
御
庭
い
ま
せ
ん
か
、
お
醫
者
樣
で
す
も 

の
。(

短
い
間)

醫
長
自
然
の
步
み
は
連
も
人
間
に
は
推
測
は
出
來
ま
せ
ん
。(

間) 

ク
ラ
リ
ッ
セ(

淚
に
曇
っ
た
聲
で)

妾
が
參
り
ま
し
た
時
——

あ
の
人
を
見
ま
し
た
わ
…
…
庭
の 

中
を.

ア
チ
コ
チ
步
い
て
居
ら
っ
し
や
る
の
を
—
 

賢
長 

エ

、
、
蓮
動
が
樂
し
み
な
だ
け
ま
だ
良
い
ん
で
す
…
…
此
頃
ぢ
や
よ
く
こ
の
邊
へ
も
や
つ 

て
來
ま
す
よ.



ク
ラ
リ
ッ
セ
顏
色
が
浊
も
惡
う
御
座
い
ま
し
た
わ.
.

た
ま
ら
な
い
程
で
ご
ざ
い
ま
す 

わ
…
…

B
長
エ
、—

エ
、——
お
氧
の
毒
に!

精
神
的
に
も
肉
體
的
に
も
…
…
ま
る
で
始
終
大
き 

な
重
い
荷
を
引
ず
っ
て
步
い
て
る
樣
で
す!

ク
ラ
リ
ッ
セ
お
そ
ろ
し
い
事
で
す
わ
ね!

瞥
長
健
康
な
ガ
ッ
チ
リ
し
た
男
炉
ね
——

連
も
有
能
な
人
だ
つ
た
が!
 •
：…
云
は
ヾ
謎
で
す 

な
ア!

ク
ラ
リ
ッ
セ
・
：…
ど
ん
な
に
妾
の
夫
に
好
意
を
持
っ
て
居
た
か
は
、
今
に
な
っ
て
や
っ
と
人
に 

分
る
ん
で
す.

醫
長
ま
る
で
奇
妙
な
小
說
が
事
實
に
な
つ
た
様
な
も
の
で
す
な
ア
。
お
友
達
の
輕
卒
な
死!
 

そ
の
た
め
に
あ
ん
な
獨
特
な
妄
想
に
捕
は
れ
る
な
ん
て
。

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內 

ー
ニ
五



サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內 

ー
二
六

ク
ラ
リ
ッ
セ
恐
ろ
し
い!

翳
長
そ
れ
に
あ
の
自
殺
——
人
問
な
ん
て
、
そ
ん
な
事
す
る
も
ん
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
が
ね
。 

ク
ラ
リ
ッ
セ
何
一
つ
理
由
が
御
座
い
ま
せ
ん
の
——
可
哀
想
な
夫!

盛
長
う
は
さ
で
は
、
あ
な
な
の
御
夫
君
は
財
產
全
部
を
…
…

ク
ラ
リ
ッ
セ
ゲ
オ"
ク
・
セ
ル
パ
ン
の
友
人
が
お
ち
ぶ
れ
る
こ
と
は
絕
對
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

〇長 

御
尤
も
——
分
っ
て
ま
す
よ
。
セ
ル
バ
ン
の
支
配
人
が
翌
日
の
午
前
に
ラ
イ
ナ
ー
さ
ん
の 

背
負
ひ
込
み
を
支
拂
っ
た
ん
で
す
よ
。

ク
ラ
リ
ッ
セ
ゲ
オ
ル
ク
の
最
後
の
仕
事
で
し
た
わ!
(
短
い
間)

H
A

あ
の
不
幸
な
人
は
自
分
を
滅
し
た
許
り
で
な
し
に
——

一
番
の
友
達
ま
で
連
れ
て
行
っ 

て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ!

ク
ラ
リ
ッ
セ
そ
し
て
妾
は
こ
の
限
り
な
い
不
幸
を
背
負
っ
て
行
か
ね
ば
な
う
ま
せ
ん
の
・
：…
運



命
と
い
ふ
も
の
は
つ
れ
な
い
も
の
で
す
わ!

S
長 

フ
ム
…
…
ど
う
し
て
あ
ん
な
し
っ
こ
い
觀
念
が
あ
の
人
の
頭
に
巢
喰
っ
た
の
か
丨
ど 

う
も
分
ら
ん
で
す
な
ア.

ク
ラ
リ
ッ
セ
も
と̂
•̂
不
可
解
な
も
の
な
の
で
せ
う
。

6
長
囚
人
の
服
を
着
て
囚
人
の
仕
事
を
し
、自
分
の
部
屋
を
獄
屋
の
樣
に
し
な
け
り
や
承
知
し 

な
い
ん
で
す
。
そ
こ
か
ら
彼
を
引
出
す
の
が
一
骨
な
ん
で
す
。
そ
し
て
牢
獄
に
ゐ
る
と
確
く 

信
じ
て
ゐ
る
時
だ
け
は
落
着
い
て
ゐ
ま
す
。

ク
ラ
リ
ッ
セ
ま
あ
悲
參
な!

醫
畏
私
の
事
を
典
獄
だ
と
云
ふ
し
、自
分
の
事
を
宣
吿
さ
れ
た
殺
人
犯
人
だ
と
云
っ
て
聽
か
な 

い
ん
で
す
——

自
分
の
唯
一
人
の
友
人
を
陰
險
な
や
う
方
で
殺
し
た
ん
だ
か
ら
、
終
身
懲
役 

に
服
し
て
ゐ
る
の
だ
と
云
ふ
の
で
す
。(
短
い
問)

サ
ナ
ト9

ウ
ム
庭
園
內 

ー
ニ
七



サナトリウム庭園內 

ー二八 

ク
ラ
リ
ッ
セ
で
は
あ
の
人
を
救
っ
て
は
や
れ
な
い
ん
で
せ
う
か?

-

あ
の
妄
想
か
ら
救
ひ 

出
しT
や
れ
な
い
ん
で
せ
う
か?

醫
長
ソ
リ
ャ
奧
さ
ん
、私
等
に
し
て
も
必
ず
や
れ
る
だ
け
の
事
は
や
り
ま
す
よ.

誰
か
し
っ 

か
り
し
た
看
護
人
を
つ
け
て
旅
行
に
出
す
の
が
一
番
で
せ
う!
—
 

クラリッセ 

ハ
ア-

さ
う
で
御
座
い
ま
せ
う
。

88

長
環
境
の
變
化
が
、
多
分
良
い
影
響
を
與
へ
ま
せ
う
と
思
ひ
ま
す.
 

クラリッセ 

で
は-

何
故
旅
行
さ
せ
な
い
ん
で
す
の-

？ 

醫長 

當
人
が
承
知
し
な
い
ん
で
す!
I
頭
を
橫
に
振
っ
て
、こ
、
で
刑
期
を
す
ご
さ
ね
ば
な
ら 

ん
て
言
ふ
ん
で
す
。
そ
れ
な
り
默
つ
た
き
り
で
身
動
き
も
し
ま
せ
ん
よ!
 

ク
ラ
リ
ッ
セ
マ
ア
、
怖
ろ
し
い!

醫
長
エ
、、怖
ろ
し
い
も
ん
で
す
よ.
：：•
何
と
か
こ
の
解
決
法
さ
へ
分
れ
ば
・：•••



ク
ラ
リ
ッ
セ̂

の
方
が
來
な
す
っ
た!
.

S

 

ア

、-

落
着
い
て
、
奧
さ
ん-

ク
ラ
リ
ッ
セ 

妾
——

落
着
い
て
居
り
ま
す
わ!

醫

長

ア

、
、
來
ま
し
た!

セ
ル
バ
ン(

登
場
、
囚
人
の
服
を
ま
と
っ
て
ゐ
る
。
顏
色
は
死
人
の
樣
に
靑
白
い
。
頭
髮
は
灰
色
、
 

モ
ヂ
ャ<

な
手
入
れ
の
し
て
な
い
灰
色
の
鬚
が
頭
の
輪
廓
を
構
成
し
て
居
る
。
眼
が
く
ぼ 

ん
で
ゐ
る
—I

眼
付
き
ソ
八
ソ
八
し
て
ゐ
る
。
看
守
に
裝
っ
た
看
護
人一

人
适
ふ)

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內

ニ
ー
九



サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內

第
三
場

工
刖
旦
界
の
人
々
、
 

セ
ル
バ
ン

セ
ル
バ
ン(

醫
長
を
見
て
立
止
る
、
暫
く
し
て
小
聲
で
丁
寧
に)

こ
れ
に
控
へ
て
居
り
ま
す
。

瞥

長

セM
バ
ン
君
、
も
っ
と
こ
っ
ち
へ
來
な
さ
い
。

セ
ル
バ
ン 

御
用
な
ら
ば
。(

ク
ラ
リ
ッ
セ
を
熟
視
す
る
が
彼
女
で
あ
る
こ
と
を
認
め
す
、
御
辭
儀 

し
て
ご
く
あ
っ
さ
り
と
言
ふ)

私
は
大
罪
人
で
す
。
下
等
な
犯
罪
人
で
す
。
私
は
無
二
の
友 

人
を
殺
し
な
ん
で
す
。

ク
ラ
リ
ッ
セ
イ
、
エ!
 

違
ひ
ま
す!



セ
ル
バ
ン
エ
、!
 

本
當
で
す
と
も!
 

私
を
信
じ
、
盲
目
的
で
私
を
賴
り
に
し
て
居
f:
無
二 

の
友
人
を
殺
し
て
し
ま
つ
た
ん
で
す
。

ク
ラ
リ
ッ
セ
ゲ
オ
ル
ク
、
ゲ
オ"
ク
、
何
を
言
っ
て
る
ん
で
す
よ!
 

そ
り
や
噓
で
す!
 

セ
ル
バ
ン(
頭
を
深
く
垂
れ
て)
本
當
で
す!

私
は
罪
滅
し
に
か
う
し
て
素
直
に
刑
を
受
け
て 

ゐ
る
ん
で
す
。

ク
ラ
リ
ッ
セ
誰
が
あ
な
た
を
處
刑
し
た
ん
で
す
の?

誰
も
あ
り
ま
せ
わ!
 

セ
ル
バ
ン
裁
判
官-

偉
大
な
る
裁
判
官
が
で
す!
 

彼
が
宣
吿
を
下
し
て
私
を
處
刑
し
な
の 

で
す
。
エ
、、
エ
、、
よ
く
知
っ
て
ゐ
ま
す
と
も-
そ
れ
に
知
っ
て
ゐ
る
の
は
僕
だ
け
で 

す!

彼
は
私
を
終
身
懲
役
に
宣
吿
し
ま
し
た
。

ク
ラ
リ
ッ
セ(
ギ
ヨ
ツ
と
し
て)
マ
ア
ツ
お
そ
ろ
し
い!

醫
長(
小
聲
で
ク
ラ
リ
ッ
セ
に)
落
着
い
て!

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內 

ー
三
ー



サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內 

一
三
二

セ
ル
バ
ン(

前
を
見
詰
め
る
、
點
頭
く)

賢
明
な
裁
判
官!

公
平
な
裁
判
官!
 

ク
ラ
リ
ッ
セ(

セ
ル
バ
ン
の
方
へ
步
寄
っ
て
、
片
手
を
摑
む)

ゲ
オ
ル
ク!
-

妾
が
分
つ
て?
 

ネ
エ
、
私
の
ゲ
オ
ル
ク!

セ
ル
バ
ン 

私
は
囚
人
二
十
七
號
で
す
。
あ
な
た
は
存
じ
ま
せ
ん
。(

短
い
間) 

ク
ラ
リ
ッ
セ(

ベ
ン
チ
に
身
を
沈
め
る)

S

僕
が
誰
だ
か
分
る
か
ね?

セ
ル
バ
ン
所
長
さ
ん
で
す
。

〇
長
何
處
の?

セ
ル
バ
ン
刑
務
所
の
所
長
さ
ん
で
す
。

/

何
か
望
み
が
あ
り
ま
す
か
。

セ
ル
バ
ン
は
い
〇



醫
長
何
で
す?

ク
ラ
リ
ッ
セ(
嬉
し
氣
に
、
生
き
と
)

サ
ア
、
言
っ
て
御
覧
な
さ
い!

セ
ル
バ
ン
私
、
獨
り
で
居
た
い
ん
で
す
。(
短
い
間) 

鷺
長(
看
護
人
に)
病
人
を
部
屋
へ
つ
れ
て
っ
て
く
れ
給
へ
。 

i
A
 
(

セ
・
バ 
ン
の
腕
を
と
っ
て
、
連
れ
て
行
く) 

ク
ラ
リ
ッ
セ(
急
に
立
上
っ
て
セ
ル
バ 
ン
の
後
か
ら
呼
ぶ)
ゲ
オ
ル
ク!
!
待 
っ
て|

明
日
又 

來
ま
す
わ!
(

ベ
ン
チ
に
身
を
沈
め
て
、
ハ
ン
カ
チ
で
顏
を
覆
ふ) 

醫
長
お
泣
き
に
な
ら
な
い
でi

し
っ
か
り
し
て
下
さ
い.

ク
ラ
リ
ッ
セ(
無
調
子
で)
泣
い
て
は
居
り
ま
せ
ん!

も
う
妾
に
は
、
淚
が
御
座
い
ま
せ
ん 

わ:••••(
間)

fs
長 

テ
ア
、
奧
さ
ん
參
り
ま
せ
う
。
明
日
は
多
分
、
今
日
よ
り
も
も
っ
と.

サ
ナト9
ウム庭園內 

J

三三



サ
ナ
ト
リ9

ム庭圍內 

ー三四 

ク
ラ
リ
ッ
セ
ア
ツ
、
先
生
、
か
う
し
て
お
い
て
下
さ
い
ま
し
な
・
：…
も
う
ほ
ん
の
二
三
分:
：： 

督
長
エ
、、
よ
ご
ざ
い
ま
す
。
し
っ
か
り
落
着
い
て
下
さ
い!
 __

す
ぐ
戾
っ
て
參
り
ま
す 

か
ら!
(

退
場)

第

四

塲
ク
ラ
リ
ッ
セ
・
ダ
ニ
エ
—
リ

(
ク
ラ
リ
ツ
セ
坐
っ
た
ま
、沈
思
熟
考
し
て
ゐ
る
。
時
々
輕
く
首
を
振
る) 

ダ

(
登
場
、
四
邊
を
見
廻
す
。
そ
れ
か
ら
ク
ラ
リ
ツ
セ
の
前
に
立
止
っ
て
囁
く)
お
聞



き
な
さ
い-

我
輩
が
裁
判
長
で
す
ぞ!

ク
ラ
リ
ッ
セ(

ビ
ッ
ク
リ
し
て)

マ
ア
わ
た
し!

ダ
ニ
エ
—
り
驚
か
ん
で
も
よ
ろ
し
い
——

我
輩
は
裁
判
長
ぢ
や
が(

 

一
寸
話
さ
ね
ば
な
ら
ぬ 

事
が
あ
り
ま
す
の
で
な
。

ク
ラ
リ
ッ
セ
何
で
す
の?

ダ
ニ
エ
—
リ
我
輩
は
永
い
事
、
貴
女
を
待
っ
て
居
？:
の
だ
が
——

あ
な
た
は
到
頭
や
っ
て
來
ま 

し
た
〇

ク
ラ
リ
ッ
セ 

あ
な
た
な
ん
か
ま
る
で
存
じ
ま
せ
ん!

ダ
ニ
エ
—
り
所
が
我
輩
の
方
で
は
貴
女
を
存
じ
て
ゐ
る
—I

貴
女
は
黒
い
服
の
女
ぢ
や
。
我
輩 

を
救
ひ
出
し
に
來
た
ん
ぢ
や!

タ
ラ
リ
ッ
セ 

妾
が
貴
方
を
救
出
し
に
で
す
っ
て?

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內 

一
三
五



サ
ナ
トリウム庭園內 

一三六 

ダ
ニ
エ
ーリ
左
樣!

裁
判
長
で
あ
る
我
輩
は
こ
ゝ
に
捕
は
れ
の
身
に
な
っ
て
ゐ
ま
す
の
ぢ 

や
、
と
言
ふ
わ
け
は
世
界
中
の
人
間
が
我
輩
を
怖
れ
て
居
る
。
我
輩
の
事
を
思
ひ
、
我
輩
の 

持
っ
て
居
る
超
人
的
法
律
を
考
へ
る
と
、
怖
ろ
し
さ
に
身
震
ひ
す
る
か
ら
ぢ
や.
貴
女
を 

待
っ
て
を
り
ま
し
た
ぞ
——

そ
し
て
貴
女
は
來
て
下
す
っ
た-

今
貴
女
は
、
我
輩
が
此 

處
か
ら
に
げ
だ
す
手
傳
ひ
を
し
て
く
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
我
々
は
に
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
急
い
で 

急
い
で! 

爲
る
事
は
う
ん
と
あ
る.
ア
ツ
、
敵
が
來
を
る!

貴
女
が
獨
り
っ
き
り
の 

時
に
、
又
來
ま
す
ぢ
や!
(

急
ぎ
去
る)



第

五

塲
醫
長
・
ク
ラ
リ
ッ
セ

醫
長(
ク
ラ
リ
ッ
セ
の
方
へ
急
ぐ)

ビ
ツ
ク
リ
な
さ
い
ま
し
た
か?

ク
ラ
リ
ッ
セ
あ
の
人
誰
で
す
の?

■
«

靑W
病
者
で
す
—

ド
ク
ト
ル
・
ダ
ニ
エ-
リ
、
哲
學
者
で
す
。
餘
り
頭
を
使
ひ
す
ぎ
た 

ん
で
、
こ
ゝ
へ
連
れ
て
來
ら
れ
ち
や
っ
た
ん
で
す
〇 

ク
ラ
リ
ッ
セ
氣
味
の
惡
い
人
で
す
わ!

醫
長
亂
暴
は
し
ま
せ
ん
か
ら
、
怖
か
る
事
は
な
い
ん
で
す
。
で
も
ピ
ッ
ク
リ
な
す
っ
て
本
當 

サ
ナ
ト
ザ
ウム庭園內 

ニニ七



サ
ナ
トV

ウム庭園內 

ニ二ハ

に
御
氣
の
毒
で
し
た
。

ク
ラ
リ
ッ
セ(
疲
れ
た
樣
子
で
ニ
ッ
コ
リ
す
る)
ビ
ッ
ク
リ
す
る
な
ん
て
、
妾
馬
鹿
で
し
た
わ
、 

:
：:
可
愛
想
に
ね-

ゲ
オ
ル
ク
は
何
を
し
て
居
ま
し
て?

賈 

連
も
落
着
い
て
ま
す
。
部
屋
に
座
っ
て
仕
事
を
し
て
居
ま
す
。小
さ
い
紙
袋
を
作
っ
て
ゐ 

ク
ラ
リ
ッ
セ
可
愛
想
な
ゲ
オ
ル
ク!

翳
長
併
し
、あ
ん
な
事
し
て
居
る
の
は
、
ま
だ
良
い
ん
で
す
よ! •
：…
サ
ア
、
も
う
御
歸
り
こ 

な
っ
て
御
休
み
に
な
る
時
刻
で
せ
う
。

ク
ラ
リ
ッ
セ
す
ぐ
參
り
ま
す
わ
、
先
生.•
：:
少
し
申
上
げ
た
い
事
が
御
座
い
ま
す
の
。

費
何
で
す
、
奧
さ
ん!

ク
ラ
リ
ッ
セ
ア
ノ
ウ
、
セ
ル
バ
ン
は
貴
方
を
典
獄
と
思
ひ
込
ん
で
ゐ
ま
す
の
ね?



騒
長 

エ
、
、あ
な
た
も
最
前
、
御
自
分
で
御
き
ゝ
に
な
っ
た
で
せ
う.

 

ク
ラ
リ
ッ
セ
で
す
か
ら.

か
う
し
た
ら
如
何
う
か
と
思
ひ
ま
す
の
。

貴
方
か
ら
あ
の
人
に
、
 

恩
赦
が
あ
っ
て
自
由
の
身
體
に
な
っ
た
と
仰
言
っ
て
戴
け
ま
し
た
ら
…
… 

醫
長
フ
ム-

そ
り
や
良
い
考
へ
で
す
な
ア-

左
樣!
-

何
故
も
っ
と
早
く
私
が
こ
れ
に 

氣
か
っ
か
な
か
つ
た
か
し
ら?

ク
ラ
リ
ッ
セ
ネ
エ
、
先
生
、
や
っ
て
見
て
戴
け
ま
す
——
?

醫

長

工

、
、
確
か
に
、
 

頗
る
良
い
考
で
す-

一

つ
や
っ
て
見
ま
せ
う
。 

ク
ラ
リ
ッ
セ 

あ
の
い
ゝ
え-

今
日
の
中
に
や
っ
て
ゐ
たV
け
た
ら
と
思
っ
て
ま
す
の
。 

醫
長
今
日
の
中
に-

？

ク
ラ
リ
ッ
セ 

エ

、-

そ
う
す
り
や
、
す
ぐ
に
旅
行
に
も
出
ら
れ
ま
す
わ-
-

さ
う
ぢ
や
御
座 

い

ま

せ
-

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內 

ニ
ニ
九



サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內 

-P
C

醫
長
今
日
の
中
に
ネ-

フ
ム!

ク
ラ
リ
ッ
セ
で
も
——

先
生
御
自
分
で
仰
言
っ
た
ぢ
や
御
座
い
ま
せ
ん
の?

今•

ヂ
ッ
と
部 

皇
で
お
と
な
し
く
し
て
居
る
っ
て-

駄
目
で
せ
う
か-

？

醫
長
駄
目
な
事
は
あ
り
ま
す
ま
い
が
ね-

ク
ラ
リ
ッ
セ
で
は
先
生.

醫
長
貴
女
は
ま
た
昂
奮
な
さ
っ
て
ゐ
ま
す
ね
、
奧
さ
ん-

ク
ラ
リ
ッ
セ
イ
、
エ
—!

イ
、
エ!
!

妾
ち
っ
と
も
昂
奮
し
て
は
居
り
ま
せ
ん
わ
——

そ
れ
と
も 

妾
が
餘
り
あ
の
人
を
思
ひ
す
ぎ
る
ん
で
、
變
に
お
思
ひ
に
な
っ
て
る
ん
ぢ
や
御
座
い
ま
せ
ん 

の-

？

醫
長
そ
ん
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん!

ク
ラ
リ
ッ
セ
あ
の
人
が
良
い
方
に
向
い
て
く
れ
た
ら
と
思
っ
て
る
氣
持
も
分
っ
て
下
さ
い
ま



of«

・
長
エ
、、
そ
り
や
當
然
の
事
で
す
も
の!
 

私
共
に
し
た
っ
て.
 

ク
ラ
リ
ッ
セ
そ
れ
な
ら
——
や
れ
る
だ
け
は
や
つ
て
見
よ
う
ぢ
や
御
座
い
ま
せ
ん
か.
 

〇
長
そ
り
や
、
私
共
の
義
務
で
も
あ
り
、
責
任
で
も
あ
り
ま
す!
 

ク
ラ
リ
ッ
セ
ー
分
間
一
分
間
が
私
達
に
は
大
切
で
す!

醫
長
さ
う
で
す
と
も-

で
は
如
何
い
ふ
風
に
し
た
ら
良
い
と
御
考
へ
で
す
な?
 

ク
ラ
リ
ッ
セ
あ
の
人
の
部
屋
へ
行
っ
て
、
恩
赦
が
あ
っ
た
か
ら
、
と
貴
方
が
仰
言
れ
ば
よ
ろ
し 

い
で
せ
う
。
貴
方
を
ー
も
二
も
な
く
典
獄
だ
と
思
ひ
込
ん
で
居
る
ん
で
す
か
ら
、
貴
方
の
言 

ふ
事
な
ら
信
す
る
で
せ
う
し
、
職
掌
柄
命
令
す
れ
ば
、
承
知
致
し
ま
せ
う
。
そ
れ
か
ら
自
分 

の
服
を
着
て
ね
、
い
ゝ
で
す
か
、
看
護
人
と
一
緖
に
旅
に
出
る
ん
で
す
。
さ
う
な
れ
ば
、 

次
第
に
病
的
な
觀
念
を
克
服
し
ま
せ
う
し
、
お
そ
ら
く
全
快
す
る
で
せ
う
—I

い
か
い
で 

サナトリウム庭園內 

一

四I



サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內 

一
四
二

す
、
先
生?

觸
長 

フ
ム
、
ち
や
ア.

向
ふ
へ
行
く
の
は
止
め
て
、
こ
つ
ち
へ
呼
び
に
や
り
ま
せ
う
。
で
私 

は
書
類
を
見
乍
ら
、
恩
赦
の
件
を
讀
ん
で
き
か
せ
て
や
り
ま
せ
う.

ど
う
で
す
な?

第

六

場
ミ
ヒ
エ
ル
、
醫
長
、
ク
ラ
リ
ッ
セ

ミ
ヒ
エ
ル 

御
免
な
す
っ
て
、
先
生
。
患
者
セ
ル
バ
ン
が
庭
に
出
た
い
と
言
っ
と
り
ま
す
が!

—
 

看
護
人
が
言
ふ
に
は
、
患
者
は
急
に
部
屋
に
ゐ
る
の
が
嫌
に
な
っ
た
さ
う
で
ご
ぜ
え
ま
す
ん 

で
…
…



醫
長
ヂ
ヤ
ア
、
外
に
出
し
て
や
れ!

ミ
ヒ
エ
ル
畏
り
ま
し
た
、
醫
長
樣!
(

急
ぎ
去
る)

醫
長
そ
れ
か
ら!
I

ミ
ヒ
エ
ル-
-

看
護
人
に
さ
う
言
っ
て
下
さ
い
、
セ
ル
バ
ン
君
を
こ
、 

へ
つ
れ
て
き
て
く
れ
っ
て
——

一
寸
話
が
あ
る
か
ら!

ミ
ヒ
エ
ル(
叫
ぴ
返
す)
畏
り
ま
し
た
、
醫
長
樣!

第

七

場

醫
長
、
ク
ラ
リ
ッ
セ

§
 
(

ク
ラ
リ
ッ
セ
に)
さ
あ
、
運
命
の
神
の
仰
せ
に
從
っ
て
、
貴
女
の
計
畫
を
や
っ
て
み
る 

サナト
ザウム庭園內 

一 q

三



サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內 

一
四
四

事
に
な
り
ま
し
た
よ
。

ク
ラ
リ
ッ
セ
ど
う
ぞ
、 
う
ま
く
行
き
ま
す
樣
に
。

醫
長
成
功
さ
せ
た
い
も
の
だ!

ク
ラ
リ
ッ
セ
そ
し
た
ら
、
妾
ほ
ん
と
う
に
幸
福
で
す
わ
…
…
連
も
迎
も
口
で
は
言
へ
な
い
程
、 

幸
福
で
す
わ
。

S
 

さ
う
で
せ
う
と
も̂
-
1

私
共
皆
ん
な
に
と
っ
て
非
常
な
喜
び
で
す
よ
。(
昂
奮
し
た 

間)
ウ
ン-
そ
れ
か
ら
ま
だ
、
書
類
だ.
.

ク
ラ
リ
ッ
セ(
短
氣
に)
な
ん
の
書
類
で
す
っ
て?

B
A
恩
赦
を
讀
み
聽
か
せ
て
や
る
書
類
で
す
よ
——
 

ク
ラ
リ
ッ
セ
何
か
紙
が
一
枚
あ
れ
ば.

爵
長(
ポ
ケ
ッ
ト
を
探
す)
ア
ッ
、
ひ
る
前
の
報
吿
書
が
あ
る
——

こ
れ
で
問
に
合
ふ
だ
ら
う
。



ク
ラ
リ
ッ
セ 

エ

—

結
構
で
す
わ
。(

短
い
間) 

B
長
落
着
い
て
下
さ
い
よ!
!

ヂ
ツ
と!

ク
ラ
リ
ッ
セ
ハ
イ-

ヂ
ツ
と.
.

私
達
は
落
着
い
て
ゐ
な
き
や
い
け
ま
せ
ん
わ
ね
。

(

間) 

醫
長 

も
う
や
っ
て
來
ま
す
—

さ
あ
落
着
い
て
ゐ
ま
せ
う
、
本
當
こ
。

ク
ラ
リ
ッ
セ
大
丈
夫
で
す
。
妾
落
着
い
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
妾
溫
和
し
く
し
て
居
り
ま
す
か
ら
、
 

先
生!

(

短
い
間
、
黃
昏
迫
る)

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內

ー
四
五



サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
庭
園
內 

ー
四
六

第

八

場セ
ル
バ
ン
、
 

看
護
人
、
 

醫
長
、
ク
ラ
リ
ッ
セ

セ
ル
バ
ン(

登
場
、幾
分
昂
奮
の
體
、
う
や
う
や
し
い
態
度
で
醫
長
の
前
に
立
止
り
、
短
く
御
辭 

儀
す
る)

S
A
 
(

そ
の
傍
に
立
っ
て
ゐ
る
、
短
い
間)

S

 

囚
人
二
十
七
號
、申
渡
す
件
が
あ
つ
て,

君
を
呼
び
よ
せ
た
ん
だ
が
、
わ
し
の
言
ふ
事
が 

分
る
だ
ら
う
ね?

セ
ル
バ
ン
ハ
イ
、
所
長
樣
。



農
嬉
し
い
話
だ!

注
意
し
て
き
ゝ
た
ま
へ
。
わ
し
は
規
則
通
り
、君
の
こ
の
刑
務
所
に
居 

る
間
の
素
行
に
つ
い
て
當
局
へ
報
吿
を
し
て
お
い
た
が
、
君
に
つ
い
て
は
、
良
い
事
、
、 

に
値
す
る
事
以
外
に
は
別
に
惡
い
事
を
書
く
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
報
吿
が
今
、
大 

變
い
、結
果
と
な
っ
て
、
こ
ゝ
に
あ
る
樣
な
書
面
を
受
取
つ
た
が
、
そ
れ
と
い
ふ
の
は
、
本 

所
に
お
け
る
君
の
非
難
の
餘
地
な
き
素
行
及
び
君
の
精
勵
格
勤
の
故
に
….
：(
書
類
を
見
る) 

左
樣 

で-
君
の
刑
期
の
殘
り
は
今
日
か
ら
消
失
し
て
し
ま
っ
た
と
言
ふ
譯
だ
。
分
つ 

た
カ
ね
、
ゲ
オ
ル
ク
・
セ
ル
バ
ン?

今
日
か
ら
君
は
囚
人
二
十
七
號
ぢ
や
な
い
——
君
は 

自
由
の
體
に
な
っ
た
の
だ-
併
し
乍
ら
、
や
は
り
ま
だ
ま
だ
今
ま
で
の
看
護
人
に
附
添
つ 

て
貰
は
ね
ば
な
ら
ん
詰
り
看
守
に
ね:
：:
だ
が
君
は
釋
放
さ
れ
た
ん
だ
よ
——

分
っ
た 

か
ね?

セ
ル
バ
ン(
鈍
く)
イ
、
エ!
 

サ
ナ
ト
リウム庭園內

一
四
七



サ
ナ
トリウム庭園內 

一四ハ 

麝
長
君
は
恩
赦
を
受
け
た
ん
だ
よ
——
自
由
に
な
っ
た
ん
だ
よ
——
こ
、
を
出
て
っ
て
い
ゝ
ん 

だ
、
分
っ
た
か
ね?

セ
ル
バ
ン 

イ
、
エi

私
に
は
分
り
ま
せ
ん
。

醫長 

今
日
か
ら
は
も
う
君
は
二
十
七
號
ぢ
や
な
い-

又
も
と
の
ゲ
オ 
ル
ク
・
セ
ル
バ
ン
な
の 

だ!

君
の
刑
期
は
免
除
さ
れ
た
ん
だ
よ
—— 

セ
ル
バ

ン(
次
第
に
高
ま
る
激
情
を
以
て)
違
ひ
ま
す!

違
ひ
ま
す!

貴
方
は
私
を
ど
う
し 

よ
う
と
云
ふ
ん
で
す?

こ
ん
な
馬
鹿
げ
f:
噓
を
何
故
言
ふ
ん
で
す?

§
 

マ
ア
、
聞
き
給
へ
——

セ

ル

バ

ン

私
は
囚
人
二
十
七
號
で
す
—!

そ
し
て
私
は
い
つ
ま
で
も
囚
人
二
十
七
號
な
ん
で
す 

j-i
‘ハ刀 »9 

力 !

8
長
君
は
恩
赦
を
受
け
た
ん
だ
よ
——



セ
ル
バ
ン
ヘ
エ
——
?
 

一

體
誰
が
私
を
赦
し
た
ん
で
す
、
誰
が?

私
を
赦
す
權
力
を
持
つ 

た
人
は
一
人
も
居
り
ま
せ
ん
—

私
の
犯
し
た
罪
に
は
恩
赦
は
望
ま
れ
な
い
の
で
す-

私 

の
知
っ
て
る
の
は
罪
滅
し
だ
け
、
罪
滅
し
だ
け
、
さ
う
で
す
、
無
限
の
罪
滅
し
だ
け
で
す
。 

——

恩
赦
な
ん
ぞ
知
り
ま
せ
ん!

(

狂
暴
に)

私
に
は
恩
赦
な
ん
か
な
い.••
：•
私
は
こ
、
か 

ら
出
て
は
行
か
れ
な
い
ん
だ
…
…

器
長
そ
れ
で
も
わ
し
は
云
ふ
ぞ
。
さ
う
し
た
方
が
、
い
や
君
は
さ
う
し
な
け
れ
ば
—
— 

セ
ル
バ
ン
違
ふ
、
違
ふ
、
違
ふ!

何
處
に
居
る!
!

私
を
處
刑
し
た
裁
判
官
は
——

あ
の
人 

が
居
な
く
ち
や
駄
目
だ!

あ
の
人
が
私
に
自
由
だ
、
と
言
ふ
の
な
ら
、
信
じ
ま
す
〇 

翳
畏
君
の
裁
判
官
と
い
ふ
の
は
一
體
誰
だ
っ
た
ね?

セ
ル
バ
ン
私
は
知
っ
て
ま
す
。
そ
し
て
全
て
の
惡
い
、
殘
虐
な
人
間
共
は
、
彼
を
知
っ
て
居
て 

怖
が
っ
て
居
ま
す:

：
：

サ
ナ
トy

ユ
ウ
ム
庭
園
內 

一
四
九



サ
ナ
ト
リ
ュ
ウ
ム
庭
園
內 

ー

五
〇

§

 

君
は
病
氣
だ
ね
。
ゲ
オ
ル
ク
・
セ
ル
バ
ン
、
熱
が
あ
る
ね
——
 

セ
ル
バ
ン 

エ 

、-

併
し
あ
の
人
は
私
が
自
由
だ
と
は
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
決
し
て
云
ひ
ま 

す
ま
い-

ど
ん
な
事
が
あ
ら
う
と
、
 

何
時
に
な
ら
う
と-

(

よ
り
落
着
い
て)

ど
ん
な
事 

が
あ
ら
う
と
、
何
時
に
な
ら
う
と.

翳
長
わ
し
は
君
を
ど
う
し
た
ら
良
い
ん
だ?
 

君
の
爲
の
席
は
も
う
此
處
に
は
な
い
ん
だ
。 

君
は
出
て
ゆ
か
な
き
や
な
ら
な
い
。

セ
ル
バ
ン

そ
ん
な
事
は
許
さ
れ
ま
せ
ん!
!

で
き
ま
せ
ん
。

S

わ
し
の
命
令
だ
。
服
從
せ
ね
ば
な
ら
ん!

(

看
護
人
に)

連
れ
て
行
っ
て
く
れ!

I
A
 
(

セ
ル
バ
ン
の
方
へ
步
み
寄
る)

セ
ル
バ
ン(

後
退
り
す
る)

イ
ヤ
だ
——

イ
ヤ
だ
っ
た
ら
…
…
刑
罰
を
充
分
に
受
け
る
ん
だ:

：
： 

s
k
a
典
獄
さ
ん
の
言
ひ
つ
け
で
す
。
反
對
し
た
ら
い
け
ま
せ
ん!

サ
ア
行
き
ま
せ
う
。



(
腕
を
摑
む)

醫
長
サ
ア
、
行
き
給
へ
。

セ
ル
バ
ン
イ
ヤ
—
イ
ヤ!
—
苦
し
め
な
い
で
下
さ
い!
(

身
を
振
切
っ
て
、
木
に
と
び
つ
き 

幹
に
か
ら
み
つ
く)

看
護
人
サ
ア
、
行
き
ま
せう

一
~

セ
ル
バ
ン
放
っ
と
い
て-

放
っ
と
い
て-
-
弄
め
な
い
で
下
さ
い
。
罪
滅
し
を
さ
せ
な
い
な 

ん
て
、
私
が
ー
體
あ
な
な
方
に
何
を
し
た
と
云
ふ
ん
で
す
…
：-?

〇
長
コ
レ
コ
レ
、
ゲ
オ
ル
ク
・
セ
ル
バ
ン
——

セ
ル
バ
ン
私
は
囚
人
二
十
七
號
で
す

ク
ラ
リ
ッ
セ(
聲
高
に
呼
ぶ)
グ
オ
ル
ク
、
ゲ
オ
ル
ク
、
私
と
一
緖
に
い
ら
っ
し
や
い
。

セ
ル
バ
ン
幽
靈
だ
——

幽
靈
だ 

サ
ナ
ト
リ
ュ
ウ
ム
庭
園
內

ア
ッ
チ
へ
行
け..

ア
ッ
チ
へno



サナト
リ
ュ
ウ
ム
庭
園
內 

J

五二 

ク
ラ
リ
ッ
セ
妾
よ.

ク
ラ
リ
ッ
セ
よ!
 

妾
と
一
緖
に
行
き
ま
せ
う
。 

セ
ル
バ
ン
う
る
さ
く
し
な
い
で
下
さ
い-

何
故
、
皆
し
て
私
を
苦
し
め
る
ん
で
す
ワ• 

S
 

マ
ア
、
氣
を
落
付
け
給
へ.

8
A
 
何
に
も
す
る
譯
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
よ
…
…

クラリッセ 

も
う
何
時
ま
で
も
こ
の
ま
、な
ん
で 
せ
う
か
。

S
 

私
た
ち
は
行
っ
た
方
が
よ
さ
さ
う
で
す
な
。

クラリッセ 

エ
、、
エ 
、、 
妾
も
う
歸
り
ま
す
わ-

ゲ
オ 
ル 
ク;
一・； 

セルバン 

あ
の
幽
靈
を
追
拂
っ
て
下
さ
い
よ
。

S

さ
あ
行
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

クラリッセ 

可
愛
想
な
ゲ
オ
ル
ク
。

醫
長(
看
護
人
に)
患
者
に
氣
を
つ
け
て
く
れ
給
へ
。



看
護
人
畏
り
ま
し
た
、
醫
長
樣
。

〇
畏(
ク
ラ
リ
ッ
セ
の
腕
を
取
る)
今
は
落
着
か
せ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん-

參
り
ま
せ
う
。 

クラリッセ 

マ
ア
、
怖
ろ
し
い-

(
退
場)

•

第

九

場 

'

看
護
人
セ
ル
バ
ン

I
A
 
(
一
寸
間
を
お
い
て
、
セ
ル
バ
ン
に)
さ
あ
…
…
氣
分
は
ど
う
で
す
ね?
(

間)
少
し 

は
よ
う
な
っ
た?
 

工
、?
(

短
い
間)
又
部
屋
へ
歸
り
や
せ
う
か?
(
間)
み
ん
な
去
っ 

サナトリュウ
ム
庭
園
內 

ー五三



サ
ナ
ト
リ
ュ
ウ
ム
庭
園
內 

一
五
四 

ち
や
い
ま
し
た
よ
——

テ
ア
、
と
も
か
く
ベ 

ン
チ 

へ
 

か
け
や
せ
う
。
(

間)

二
十
七
號.

 

あ
の
ね
え
。

セ
ル
バ
ン
放
っ
と
い
て•••
：•
邪
魔
し
な
い
で
下
さ
い
。

看
臨
人 

邪
魔
す
る
ん
ぢ
や
な
い
で
が
す
よ.
：
…
サ
ア
、
こ
、
へ
來
て
ベ
ン
チ
へ
か
け
な
さ
い 

.

あ
な
た
隨
分
昂
奮
し
て
居
や
し
た
よ.
.

休
息
し
な
き
や
な
り
ま
せ
ん.
.
 

セ
ル
バ
ン(

小
聲
で)

エ

、.

休
息
と!
(

身
を
支
へ
る
樣
に
し
て
ゐ
た
が
、
ガ
ッ
ク
リ
と
べ 

ン
チ
に
腰
を
下
ろ
す)

8
A
 

晚
飯
は
こ
、
で
や
り
ま
す
か
、
(

間)

そ
れ
と
も
部
屋
で?

(

間)

二
十
七
號
——

返 

事
し
な
せ
え
。

セ
ル
バ
ン(

ユ
ツ
ク
リ
點
頭
く-

そ
れ
か
ら)

う
ん
〇

8
A
 

こ
れ
か
ら
行
っ
て
、
食
事
の
支
度
を
し
て
…
…
そ
れ
か
ら
貴
方
を
よ
び
に
來
ま
す
よ
…



•••
よ
ろ
し
い
か
ね?

(

間)

ぢ
や
行
っ
て
直
ぐ
よ
び
に
來
ま
す
よ
…
…
聽
い
て
る
の
か
ね:. 

…
そ
れ
で
い
、
の
か
ね?

(

短
い
間)

セ
ル
バ
ン(

無
調
子
で)

エ

、
〇

i
A
 

ヂ
ャ
此
處
に
居
て
待
っ
て
ゝ
下
さ
い
よ
….
:

分
っ
た?

セ
ル
バ
ン
エ
、
。

SK
人 

ヂ
ヤ
、
サ
ヨ
ナ
ラ
、
二
十
七
號!

(

退
場)

セ
ル
バ
ン
サ
ヨ
ナ
ラ.

サ
ナ
ト
リ
ュ
ウ
ム
庭
園
內

一
五
五



サ
ナ
ト
リ
ュ
ウ
ム
庭
園
內 

第

十

場
セ
ル
バ
ン
獨
り

-
五
六

セ
ル
パ
ン(

全
く
無
感
覺
な
樣
子
で
坐
っ
て
前
を
見
つ
め
る
。
暫
く
し
て
頭
を
ケ
イ
レ
ン
さ
す 

——

邊
リ
を
見
廻
す
—
I

空
ろ
な
笑
み
が
表
情
を
か
す
め
る
〇
兩
腕
を
動
か
す
——

防
ぐ
様 

な
恰
好
で
頸
を
摑
む
——

空
が
赤
く
な
る)

イ
ヤ
・：•:

お
れ
に
は
出
來
な
い.
：
…
駄
目
だ!
 

の
け
ろ:

：:

目
に
見
え
な
い
い
や
な
手
を!

あ
れ
が
彼
奴
を
射
殺
し
だ
ん
だ!

押
へ
っ 

け
な
い
で
く
れ.

さ
う
冷
酷
に.
.

お
れ
を
自
由
に
し
て
く
れ!

——

放

し

て
!
—
(

見 

え
ぬ
手
と
鬪
ふ)

ど
う
し
ょ
う
て
ん
だ
い!
 !

オ

、
、
サ
ア
貴
樣
を
や
っ
つ
け
る
ぞ!

——



お
れ
ア
隨
分
戰
っ
て
來
た
ん
だ
ぞ
——
敵
對
す
る
力
と-
-

俺
ア:••
：(
咽
喉
を
ゴ
ロ
ゴ
ロ 

な
ら
し
、
せ
わ
し
な
く
頸
を
摑
む)
ど
う
し
て
も
俺
を
絞
め
殺
さ
う
て
ん
だ
な-

俺
も
貴 

樣
を-
-
(
地
面
へ
投
げ
つ
け
る
樣
な
動
作
を
す
る
——

地
中
に
お
し
込
み
で
も
す
る
樣 

に
、
躍
上
っ
て
見
え
な
い
相
手
を
兩
足
で
踏
つ
け
る
。
疲
れ
て
ベ
ン
チ
に
身
を
沈
め
る
—
 

(
間)

第
十
一
場

ダ
ニ
エ
—
リ
、
セ
ル
バ
ン

ダ
ニ
エ
—り
(
黃
昏
の
中
に
、
幽
靈
の
樣
に
木
の
幹
か
ら
ソ
ッ
と
は
な
れ
る
、
疲
れ
切
っ
た
男 

サナ
ト
リ
ュ
ウ
ム
庭
園
內 

一五七



サ
ナ
ト
リ
ュ
ウ
ム
庭
園
內 

ー
五
八 

の
上
か
ら
身
を
屈
め
る)

ホ
ウ
・
こ
ゝ
に
居
た
か
——

我
輩
は
君
を
探
し
て
を
っ
た
の
だ
。 

セ
ル
バ
ン
公
平
な
る
裁
判
官!

ダ
ニ
エ
ー
り
ウ
ン-
-

裁
判
官!

わ
し
の
來
る
の
を
知
っ
て
ゐ
た
筈
だ
。

セ
ル
バ
ン
あ
な
た
を
待
っ
て
た
ん
で
す
〇

ダ
ニ
エ
—
リ
大
分
前
か
ら
君
を
探
し
て
を
っ
た
——

百
年
も
前
か
ら
な
。

セ
ル
バ
ン 

ほ
ん
の
一
時
で
す
ね
。
(

間)

ダ
ニ
エ-

り
(

セ
ル
バ
ン
の
側
に
坐
す)

君
に
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
事
が
あ
る
。 

セ
ル
バ
ン
も
う
み
ん
な
伺
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
よ
——

も
う
仰
云
る
事
は
ま
い
筈
で
す
。 

ダ
ニ
エ
—
り

い

や!
 

大
き
な
秘
密
が!

セ
ル
バ
ン(

機
械
的
に)

ヘ
エ
、
・
•••:

大
き
な
秘
密
が!

ダ
ニ
エ
ー
り
君
に
そ
れ
を
言
ふ
為
に
こ
ゝ
へ
出
て
來
た
と
言
ふ
わ
け
だ
。



セ
ル
バ
ン
何
の
御
用
で
す?

ダ
ニ
エ
—
り
そ
れ
に
世
間
の
連
中
が
我
輩
を
こ
ゝ
へ
連
れ
て
來
た
の
だ.

目
先
き
の
見
え
な 

い
連
中
が.

ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ.
.

.

セ
ル
バ
ン
何
の
御
用
で
す?

ダ
ニ
エ
—
り
大
き
な
秘
密
だ.

.
 

默
つT
居
る
事
が
で
き
る
か
な
あ?
 

セ
ル
バ
ン
あ
な
た
が
命
令
す
る
——

な
ら
服
從
し
ま
せ
う
。

ダ
ニ
エ
ー
り
ウ
ン!
!

さ
う
な
く
ち
ゃ
な
ら
ん
。
我
輩
が
何
者
だ
か
、
知
っ
と
る
な?
 

セ
ル
バ
ン
賢
明
な
る
裁
判
官
で
す
。

ダ
ニ
エ-

リ

ウ

ン

、
裁
判
官
だ
。

君
を
信
用
し
て
怖
ろ
し
い
發
見
を
云
っ
て
聞
か
せ
よ
う 

君
は
知
る
權
利
を
持
つ
と
る
—I

又
そ
れ
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。

セ
ル
バ
ン
聞
き
ま
せ
う
。

サ
ナ
ト
リ
ュ
ウ
ム
庭
Kii
內

一
五
九



サ
ナ
ト
リ
ュ
ウ
ム
庭
園
內 

ニ
ハ
〇 

ダ
ニエ

.
・

り
(

昂
奮
し
て)

そ
れ
は
大
眞
理
で
あ
る
。
冷
酷
な
眞
理
で
あ
る
—

君
は
我
輩
が
こ 

の
眞
理
を
擔
ふ
の
を
手
助
け
せ
ね
ば
な
ら
ん
。

セ
ル
バ
ン
あ
な
た
が
命
令
す
る
な
ら
服
從
し
ま
せ
う
。

ダ
ニ
エ
—
り
そ
の
眞
理
は
我
輩
が
發
見
し
た!

——

そ
の
眞
理
は
則
ち.

さ

あ

聞
く
が
良 

L !
セ
ル
バ
ン
ハ
ア!

ダ
ニ
エ
—
り
(

嚴
か
に)

凡
そ
正
義
な
る
も
の
は
存
狂
せ
ず!

セ
ル
バ
ン
し
か
し.

ダ
ニ
エ
—
リ
分
ら
ん
か
な
、
凡
よ
正
義
な
る
も
の
は
存
狂
せ
ず!

正
義
と
言
ふ
司
直
の
マ
ン 

卜
の
中
に
か
く
れ
て
あ
る
も
の
は
僞
だI 

セ
ル
バ
ン
ヂ
ヤ
ア
私
は
…
…



ダ
ニ
エ
—
り 

然
り•

君
も
犠
牲
者
の
一
人
で
あ
る
。
然
る
が
故
に,

我
輩
は
君
に
今
釋
放
を
宣 

言
す
る!

セ
ル
バ
ン
私
が
犠
牲
者
だ
っ
て-
-

ダ
ニ
エ
—
り

然

り

、
正
義
ほ
存
花
せ
ざ
る
が
故
に!

セ
ル
バ
ン(

恐
ろ
し
さ
う
に)

そ
し
て
——

あ
の
手
は.

.

ダ
ニ
エ"
・
り
笑
ひ
乍
ら)

あ
の
手
は
も
う
死
ん
だ!

セ
ル
バ
ン(

聲
高
に
叫
ぶ)

ち
が
ふ-

生
き
て
る!
(

重
荷
か
ら
解
放
さ
れ
た
か
の
様
に
ゆ
っ 

く
り
と
身
を
お
こ
し
、「
ク
ラ
リ
ッ
セ
」
と
囁
く
、
仰
向
け
に
倒
れ
る-

そ
し
て
死
ぬ) 

ダ
ニ
エ
—
り
(

嘲
笑
的
な
笑
を
う
か
べ
て
見
詰
め
る)

耐
へ
得
な
か
っ
た
の
だ
な!
I

眞
理
に!
 

(

間
、
木
を
ゆ
す
る
、
花
が
死
人
に
落
ち
か
、
る)

我
輩
は
他
の
弟
子
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら 

ん!

…
…
(

四
邊
を
見
廻
す)

や
っ
て
來
た
な!
 
!

も
う
遲
いI
彼
は
も
う
釋
放
の 

ナ
サ
ト
リ
ュ
ウ
ム
庭
園 

ー
六ー



サ
ナ
ト
ザ
エ
ム
庭
園
內
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去
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お

母

さ

ん

の

手

紙

南
の
國
の
海
岸
を
美
し
い
婦
人
が
散
步
し
て
を
り
ま
し
た
。
彼
女
は
日
に
て
り
か
い
や
く
景
色 

と
、
立
派
な
庭
園
に
さ
き
む
れ
て
ゐ
る
花
と
に
う
つ
と
り
見
と
れ
て
を
り
ま
し
た
。
し
か
し
時
 々

首
を
病
氣
の
胸
に
た
れ
て
ゐ
ま
す
。
彼
女
は
と
ほ
い
、
寒
い
北
國
の
町
に
住
ん
で
ゐ
る
自
分
の
小 

家
庭
を
想
っ
て
ゐ
る
の
で
し
た
。
こ
の
日
の
光
に
み
ちZ
\
K

國

で

一

緖
に
た
の
し
い
散
步 

を
す
る
た
め
に
、
愛
す
る
家
族
の
も
の
を
み
ん
な
で
き
る
な
ら
魔
の
力
で
ひ
き
よ
せ
て
も
み
た
い 

と
ね
が
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
病
氣
が
な
ほ
っ
た
ら
自
分
の
夫
と
長
女
の
リ
ラ
と
二
人
の
小 

さ
い
子
供
た
ち
と
共
に
、
又
此
處
へ
來
よ
う
と
心
の
中
で
き
め
て
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

お
ひ
る
頃
、
彼
女
は
家
に
歸
っ
て
、
も
う
娘
ざ
か
り
の
リ
ラ
に
美
し
い
な
が
い
手
紙
を
書
い
て 

わ
母
さ
ん
の
手
紙 

ニ
ハ
五



お母さんの手紙 

一六六 

午
後
の
散
步
の
時
に
親
し
く
投
网
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
家
に
歸
っ
て
、
自
分
の
部
屋
の
窓
か
ら 

靜
に
海
の
中
に
落
ち
ゆ
く
太
陽
の
美
し
い
光
景
を
心
ゆ
く
ば
か
り
味
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
す〇  

そ
の
と
き
、
突
然
、
め
ま
ひ
に
お
そ
は
な
た
か
と
思
ふ
と
、
彼
女
は
そ
の
ま
、卒
倒
し
て
し
ま
ひ 

ま
し
た
。
醫
師
が
來
た
時
に
は
已
に
こ
と
き
れ
て
を
り
ま
し
た
。
溫
泉
の
管
理
者
は
夫
に
あ
て
、 

す
ぐ
に
電
報
を
打
ち
ま
し
た
。
彼
は
妻
の
亡
骸
を
と
り
に
來
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

不
幸
な
夫
か
あ
ん
な
に
皆
を
可
愛
か
つ
て
く
れ
た
お
母
さ
ん
が
も
う
生
き
て
ゐ
な
い
と
子
共
た 

ち
に
吿
げ
た
時
は
心
を
か
き
む
し
ら
れ
る
樣
な
光
景
で
し
た
。
リ
ラ
は
む
せ
び
な
き
な
が
ら
二
人 

の
子
供
に
倒
れ
か
、
り
、
お
父
さ
ん
は
三
人
の
子
供
た
ち
を
だ
い
て
一
緖
に
泣
き
ま
し
た
。
こ
の 

な
げ
き
の
沈
默
は
ま
づ
一
番
小
さ
い
子
に
よ
っ
て
破
ら
れ
ま
し
た
。

『僕
、
お
母
チ
ャ
ン
を
見
る
ん
だ
。
お
母
チ
ャ
ン
をÄ
る
ん
ぞ
〇
』 

そ
し
て
、
三
人
の
子
供
は
、
又
か
な
し
さ
う
に
泣
き
始
め
ま
し
た
。
父
は
三
人
に
キ
ツ
ス
し
て



言
ひ
ま
し
な
〇
『
お
と
な
し
く
し
て
お
い
で
。
さ
う
す
れ
ば
、
又
お
母
さ
ん
に
會
へ
る
か
ら
ね
。
そ 

し
て
お
母
さ
ん
の
手
に
キ
ツ
ス
す
る
事
も
で
き
る
よ
。
け
れ
ど
も
、
お
母
さ
ん
に
話
し
か
け
て
は 

い
け
な
い
。
お
母
さ
ん
は
も
う
返
事
が
で
き
な
い
ん
だ
か
ら
ね
。
話
し
か
け
た
り
す
る
と
、
お
母 

さ
ん
は
悲
し
む
よ
。
で
も
お
母
さ
ん
は
今
で
も
、
あ
そ
こ
で
い
ろ-
^

心
配
し
て
お
前
た
ち
の
こ 

と
を
想
っ
て
ゐ
る
の
だ
よ
。
だ
か
ら
、
お
父
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
行
っ
て
お
母
さ
ん
を
家
に
つ
れ
て 

來
る
か
ら
ね
。
リ
ラ
姉
さ
ん
が
一
緖
に
ゐ
て
お
前
た
ち
の
面
倒
を
み
て
く
れ
る
よ
〇
』 

さ
う
言
っ
て
、
彼
は
子
供
た
ち
に
キ
ッ
ス
し
て
、
大
切
な
亡
骸
の
あ
る
國
へ
と
急
ぎ
ま
し
た
。 

彼
は
夜
中
乘
り
つV

け
、

一
寸
も
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
は
た
え
ず
ひ
い 

く
車
輪
の
ゴ
ウ-
^
-
 

言
ふ
音
や
、
す
れ
ち
が
っ
た
列
車
の
ガ
タ<

言
ふ
響
の
中
に
、
あ
の
死
ん
だ
お
母
さ
ん
が
リ
ラ 

に
あ
て
、
出
し
た
手
紙
を
運
ん
で
ゆ
く
列
車
の
ひ
ヾ
き
も
聽
い
て
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
彼
は
自 

分
の
妻
の
亡
骸
を
見
た
時
に
は
何
と
も
言
ひ
や
う
の
な
い
悲
し
み
に
と
ら
は
れ
ま
し
た
。
丁
度
手 

お
母
さ
ん
の
手
紙 

】
六
七



わ
母
さ
ん
の
手
紙 

一
六
八 

折
ら
れ
た
薔
薇
の
や
う
に
、
彼
女
は
他
の
花
の
間
に
橫
た
は
っ
て
を
り
ま
し
た
。
彼
は
棺
に
ふ
た 

を
さ
せ
、
遠
く
旅
立
っ
て
し
ま
つ
た
お
母
さ
ん
を
子
供
た
ち
の
所
へ
っ
れ
か
へ
る
た
め
棺
と
共
に 

其
處
を
出
發
致
し
ま
し
た
。
彼
が
こ
の
悲
し
い
仕
事
を
し
て
ゐ
る
間
に
、
家
で
は
リ
ラ
が
母
親
に 

死
に
わ
か
れ
た
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
優
し
い
心
を
く
だ
い
て
ゐ
た
の
で
あ
り 

ま
す
。
そ
の
時
突
然
ド
ア
を

7:
ゝ
く
音
が
し
ま
し
た
。

リ
ラ
が
あ
け
る
と
郵
便
配
達
夫
が
立
っ
て 

を
り
ま
し
た
。
リ
ラ
は
一
通
の
手
紙
を
受
取
り
ま
し
た
。
そ
の
手
紙
は
、
も
う
遠
く
旅
立
っ
て
し 

ま
っ
だ
母
か
ら
の
で
あ
り
ま
し
た
。

娘
は
小
さ
な
弟
妹
を
床
に
就
か
せ
、
子
供
た
ち
の
床
の
傍
に
す
わ
っ
て
、
蠟
燭
の
光
で
死
ん
だ 

お
母
さ
ん
の
最
後
の
手
紙
を
讀
み
は
じ
め
ま
し
た
。
あ
の
遠
い
世
界
か
ら
お
く
ら
れ
た
手
紙
を
開 

い
た
時
に
は
、
彼
女
の
心
臟
は
は
げ
し
く
う
ち
ふ
る
へ
、
優
し
い
も
う
か
へ
っ
て
來
な
い
お
母
さ 

ん
の
最
後
の
手
紙
を
讀
ん
だ
時
に
は
、
淚
は
止
め
ど
な
く
ほ
ゝ
を
っ
た
ひ
ま
し
た
。
し
か
し
、
手



/
 C

す
卷C
冃
剎
ろ=
司
ん+
ハ用 
に
伫
』迎
ピ
よR

と
祈
く
仃
、
を 
て
六Kd

まI
六 
I

力I

紙
の
中
に
は
、
未
だ
生
き
て
ゐ
る
お
母
さ
ん
が
、
自
分
の
長
女
に
あ
て
、
次
の
や
う
に
書
い
て
ー 

だ
の
で
あ
り
ま
す
〇

—I

私
の
可
愛
い <
 
娘
よ
。

遠
い̂
•

あ
ま
り
遠
い
の
で
、
お
前
に
は
其
處
が
ど
ん
な
所
だ
か
想
像
も
つ
か
な
い
や
う
な
ー 

い
お
國
か
ら
、 
お
母
さ
ん
は
こ
の
手
紙
を
お
前
に
送
り
ま
す
。
し
か
し
、
身
體
は
ど
ん
な
に
遠 

は
な
れ
て
ゐ
て
も
、
私
の
心
は
や
っ
ぱ
り
お
前
の
所
に
ゐ
る
の
で
す
。
私
は
今
ま
で
お
前
の
お 

さ
ん
と
し
て
小
さ
な
娘
の
お
前
に
手
紙
を
書
き
お
く
っ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
今
度
は
さ
う
で
は
«) 

ま
せ
ん
。
か
し
こ
い
、
い
ろ̂
^
心
配
し
て
く
れ
る
妹
に
何
か
賴
み
事
が
あ
る
時
に
書
く
や
う 

つ
も
り
で
お
前
に
こ
の
手
紙
を
書
き
お
く
る
の
で
す
。
私
に
は
一
つ
の
賴
み
事
が
、
大
事
な
ノ 

賴
み
事
が
あ
る
の
で
す
。
私
は
お
前
の
小
さ
な
心
が
こ
の
お
母
さ
ん
の
心
持
を
理
解
し
て
く
れ 

こ
と
も
、
そ
の
願
ひ
が
ど
ん
な
に
大
き
く
て
も
お
前
が
確
に
私
の
願
を
充
た
し
て
く
れ
る
と
云 

お
母
さ
ん
の
手
紙 

一
六
九

弓



お母さんの手紙 

一七〇 

事
も
信
じ
て
ゐ
ま
す
。
私
の
心
は
お
前
を
信
賴
し
愛
せ
ず
に
は
を
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
手
紙
を
書 

く
時
に
は
、
お
母
さ
ん
は
眼
に
淚
を
r:
め
て
お
前
の
事
を
思
つ
て
ゐ
る
の
で
す
。
ど
う
か
、
小
さ 

な
弟
や
妹
の
お
母
さ
ん
に
な
っ
て
下
さ
い
。面
倒
を
見
、敎
育
し
て
上
げ
て
下
さ
い
。
お
母
さ
ん
は 

こ
ん
な
に
遠
く
お
前
た
ち
か
ら
は
な
れ
て
ゐ
る
の
で
す
も
の
。
そ
し
て
此
處
を
立
っ
て
お
前
達
の 

斯
へ
も
ど
る
事
も
で
き
な
い
の
で
す
。
き
つ
い
い
ひ
つ
け
で
、
私
は
か
へ
る
事
を
と
め
ら
れ
て
ゐ 

る
の
で
す
。
私
は
、
こ
の
い
ひ
つ
け
を
よ
く
き
い
て
、
私
達
が
一
緖
に
ゐ
ら
れ
、
そ
し
て
仲
よ
く 

抱
き
合
ふ
事
の
で
き
る
日
ま
で
忍
耐
强
く
ま
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
日
が
何
時
か
來
る 

と
云
ふ
事
は
私
も
よ
く
知
っ
て
ゐ
ま
す
。
然
し
、
そ
れ
ま
で
は
私
も
お
前
た
ち
も
お
と
な
し
く
、 

正
し
く
、
く
ら
し
て
ま
っ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
う
で
な
い
と
、
何
も
か
も
お
ま
か
せ 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
あ
の
偉
大
な
主
が
私
達
が
再
び
會
ふ
と
云
ふ
か
ぎ
り
の
な
い
喜
を
お
許
し 

に
は
な
ら
ぬ
で
せ
う
。
だ
か
ら
、
私
の
大
切
な
子
よ
。
お
前
の
小
さ
な
弟
妹
を
よ
く
面
勁
み
て
や



っ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
み
ん
な
が
良
い
子
で
あ
る
や
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
お
前
た
ち
が
本
當 

に
良
い
子
で
あ
っ
た
な
ら
、
お
父
さ
ん
と
一
緖
に
こ
の
私
の
ゐ
る
國
へ
來
る
事
が
で
き
る
で
せ
う 

こ
の
お
話
の
國
へ
。

こ
の
國
は
、
花
と
鳥
と
の
國
、
豊
か
に
水
の
さW
め
い
て
ゐ
る
國
、
美
し
い
山
あ
の
國
、
何
時 

も
太
陽
の
照
り
か
い
や
い
て
ゐ
る
國
で
す
。
こ
の
國
を
一
度
見
た
こ
と
の
あ
る
も
の
は
二
度
と
忘 

n
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
不
思
議
な
名
も
知
ら
ぬ
花
が
道
の
傍
に
咲
き
亂
れ
、
木
々
の
重
な
う 

合
っ
た
葉
が
小
道
の
上
に
た
れ
下
っ
て
ゐ
ま
す
。
そ
し
て
木
〃
の
中
で
は
鳥
が
噸
っ
て
ゐ
ま
すC  

こ
の
國
で
は
す
べ
て
の
も
の
が
お
祭
を
し
て
ゐ
る
や
う
で
す
。
花
も
木
も
鳥
も
そ
れ
に
生
命
が
な 

い
や
う
に
見
え
る
岩
さ
へ
も
さ
う
で
す
。
何
故
と
云
ふ
に
、
此
處
で
は
鳥
も
花
も
み
ん
な
が
顏
を 

光
に
向
け
さ
へ
す
れ
ば
美
し
い
輝
き
の
中
に
光
り
だ
す
か
ら
で
す
。

私
は
も
う
こ
の
かW
や
か
し
い
國
の
ど
ん
な
す
み
ず
み
を
も
た
づ
ね
て
み
ま
し
た
。
大
き
な
山 

お
母
さ
ん
の
手
紙 

一
七ー



お
母
さ
ん
の
手
紙 

一
七
二 

が
あ
っ
て
そ
の
樣
子
は
う
す
ぐ
ら
く
、
そ
し
て
そ
の
頂
上
の
雲
に
お
ほ
は
れ
て
ゐ
る
所
も
見
ま
し 

だ
。
こ
の
國
の
前
方
は
は
て
し
な
い
水
に
よ
っ
て
限
ら
れ
、
後
方
は
む
く
む
く
と
し
た
山
の
頂
に 

たい

よ
ふ
雲
に
よ
っ
て
か
ぎ
ら
れ
、
そ
の
雲
が
空
氣
の
境
を
さ
へ
も
ほ
の
ぐ
ら
く
限
っ
て
ゐ
る
や 

う
に
見
え
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
景
色
が
あ
る
の
で
、
こ
の
國
は
益
々
美
し
い
に
違
ひ
な
い
。
臥
は 

自
分
が
何
時
も
女
王
樣
で
あ
る
と
思
っ
て
ゐ
る
位
幸
福
で
す
。
花
た
ち
は
、
私
に
樂
し
い
こ
と
を 

用
意
し
て
ゐ
て
く
れ
る
や
う
に
み
え
ま
す
。
木
と
は
私
に
挨
拶
す
る
た
め
に
身
を
かV

め
て
ゐ
る 

や
う
に
み
え
ま
す
。
鳥
は
私
の
病
氣
で
惱
ん
で
ゐ
る
心
を
よ
ろ
こ
び
で
滿
た
す
為
に
歌
っ
て
ゐ
る 

や
う
に
思
へ
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
の
黃
金
色
の
太
陽
は
、
や
さ
し
い
ほ
ゝ
ゑ
み
で
、
私
を
幸
福
に 

す
る
た
め
に
か
い
や
い
て
く
れ
て
ゐ
ま
す
。
そ
の
幸
福
は
今
ま
で
に
決
し
て
味
つ
た
こ
と
の
な
い 

幸
福
で
し
た
。

こ
の
幸
福
は 

い
つ
か
み
ん
な
ー
緖
に
一
寸
の
間
で
な
く
、
長
い
間
こ
、
に
來
て
由
ま
う
と
云



— 0
或
帀
れ 

し
て
カ
切'd

 -
潮k

一
勺
け
咼
て
祈
く 
・
長
い
問
こ
、
に
凍
て
住
ま
う
と
云

ふ
事
を
は
っ
き
り
信
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
太
陽
は
も
っ
と̂
^
"

美
し
く
か
ヾ
や
く
で
せ
う 

何
故
な
れ
よ
、
太
陽
の
種
々
の
かV
や
き
は
、
き
っ
と
お
前
達
の
目
に
反
射
す
る
で
せ
う
か
ら
。 

鳥
は
も
つ
と{

樂
し
く
噸
る
で
せ
う
。
鳥
の
歌
は
お
前
た
ち
の
小
さ
な
？:
ま
し
ひ
に
反
響
を
呼 

び
お
こ
す
で
せ
う
か
ら
。
木
々
は
も
っ
と<

美
し
く
お
辭
儀
を
す
る
で
せ
う
。
木
な
は
き
っ
と 

お
前
達
を
見
て
よ
ろ
こ
ぶ
で
せ
う
か
ら
。
花

r:
ち
は
も
っ
と̂
^
•

優
し
く
匂
ふ
で
せ
う
。
花

f: 

ち
は
お
前
達
を
本
當
に
よ
ろ
こ
ば
さ
う
と
思
っ
て
お
互
に
競
爭
す
る
で
せ
う
か
ら
。
魚
さ
へ
も
お 

ど
ろ
い
?:
顏
を
し
て
深
い
海
の
底
か
ら
、
お
前
た
ち
を
見
よ
う
と
思
っ
て
浮
び
上
っ
て
來
る
で
せ 

う
。-

で
も
、
そ
の
日
が
來
る
ま
で
は
天
使
の
や
う
に
正
し
く
暮
し
て
ま
っ
て
ゐ
な
け
れ
は
な
り
ま 

せ
ん
。
さ
う
で
な
い
と
、
そ
の
日
は
き
っ
と
來
な
い
で
せ
う
か
ら
。
何
時
ま
で
も
光
り
か
字
や
く 

不
思
議
な
日
、
大
き
な
幸
福
と
永
久
に
變
ら
ぬ
喜
び
と
を
も
っ
て
き
て
く
れ
る
日
は
・
…:

。 

だ
か
ら
、
私
の
大
切
な<

子
よ
、
私
は
お
前
に
お
願
ひ
し
ま
す
。
ど
う
か
善
良
で
、
そ
し
て 

お
母
さ
ん
の
手
紙 

一
七
三



お
母
さ
ん
の
手
紙 

i

七
四 

お
前
の
小
さ
な
弟
妹
た
ち
が
い
つ
も
善
い
子
で
あ
る
や
う
に
氧
を
つ
け
て
下
さ
い
。
お

-©
さ
ん
の 

代
り
に
な
っ
て,

自
分
の
子
供
の
や
う
に
可
愛
が
っ
て
下
さ
い
。
私
は
た
く
さ
ん
の
祝
福
と
キ
ッ 

ス
と
を
遠
く
は
な
れ
て
ゐ
る
所
か
ら
お
前
に
お
く
り
ま
す
。
し
っ
か
り
し
て
、
私
が
お
尊
さ
ん
と 

し
て
ま
か
し
た
事
を
な
し
と
げ
て
下
さ
い
。
さ
う
す
れ
ば
き
っ
と
み
ん
な
ー
緖
に
く
ら
す
日
が
來 

る
に
ち
が
ひ
な
い
か
ら
。
き
っ
と
い
つ
ま
で
も
。 

• 

お
前
を
キ
ッ
ス
し
て
抱
く
、
遠
く0
母
よ
り-

リ
ラ
は
手
紙
を
讀
み
終
っ
て
、
彼
の
女
の
小
さ
な
弟
妹
の
ベ
ッ
ド
の
上
に
は
げ
し
く
泣
き
伏
し 

ま
し
た
。
そ
し
て
夜
の
し
ら
じ
ら
明
け
る
頃
、
父
が
も
う
返
事
も
し
な
い
唇
を
も
っ
た
お
母
さ
ん 

を
つ
れ
て
歸
っ
て
來
る
ま
で
忍
耐
ぶ
か
く
待
ち
つ
い
け
た
の
で
あ
り
ま
し
て
。 

お
父
さ
ん
は
子
供
た
ち
と
一
緒
に
む
せ
ぴ
泣
き
な
が
ら
棺
の
傍
に
た
ち
ま
し
た
。
リ
ラ
は
、
淚 

に
く
も
っ
た
眼
で
、
長
い
こ
と
婚
禮
の
服
に
つ
、
ま
れ
た
お
母
さ
ん
を
み
つ
め
て
を
り
ま
し
忆
。



——

そ
し
て
あ
の
永
遠
の
太
陽
の
光
り
か
ヾ
や
く
不
思
議
に
美
し
い
國
で
、
も
う
決
し
て
別
れ
る 

こ
と
な
く
、
二
人
の
子
供
た
ち
と
父
と
母
と
自
分
と
が
お
互
に
心
よ
り
愛
じ
合
っ
て
共
に
抱
き
合 

ふ
事
の
で
き
る
日
が
來
る
に
違
ひ
な
い
——

彼
女
は
こ
の
事
を
母
親
の
落
著
い
た
幸
福
さ
う
な
顏 

か
ら
は
っ
き
り
と
知
っ
た
の
で̂

り
ま
す
。

ご

ろ

つ

さ

ぢ

い

さ

ん

!

老
司
祭
の
語
っ
た
こ
と
——

私
が
未
だ
審
专
だ
っ
た
頃
、
休
暇
中
に
三
人
の
仲
間
と
一
緖
に
徒
步
旅
行
を
や
っ
た
こ
と
が 

あ
り
ま
し
た
。
村
と
村
と
の
間
は
非
當
に
距
離
が
あ
る
の
で
、
あ
る
教
區
に
ゆ
き
つ
く
に
は
、
隨 

分
步
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ご
ろ
つ
き
ぢ
い
さ
ん 

一
七
五



ご
ろ
つ
き
ぢ
い
さ
ん 

J

七
」、
 

道
は
バ
コ
ニ
イ
の
森
の
中
を
と
ほ
っ
て
ゐ
て
、
ひ
え
び
え
と
し
て
ゐ
て
お
ま
け
に
風
が
あ
り
ま 

し
た
〇
私
た
ち
は
マ
ン
ト
に
く
る
ま
っ
て
一
人
づ
、
あ
と
さ
き
に
な
っ
て
山
道
を
步
い
て
ゆ
き
ま 

し
た
が
、
人
氣
の
な
い
森
と
凍
て
つ
く
風
と
は
寒
さ
を
一
層
き
び
し
く
し
て
、
骨
の̂

に
迄
し
み 

と
ほ
る
や
う
で
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
深
い
森
で
掠
奪
に
で
か
け
る
三
人
の
追
剝
ぎ
の
や
う
に 

み
え
ま
し
だ
。
か
う
し
て
ま
る
一
日
步
い
て
夕
方
や
っ
と
荒
地
の
眞
中
に
立
っ
て
ゐ
る
屋
根
が
防 

ち
く
づ
れ
だ
居
酒
屋
に
行
き
つ
き
ま
し
だ
。
居
酒
屋
は
恐
し
く
大
き
な
樫
の
木
の
下
に
ち;r

こ
ま 

っ
て
立
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
そ
の
樫
の
木
は
ど
ん
な
に
天
候
が
惡
く
て
も
居
酒
屋
を
保
護
し
て
ゐ
た 

の
で
す
。
そ
こ
に
つ
い
た
時
に
は
、
太
陽
は
丁
度
山
の
彼
方
に
沈
み
、
ほ
こ
り
だ
ら
け
の
ラ
ン
プ 

が
こ
の
小
さ
な
料
理
屋
の
中
を
照
ら
し
て
ゐ
ま
し
た
。
ラ
ン
プ
の
後
に
は
主
人
が
坐
っ
て
ゐ
て
、
 

けV
ん
さ
う
に
私
た
ち
を
ジ
口 

が
め
ま
し
た
。

彼
は
穩
や
か
に
そ
し
て
叮
噂
に
挨
拶
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
ど
う
し
て
こ
、
へ
や
っ
て
來
た



か
を
話
し
、
ど
う
か
ー
晚
と
め
て
く
れ
と
熱
心
に
賴
み
ま
し
た
。
明
朝
は
早
く
お
き
て
旅
行
を
つ 

V
け
よ
う
と
思
っ
て
ゐ
た
の
で
す
。
主
人
は
椅
子
に
か
け
る
や
う
に
目
く
ば
せ
し
、
そ
れ
か
ら
長 

椅
子
の
上
で
夜
を
過
す
事
を
許
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
な
ち
は
、
主
人
の
好
意
に
感
謝
し
、
短
い 

祈
禱
の
後
、
背
囊
か
ら
食
料
を
取
り
だ
し
ま
し
た
。
パ
ン
を
食
べ
終
っ
て
詩
篇
の
一
つ
を
う
な
ひ 

そ
れ
か
ら
か
た
い
木
の
長
椅
子
の
上
に
う
づ
く
ま
っ
て
橫
た
は
り
ま
し
た
。
月
が
昇
り
、
主
人
カ 

ラ
ン
プ
を
消
す
ま
で
、
私
た
ち
は
ま
る
で
疲
れ
き
っ
た
鳥
の
や
う
に
ちV
こ
ま
っ
て
幅
の
狹
い
長 

椅
子
の
上
で
眠
り
こ
ん
で
ゐ
た
の
で
す
。
夜
中
の
十
時
頃
で
し
た
で
せ
う
か
、
居
酒
屋
の
窓
が
ガ 

夕

れ
ま
し
た
。

『お
い
、
主
人
。』

二
三
分
は
靜
で
し
た
。
私
た
ち
は
息
を
殺
し
て
ゐ
ま
し
た
。
そ
し
て
耳
を
傾
け
て
ゐ
ま
し
た
〇 

す
る
と
、
又
窓
や
戶
を
た
、
く
ガ
タ
云
ふ
音
が
き
こ
え
ま
す
。
主
人
の
部
屋
か
ら
足
早
の
步 

ごろつき
ぢいさ
ん 

一七七



ごろつ者ぢいさ
ん 

一七八 

み
が
き
こ
え
、
一
條
の
光
が
き
ら
輝
き
だ
し
、
そ
し
て
蠟
燭
の
光
に
て
ら
さ
れ
て
主
人
が 

あ
ら
は
れ
ま
し
た
。
彼
は
戶
の
所
に
急
い
で
行
っ
て
、
そ
れ
を
あ
け
ま
す
と
、
一
つ
の
荒
々
レ
い 

人
の
姿
が
部
屋
の
中
に
現
れ
て
主
人
の
肩
を
ゆ
す
ぶ
っ
て
叫
び
ま
し
た
。 

『今
晚
は
、
爺
さ
ん
、
ま
た
來
た
よ
。
ち
よ
っ
く
ら
話
し
た
く
っ
て
な
〇
八
厶
と
罐
詰
と
一
番
上 

等
の
葡
萄
酒
と
を
も
っ
て
き
て
く
れ
。
そ
れ
か
ら
牡
鷄
の
首
も
し
め
て
な
〇
』 

彼
は
私
た
ち
を
チ
ラ
ッ
と
な
が
め
て
、
手
斧
で
私
た
ち
を
さ
し
示
し
ま
し
た
。

『此
奴
等
は
誰
だ
い
。』

レ
ガ
ー
ト

『神
學
生
だ
よ
。』

『學
生
か
、
そ
れ
な
ら
ゐ
て
も
い
、
。』

彼
は
戶
の
外
に
呼
び
か
け
て
、
仲
間
の
者
を
順
番
に
這
入
ら
せ
ま
し
た
。
四
人
の
若
4-
し
い
靑 

年
、二
人
の
老
人
、
一
人
の
年
老
っ
た
ご
ろ
つ
き
、み
ん
な
で
七
人
で
す
。居
酒
屋
の
中
は
急
に
生
き



/
\
L
C

し
て
參
り
ま
し
た
。
石
油
ラ
ン
プ
は
ユ
ラ
リZ
\
i

移
動
椅
子
の
上
で
も
え
て
ゐ
ま
す
。 

葡
萄
酒
の®

と
一
緖
に
蠟
燭
が
は
こ
ば
れ
、
陰
氧
な
酒
場
を
赤
け
と
て
ら
し
ま
す
。
連
中
は
テ
ー 

ブ
ル
を
丸
く
か
こ
ん
で
た
の
し
さ
う
に
飮
み
食
ひ
始
め
ま
す
。

コ
ッ
プ
が
廻
さ
れ
、
た
ん̂
-
"

に 

酒
場
は
さ
わ
が
し
く
な
っ
て
ま
ゐ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
ち
い
こ
ま
っ
た
ま
ゝ
、
こ
の
に
ぎ
や
か
な 

談
話
を
注
意
し
て
を
り
ま
し
た
。
私
は
全
身
の
勇
氣
を
揮
ひ
お
こ
し
て
、
椅
子
の
上
に
お
き
あ
が 

り
、
こ
の
酒
客
た
ち
を
觀
察
し
だ
し
た
の
で
す
。
彼
等
の
一
人
は
、
私
が
さ
う
し
て
な
が
め
て
ゐ 

る
の
に
氣
が
つ
い
て
、
叫
び
ま
し
た
。

『
お
い
、
そ
こ
で
ジ
ロ̂
^
-

な
が
め
て
ゐ
ね
え
で
、
こ
っ
ち
へ
來
い
。
』 

私
が
す
、
み
よ
る
と
、
彼
等
の
荒
っ
ぽ
い
眼
付
は
一
齊
に
私
の
方
に
向
け
ら
れ
、
い
ろ <

 
な 

事
を
き
、
は
じ
め
ま
し
た
。

『
お
前
は
何
と
言
ふ
名
だ
。
』

ご
ろ
つ
き
ぢ
い
さ
ん 

一
七
九



ごろつきぢいさ
ん 

一ハ〇 

私
は
自
分
の
名
を
言
ひ
ま
し
た
。

『ど
う
し
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
へ
來
た
ん
だ
。』

私
は
落
ち
つ
い
て
答
へ
ま
し
た
。『私
は
神
學
生
で
す
。
パ
パ(
地
名)
へ
ゆ
く
所
で
す
。
そ
こ
に 

ゐ
る
年
老 
っ
た
司
祭
を
尋
ね
よ
う
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。』 

『う
ん
、
そ
し
て
、
そ
こ
で
何
を
す
る
ん
だ
〇
』ご
ろ
つ
き
ぢ
い
さ
ん
が
き
ゝ
ま
し
た
。 

『日
曜
日
に
敎
會
で
說
敎
を
す
る
筈
に
な
っ
て
を
り
ま
す
。』 

み
ん
な
は
口
で
は
言
ひ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
目
で
も
つ
て
私
に
腰
を
お
ろ
す
や
う
に
す
、
め
、 

食
物
や
飮
物
を
と
っ
て
く
れ
て
、
あ
る
も
の
を
み
な
わ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
彼
等
の
親
切
を 

非
常
に
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
が
、
友
だ
ち
を
そ
っ
ち
の
け
に
し
て
お
い
て
は
一
口
だ
っ
て
旨
く
食 

べ
ら
れ
は
し
ま
せ
ん
。

す
る
と
、
ご
ろ
つ
き
ぢ
い
さ
ん
が
大
聲
で
ど
な
り
ま
し
た
。『お
い
、
若
い
の
、
み
ん
な
く
る
が



す
る
と 

アJ
戸
‘く

き

W

ん

か

メ

崖

丁

さ

日01
无

U

ま
し 

•twlc 
7
,
7
<

く
〜
カ

い
、
。
御
馳
走
は
み
ん
な
の
物
だ
。
食
ひ
た
い
だ
け
食
ひ
、
飮
み
た
い
だ
け
飮
む
が
い
、
。
俺
た 

ち
や
、
え
れ
え
旦
擊
や
な
い
け
れ
ど
‘
旅
人
の
腹
を
く
ち
く
す
る
位
の
も
の
は
も
っ
て
ゐ
ら
あ 

な
あ
。
お
前
た
ち
だ
っ
て
や
つ
ば
り
放
浪
者
ち
や
ね
え
か
。

お
前
た
ち
が
我
々
と
ち
か
っ
て
何
か 

外
の
目
的
を
も
っ
て
ゐ
る
と
し
て
も
さ
、
そ
れ
や
さ
う
き
ま
っ
た
ん
だ
か
ら
仕
方
が
ね
え
さ
。

ー
 

人
は
か
う
や
っ
て
生
き
る
、
他
の
も
の
は
あ
ゝ
や
っ
て
生
き
る
。
さ
う
し
て
み
り
や
、
き
め
ら
‘ 

た
仕
事
を
や
っ
て
滿
足
せ
に
や
な
ら
ん
さ
。
』 

, 

さ
う
し
て
ゐ
る
中
に
、
仲
問
の
も
の
も
起
き
だ
し
て
、
こ
の
放
浪
者
た
ち
の
中
に
や
っ
て
き
て 

ラ
—
ブ
ル
に
つ
き
ま
し
た
。
葡
萄
酒
や
鷄
肉
は
た
く
さ
ん
あ
る
し
、 

私
た
ち
は
す
っ
か
り
上
氣
嫌 

に?

ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
異
っ
た
地
方
か
ら
や
っ
て
き
て
、
た
つ
な
ー
本
の
木
に
泊
り
あ
は 

せ
て
つ
か
れ
を
や
す
め
て
ゐ
る
嵐
に
出
會
っ
な
二
つ
の
鳥
の
群
の
や
う
に
、
大
き?

—
フ
ノ
を 

圍
ん
で
す
わ
り
ま
し.

お
腹
が
一
杯
に
な
っ
て
、
蠟
燭
が
ず
っ
と
燃
え
さ
が
つ
言
マ
丁
度
眞



ごろつぎぢいさん 

-I
二 

夜
中
の一

時
頃
で
も
あ
っ
だ
で
せ
う
か
、
か
の
ご
ろ
つ
き
ぢ
い
さ
ん
は
又
私
に
た
づ
ね
は
じ
め 

ま
し
た
。

『な
あ
、
若
い
の
、
ー
囘
說
敎
す
る
と
司
祭
樣
か
ら
何
ぼ
貰
ふ
ん
だ
ね
。』 

私
は
正
直
に
答
へ
ま
し
た
〇
『さ
う
、
そ
れ
は
司
祭
に
よ
っ
て
い
す
ね
。
五
十
ク
ロ
イ
ツ
ツ
ェ
レ 

下
さ
る
方
も
あ
る
し
、
又
一
グ
ル
デ
ン
も
下
さ
る
方
も
あ
る
、
中
に
は
も
っ
と
澤
山
下
さ
る
方
も 

り
ま
す
〇
』

ご
ろ
つ
き
ぢ
い
さ
ん
は
糸
の
や
う
な
ひ
げ
を
ね
ぢ
く
り
な
が
ら
言
ひ
ま
し
た
。

『だ
っ
た
そ
れ
っ
き
わ
か
い
。』

『さ
う
で
す
〇
』

『あ
ん
ま
り
少
な
す
ぎ
る
な
や
ね
え
か
。
仔
豚
一
匹
だ
っ
て
も
っ
と
す
ら
あ
。』 

し
ば
ら
く
た
ま
っ
て
ゐ
た
の
ち
、
ご
ろ
つ
き
ぢ
い
さ
ん
は
又
尋
ね
ま
し
た
。



『そ
こ
で
、
お
前
は
ど
ん
な
事
を
說
敎
し
ょ
う
ち
う
ん
だ
ね
。』 

『何
處
へ
行
つ
て
も
少
し
ち
か
ふ
話
を
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
聖
書
か
ら
數
行
と
っ
て
、
そ
れ
に
私 

の
考
を
つ
け
加
へ
ま
す
。』

『そ
れ
や
い
ゝ
考
に
違
ひ
ね
え
。
だ
が
、
パ
パ
で
は
何
を
說
敎
し
ょ
う
て
ん
だ
。』 

『パ
よ
よ
史
,ゝ

敎
區
で
す
ね
。
私
は
前
々
か
ら
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
あ
す
こ
で
は
步 

よ
れ
た
羊
と
悔
改
め
て
歸
っ
て
來
tz
息
子
と
に
つ
い
て
說
敎
し
ょ
う
と
思
ひ
ま
す
。』 

ご
ろ
つ
き
ぢ
い
さ
ん
は
、
糸
の
や
う
な
ひ
げ
を
い
ぢ
く
り
ま
は
し
、
そ
れ
か
ら
手
斧
を
も
て
あ 

そ
び
ま
し
た
。

『も
ど
っ
て
來
7Z
羊
、
そ
れ
や
？Z
し
か
に
い
ゝ
や
。
そ
れ
に
つ
い
ち
や
、
ど
ん
な
こ
と
を
說
敎
す 

る
か
ね
。』

『敎
の
す
ゝ
め
る
こ
と
だ
け
。』

ご
ろ
つ
き
ぢ
い
さ
ん 

一

八
三



ごろっさ
ぢいさ
ん 

一ハ四 

『よ
し
、
よ
し
。』
ご
ろ
つ
き
お
い
さ
ん
は
言
ひ
ま
し
た
。
『
一
寸
思
っ
た
ん
だ
が
、
今
此
處
で
す 

ぐ
に
說
敎
で
き
る
な
ら
、
有
難
い
ん
だ
が
。
こ
、
に
や
俺
た
ち
だ
け
し
か
ゐ
な
い
が
、
說
敎
匝
の 

上
で
信
者
に
向
つ
て
話
し
て
る
や
う
に
な
、
こ
ん
な
旅
籠
屋
の
中
で
な
し
に
、
神
様
の
家
、
敎
件 

で
や
る
や
う
に
な
、
椅
子
の
上
に
や
俺
た
ち
み
て
え
な
浮
浪
人
ぢ
や
な
く
て
、
信
心
ぶ
か
い
お
と 

な
し
い
信
者
が
す
わ
っ
て
ゐ
る
つ
も
り
で
な
〇
』

そ
こ
で
私
は
答
へ
ま
し
た
〇
『お
望
み
な
ら
や
っ
て
も
い
ヽ
で
す
。
丁
度
敎
會
で
や
る
や
う
に
祈 

禱
で
始
め
て
祝
福
で
終
る
や
う
に
し
ま
せ
う
〇
』

ご
ろ
つ
き
ぢ
い
さ
ん
は
、
手
斧
を
傍
に
置
い
て
、
私
の
肩
を
た
、
き
、
私
の
目
を
じ
っ
と
見
つ 

め
な
が
ら
言
ひ
ま
し
た
〇
『さ
あ
眞
中
へ
行
っ
て
祈
つ
た
り
、說
敎
し
た
り
し
て
く
れ
。心
配
す
る
で 

ね
え
ぞ
。
金
は
拂
っ
て
や
る
か
ら
な
〇
』

私
は
立
ち
あ
か
っ
て
手
を
合
せ
て
、
丁
度
說
敎
壇
で
や
る
や
う
に
始
め
ま
し
た
。



『天
に
在
す
我
等
の
父
よ.
.

』

先
づ
ぢ
い
さ
ん
が
、
そ
れ
か
ら
み
ん
な
が
脫
帽
し
、
そ
し
て
半
圖
を
な
し
て
私
の
周
り
に
集
り 

ま
し
た
。
私
は
祈
禱
を
し
、
そn
か
ら
一
旦
失
は
れ
て
悔
改
め
て
歸
っ
て
來
た
息
子
に
就
て
考
を 

の
べ
ま
し
た
。
彼
等
は
、
渴
望
し
て
ゐ
る
耳
を
か
な
む
け
て
私
の
話
に
き
、
入
り
、
一
語
も
き
 ゝ

の
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
話
の
終
に
は
私
は
又
祈
禱
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
父
と
子
と
単
靈
の 

御
名
に
よ
っ
て
彼
等
を
祝
福
し
ま
し
た
。

深
い
靜
け
さ
が
居
酒
屋
の
中
を
支
配
し
て
を
り
ま
し
な
。
外
で
は
夜
が
靜
ま
り
か
へ
つ
て
を
り 

ま
し
た
。
こ
の
お
ご
そ
か
な
靜
け
さ
は
か
の
老
人
に
よ
っ
て
や
ぶ
ら
れ
ま
し
な
。
彼
は
眼
に
淚
を 

た
め
た
ま
ゝ
ジ,

ツ
と
私
を
み
つ
め
て
ゐ
な
の
で
あ
り
ま
す
〇
彼
は
言
ひ
ま
し
た
〇 

『若
、<
の
、
お
前
は
好
い
事
を
し
て
く
れ
た
よ
。
こ
、
に
俺
の
財
布
が
あ
る
。
こ
れ
は
お
前
に
あ 

げ
よ
う
。
お
前
が
き
忆
い
な
著
物
を
く
れ
た
や
う
に
、
お
前
の
話
は
身
に
つ
い
て
本
當
に
う
れ
し 

ご
ろ
っ
を
ぢいさ
ん 

一八五



ご
ろ
つ
き
ぢ
い
さ
ん

か
つ
だ
よ
。
そ
り
や
、
俺
が
生
き
て
ゐ
る
間
、
滿
足
を
與
へ
る
だ
ら
う
。
お
前
も
知
っ
て
ゐ
る
適 

り
、
放
浪
生
活
と
云
ふ
や
つ
は
長
く
續
か
ね
え
も
ん
で
な
。
俺
を
、
今
ま
で
誰
も
祝
福
し
て
く
ろ 

な
カ
っ
た
ん
た
。
俺
の
母
親
さ
へ
も
俺
の
戀
人
さ
へ
も
俺
を
呪
つ
た
ん
だ
。
お
前
は
俺
を
祝
福
し 

て
く
れ
た
、
主
な
る
神
樣
に
つ
く
ら
れ
た
最
初
の
魂
だ
。
あ

り

・

う

。
だ
か
ら
、
俺
の
も
っ
て 

ゐ
る
も
の
は
み
ん
な
お
前
の
も
の
だ
よ
〇
』

さ
う
云
っ
て
彼
は
私
の
手
を
と
っ
て
力
づ
よ
く
ふ
り
ま
し
た
。
他
の
浮
浪
者
た
ち
ま
、
度
 々

神
學
生
同
志
で
わ
け
る
が
よ
い
と
云
っ
て
、
或
者
は
銀
貨
を
、
或
者
は
銀
行
紙
幣
を
、
テT

ブ
ル 

の
上
に
な
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
た
の
し
い
集
ひ
は
終
り
ま
し
た
。

ラ
ン
プ
と
蠟
燭
と
は
も
え
盡
き
て
、
浮
浪
者
達
は
眠
ら
う
と
し
て
、
長
椅
子
に
橫
た
は
つ
た
り 

頭
を
ー
ブ
ー
ブ
ル
に
も
た
せ
か
け
た
り
し
ま
し
た
。
私
な
ち
も
朝
早
く
起
き
て
道
を
急
が
ね
ば
な
ら 

な
い
の
で
、
す
み
の
方
に
這
入
り
こ
ん
で
少
し
の
間
や
す
み
ま
し
た
。



四
時
頃
で
し
・
せ
う
か
、
最
初
の
鷄
の
聲
を
き
い
て
私
は
仲
間
を
起
し
、 
急
い
で
旅
裝
を
調 

へ
ま
し
た
。
そ
し
て
出
發
の
前
に
も
う
一
度
祈
り
ま
し
た
〇
ご
ろ
つ
き
ち
い
さ
ん
f:
け
か
、ひ
け
の 

中
で
何
か
ぶ
つ•
言
つ
て
ゐ
ま
し
た-
-
丁
度
私
な
ち
と
一
緖
に
祈
っ
て
ゐ
る
力
の
や
う
に 

殺
人
者
の
相
續
財
產

監
獄
は
、
高
い
山
の
間
に
立
っ
て
ゐ
て
、
小
さ
な
格
子
窓
か
ら
は
偉
大
な
そ
し
て
自
由
な
自
然 

が
穀
物
を
も
う
收
獲
で
き
る
ま
で
に
み
の
ら
せ
て
ゐ
る
谷
を
覗
く
事
が
で
き
た
。
そ
の
監
獄
の
住 

人
ま
と
云
へ
ば
、
重
い
罰
を
宣
吿
さ
れ
fz
囚
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
中
に
は
一
人
な
ら
す
こ 

の
重
苦
し
い
壁
の
中
に
一
生
涯
と
ら
は
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
者
が
ゐ
た
。
囚
人
た
ち
の
言
葉 

を
も
っ
て
云
へ
ば
、
こ
の
要
塞
の
如
き
監
獄
は
死
の
山
で
も
あ
つ
之
。
何
故
か
と
云
へ
ば
、
彼
等 

殺
人
者
の
相
績
財
產 

一
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殺人者の相續財產 

ー

八八 

の
中
こ
、
で
生
涯
を
と
ち
て
し
ま
っ
た
も
の
が
一
人
に
と
い
ま
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

典
獄
は
も
う
十
年
あ
ま
り
ガ
ラ
ギ
イ
と
云
ふ
男
が
つ
と
め
っ
い
け
て
ゐ
だ
。
彼
は
天
才
的
な
刑 

法
家
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
も
の
事
を
考
へ
る
心
理
學
者
で
も
あ
っ
た
。
彼
自
身
も
や
は
り
囚 

人
に
ち
が
ひ
な
か
つ
た
。
何
故
な
れ
ば
、
彼
は
全
生
涯
獄
の
中
で
お
く
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ 

が
、
こ
の
囚
人
rz
る
こ
と
に
對
し
て
は
彼
の
熱
心
に
罪
が
あ
る
。
と
云
ふ
の
は
、
彼
は
あ
ら
ゆ
る 

時
間
を
仕
事
に
さ
、
げ
て
ゐ
た
の
だ
。
娛
樂
は
さ
っ
ぱ
り
や
ら
な
い
し
、
町
へ
は
時
rz
ま
に
し
か 

で
か
け
な
い
し
、
時
々
一
寸
し
た
旅
行
を
す
る
事
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
自
分
自
身
の
た
め
に
で 

は
な
く
、
た
つ
fz
一
人
の
娘
を
よ
ろ
こ
ば
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
や
も
め
だ
っ 

た
。
た
っ
た
一
人
の
娘
を
目
に
入
れ
て
も
い
た
く
な
い
程
に
可
愛
が
り
、
死
ん
だ
妻
に
對
し
て
い 

だ
い
て
ゐ
た
大
き
な
愛
は
今
は
娘
へ
移
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
愛
は
不
思
議
な
力
を
も
つ
、
人
は 

時
に
魔
力
を
も
つ
て
ゐ
る
と
さ
へ
云
ふ
事
が
あ
る
。
こ
ん
な
わ
け
で
、
母
な
し
子
の/b
さ
な
ミ
ラ



も,
父
親
の
愛
で
ま
っ
た
く
美
し
い
若
い
娘
に
な
っ
て
行
っ
た
。
娘
の
外
的
な
容
貌
と
そ
れ
に
相 

應
し
い
內
的
の
美
し
さ
と
溫
か
さ
は
、
か
い
や
か
し
か
っ
た
。
で
、
彼
女
は
た
、
單
に
住
宅
の
方 

に
住
ん
で
ゐ
る
者
た
ち
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
亦
刑
務
所
の
全
住
人
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
愛
さ
れ
て 

ゐ
た
の
で
あ
る
。

美
し
い
ミ
ラ
は
、
し
ば̂
^
勞
働
を
し
て
ゐ
る
囚
人
た
ち
を
訪
れ
、
前
掛
カ
ら
出
し
て
菓
子
や 

果
物
を
御
馳
走
し
て
や
つ
な
。
彼
女
を
見
る
だ
け
で
、
ど
う
に
も
度
し
が
た
い
や
う
な
殺
人
漢
の 

く
ち
び
る
に
も
微
笑
が
う
か
ん
だ
。
何
故
な
れ
ば
、
彼
は
良
い
も
の
が
自
身
に
近
づ
い
て
ゐ
る
と 

云
ふ
こ
と
を
感
じ
も
し
又
感
じ
な
い
わ
け
に
ゆ
か
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る 

あ
る
こ
ん
な
樣
な
機
會
に
お
こ
っ
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
ミ
ラ
が
石
の
裂
目
で
働
い
て
ゐ
る
囚
人 

を
訪
ね
た
時
、
グ
ラ
グ
ラ
ゆ
れ
さ
う
な
岩
の
間
隙
か
ら
蛇
が
ミ
ラ
の
首
に
お
っ
こ
ち
た
ミ
ラ
は 

お
ど
ろ
き
の
あ
ま
り
叫
ぶ
事
も
で
き
ず
、
息
が
つ
ま
っ
て
も
う
自
分
で
も
駄
目
だ
と
信
じ
て
し
ま

殺
人
者
の
相
績
財
産
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っ
だ
。
丁
度
こ
の
瞬
間
、
仲
間
と
一
緖
に
近
所
に
働
い
て
ゐ
た
背
の
高
い
囚
人
が
、
こ
の
死
の
危 

險
を
見
て
大
い
そ
ぎ
で
と
ん
で
き
て
、
手
際
よ
く
蛇
を
な
げ
と
ば
し
て
し
ま
つ
た
の
で
蛇
は
少
女 

に
何
等
の
危
害
を
も
加
へ
る
ひ
ま
が
な
か
っ
た
。

ミ
ラ
が
驚
き
な
が
ら
意
識
を
取
り
戾
し
て
彼
女
の
今
ま
で
本
能
的
に
と
ぢ
て
ゐ
rz
大
き
な
眼
を 

再
び
見
開
い
た
時
、
彼
女
の
前
に
は
背
の
高
い
囚
人
が
た
っ
て
ゐ
て
、
彼
女
を
ギ
ラ<

光
る
深 

み
の
あ
る
眼
で
優
し
さ
う
に
見
て
、
笑
ひ
な
が
ら
た
い
こ
れ
だ
け
を
言
つ
た
。 

「な
ん
で
も
な
い
ん
で
す
よ
。
一
寸
お
ど
ろ
か
さ
れ
た
い
け
で
す
か
ら
。」さ
う
言
つ
て
彼
は
重
い 

靴
を
引
き
づ
っ
て
地
の
上
に
う
ご
め
い
て
ゐ
る
蛇
の
方
に
近
づ
い
て
そ
の
頭
を
ふ
み
つ
ぶ
し
た
。 

ミ
ラ
は
自
分
の
狀
態
に
氣
が
つ
き
、
そ
し
て
一
體
何
が
お
こ
っ
た
か
す
っ
か
り
は
っ
き
う
と
し 

た
の
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
こ
の
救
ひ
手
に
對
し
て
手
を
の
ば
し
て
そ
し
て
言
っ
た
。 

「な
ん
で
も
な
い
と
云
ふ
事
が
わ
か
っ
た
わ
。
あ
な
た
が
た
い
私
の
生
命
を
助
け
て
下
さ
っ
た
の



で
す
も
の〇

」

「
そ
れ
は
大
げ
さ
で
す
よ
。」

「
大
げ
さ
な
ん
て
な
い
わ
、
本
當
の
事
よ
。
握
れ
る
や
う
に
手
を
貸
し
て
下
さ
い
ね
。」

「
私
の
手
は
よ
ご
れ
て
ゐ
ま
す
。
さ
わ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。」

「
あ
な
うJ

が
勞
働
し
て
ゐ
ら
っ
し
や
る
か
ら
と
云
っ
て
恥
っ
か
し
か
る
筈
は
な
い
わ
。
勞
働
は
誰 

も
き
た
な
く
し
な
い
も
の
よ
〇
」

「
今
の
勞
働
が
私
の
手
を
よ
ご
す
と
云
ふ
ん
ぢ
や
あ
う
ま
せ
ん
。」

「
私
は
過
去
の
事
な
ん
か
氣
に
し
て
ゐ
ま
せ
ん
。
た
い
現
在
の
み
を
み
て
、
そ
れ
に
お
禮
し
ょ
う 

と
云
ふ
ん
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。」

囚
人
は
低
く
腰
を
か
い
め
て
、
ミ
ラ
の
手
に
接
吻
し
た
。

「
あ
な
た
何
て
云
ふ
の
。」

殺
人
者
の
相
續
財
產 

ー
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「
私
に
名
前
な
ん
か
あ
り
ま
せ
ん
。
」

「
で
は
皆
は
何
て
呼
ぶ
の
。」

「
第
十
六
號
囚
。
」

遠
く
の
方
か
ら
鐘
の
音
が
ひ
い
い
て
き
た
。
囚
人
た
ち
は
勞
働
を
や
め
て
彼
等
の
監
房
に
も
ど 

っ
て
行
つ
た
。
ミ
ラ
も
家
路
に
つ
い
た
。
道
々
彼
女
は

r:
え
す
あ
の
興
味
あ
る
顏
し
た
男
の
こ
と 

を
考
へ
て
ゐ
た
。
「
何
故
、彼
は
こ
ゝ
に
ゐ
る
の
だ
ら
う
。
彼
は
過
去
の
汚
れ
の
事
を
言
っ
て
ゐ
た 

が
、
自
分
の
魂
に
ど
ん
な
罪
の
重
荷
を
負
っ
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
。」 

さ
う
か
う
し
て
ゐ
る
中
に
彼
女
は
家
に
つ
い
た
。

一
寸
着
物
を
着
更
へ
る
と
父
親
の
所
へ
行
っ 

た
。
父
親
は
開
い
な
窓
を
前
に
し
て
ゆ
れ
椅
子
に
坐
っ
て
シ
ガ
ー
を
ふ
か
し
な
が
ら
、
廣
い
平
原 

の
不
思
議
な
パ
ノ
ラ
マ
を
眺
め
て
ゐ
た
。
ミ
ラ
は
快
い
笑
み
を
う
か
べ
て
父
親
に
近
づ
き
、
そ
の 

ひ
た
ひ
に
接
吻
し
、
机
の
上
に
あ
る
母
親
の
肖
像
の
ま
は
り
に
花
を
飾
っ
た
。
父
親
は
よ
ろ
こ
ば



し
さ
う
に
彼
女
を
見
や
っ
た
。

「
な
ん
て
お
前
は
き
れ
い
な
ん
だ
、
か
わ
い
、
ミ
ラ
や

12

少
女
は
笑
っ
た
。

し
か
し
、
父
は
つ
い
け
た
。

「
ね
え
、
お
前
、
時
々
ね
、
誰
か
が
お
前
を
つ
れ
て
っ
て
し
ま
つ
た
ら
お
父
さ
ん
の
全
生
涯
は
駄 

目
に
な
つ
て
し
ま
ふ
と
、
す
ゐ
分
頭
を
な
や
ま
す
ん
だ
よ〇

」

 

「
お
父
さ
ん
心
配
し
な
い
で
、
誰
も
私
を
つ
れ
て
ゆ
き
や
し
な
い
わ
。」 

「
ね
え
お
前
、
人
生
と
云
ふ
も
の
は
な
ぞ
だ
か
ら
ね
。
人
生
の
糸
が
ど
ん
な
風
に
織
り
な
さ
れ
る 

か
、
私
た
ち
は
何
に
も
知
ら
な
い
ん
だ
。」

「
よ
く
お
父
さ
ん
は
そ
ん
な
事
を
仰
言
る
の
ね
、
さ
う
し
て
又
、
人
生
は
偶
然
の
あ
つ
ま
り
だ
な 

ん
て
ね
。」殺

人
者
の
相
續
財
產 

ー
力
三
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九四 

「人
生
と
云
ふ
も
の
を
ま
る
は
だ
か
に
し
て
し
ま
っ
て
、
近
く
か
ら
眺
め
た
な
ら
ば
そ
れ
が
信
ぜ 

ら
れ
る
ん
だ
が
。
私
が
職
業
を
通
し
て
さ
う
や
っ
て
ゐ
る
様
に
。
も
し
お
前
が
、
ど
ん
な
に
多
く 

の
こ
は
さ
れ
た
世
界
が
私
た
ち
の
部
屋
の
こ
の
足
の
下
に
く
さ
り
に
つ
な
が
れ
て
監
禁
さ
れ
て
め 

る
か
を
知
っ
た
な
ら
ば
、
私
の
言
ふ
事
が
わ
か
る
の
だ
が
な
あ
。
お
前
は
、
こ
、
で
私
が
面
倒
を 

み
て
ゐ
る
も
の
み
ん
な
が
ご
く
惡
い
罪
人
で
あ
る
な
ど
と
は
信
じ
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
中
に 

は
、
人
生
の
恐
し
い
渦
卷
の
た
め
に
そ
ん
な
狀
態
に
お
し
や
ら
れ
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
者
も
ゐ
る
ん 

だ
。
そ
ん
な
狀
態
か
ら
今
こ
、
で
目
を
さ
ま
す
の
だ
。」 

ミ
ラ
は生

き
・

'—̂
"

と
し
て
叫
ん
だ
。

「さ
う̂

.̂

、
本
當
に
さ
う
だ
わ
〇
」

「私
の
言
葉
が
お
前
を
そ
ん
な
に
よ
ろ
こ
ば
す
な
ん
て
、
お
前
は
何
て
云
ふ
子
供
だ
ら
う
ね
。」 

「私
は
子
供
で
は
な
い
わ
。
で
も
私
は
、
そ
れ
が
は
つ
き
り
正
し
い
と
わ
か
り
さ
へ
す
れ
ば
、
限



b
な
い
喜
び
を
あ
な
へ
て
く
れ
る
現
象
を
信
じ
て
ゐ
る
の
よ
。
」

「
お
前
の
言
葉
は
ど
う
も
わ
か
ら
な
い
。」

「
お
父
さ
ん
、
で
も
お
わ
か
り
に
な
れ
ば
、
お
父
さ
ん
だ
つ
て
き
っ
と
私
の
樣
に
言
ふ
わ
。
お
父 

さ
ん
の
監
獄
の
中
に
ゐ
る
人
は
、
 

み
ん
な
が
罪
人
で
は
な
い
の
ね
。
あ
の
人
た
ち
の
中
に
は
罪
の 

な
い
人
な
ち
も
な
や
ん
で
ゐ
る
わ
〇
」

「
さ
う<

、
 

時
が
來
れ
ば
は
っ
き
り
す
る
の
だ
。
で
も
何
故
そ
れ
が
面
白
い
の
た
ね
。」 

「
だ
っ
て
、
 

私
は
外
の
人
た
ち
の
苦
し
み
を
く
る
し
ん
で
ゐ
る
人
や
、
 

外
の
人
た
ち
の
た
め
に
つ 

く
す
事
が
で
き
る
人
た
ち
が
、
あ
の
人
た
ち
の
中
に
ゐ
る
こ
と
を
し
ら
べ
な
り
・
り
し
た
の
で 

す
も
の
。
そ
し
て
さ
う
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
生
涯
を
睹
に
し
た
や
う
な
も
の
ね
。
」 

「
う
ん
、
 

そ
ん
な
事
は
よ
く
あ
る
ん
だ
。
さ
う
云
ふ
連
中
は
互
に
一
種
獨
特
な
方
法
で
愛
し
も
す 

る
し
助
け
合
ひ
も
す
る
。
今
は
み
ん
な
の
中
で
た
つ
三
人
だ
け
ゐ
る
。

い
つ
も
他
の
も
の
か
ら 

殺
人
者
の
相
績
財
産 

一
九
五



殺人者の相續財產 

ー九六 

は
な
れ
て
立
つ
て
ゐ
て
、
ま
っ
た
く
孤
獨
な
と
ざ
さ
れ
た
魂
を
も
っ
て
ゐ
る
の
だ
。
あ
の
男
は
私 

に
と
つT
も
一
つ
の
謎
だ
。
罪
人
第
十
六
號
囚
が
そ
れ
な
ん
だ
。」 

「ち
が
ひ
ま
す
、
あ
の
人
は
罪
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」 

「で
も
ね
、
可
愛
い
、
ミ
ラ
や
。
お
前
が
何
を
知
る
も
の
か
。
あ
の
男
は
と
て
も
お
そ
ろ
し
い
罪 

で
こ
ゝ
へ
來
た
の
だ
よ
。
あ
の
男
は
ね
、
自
分
の
愛
人
の
夫
の
金
を
う
ば
ひ
と
る
た
め
に
毒
を
も 

っ
た
の
だ
。
そ
れ
か
ら
愛
人
を
も
惡
が
し
こ
く
し
く
ん
だ
や
り
方
で
殺
害
し
よ
う
と
し
た
の
だ 

よ
。
そ
こ
で
、
あ
の
男
の
愛
人
が
そ
の
事
を
通
吿
し
た
の
で
こ
ゝ
に
入
れ
ら
れ
た
の
だ
。」 

「優
し
い
聲
と
靑
い
眼
を
も
っ
た
あ
の
人
が
、
本
當
の
人
殺
し
だ
な
ん
て
筈
が
な
い
わ
。
お
父
さ 

ん
。」

「で
も
ね
、
お
前
、
私
は
裁
判
所
の
判
決
を
又
判
決
す
る
權
利
を
も
っ
て
ゐ
な
い
の
だ
よ
。
た
い 

そ
れ
を
守
る
だ
け
だ
。
ー



「そ
し
て
こ
の
不
幸
な
人
は
一
生
涯
こ
ゝ
に
と
ら
は
れ
て
ゐ
る
の
で
せ
う
か
。」 

「可
愛
い
、子
や
、
私
は
希
蹟
を
行
ふ
こ
と
が
で
き
る
救
主
で
は
な
い
の
だ
か
ら
ね
。
あ
の
人
を 

自
由
二
し
て
下
る
こ
と
は
で
き
な
い
のn
よ
。」

こ
の
瞬
問
典
獄
の
部
屋
の
戶
が
ノ
ッ
ク
さ
れ
た
。
そ
れ
は
執
事
が
小
づ
く
り
な
ふ
と
つ
板
を 

っ
れ
て
き
た
の
だ
っ
た
。
男
は
監
獄
で
働
き
た
い
と
い
ふ
の
で
あ
っ
た
。

「君
の
名
前
は
。」

き
、な
れ
ぬ
發
音
で
彼
は
答
へ
た
。

「
シ
ュ
ウ
ェ
ル
タ
—
と
申
し
ま
す
〇
」

「給
料
は
あ
な
な
の
前
任
者
よ
り
も
多
く
差
し
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
仕
事
は
も 

っ
と
し
よ
け?

な
ら
な
い
の
で
す
。
何
し
ろ
監
獄
は
ひ
ど
く
節
約
す
る
や
う
に
い
ひ
っ
か
っ
て 

ゐ
る
の
で
し
て
ね
。
で
、
あ
な
た
は
多
分
さ
う
し
た
い
で
せ
う
か
、 
お
か
へ
り
に
な
る
事
か
で
き

殺
人
者
の
相
續
財
產



殺
人
者
の
相
續
財
曜 

一L
I

る
今
、
そ
の
事
を
申
し
て
を
き
ま
す
。
」

シ
ュ
ウ
ェ
ル
タI

は
ひ
く
ゝ
ひ
ざ
を
か
い
め
て
禮
を
し
な
が
ら
ど
も
っ
て
答
へ
こ
。 

「
わ
る
い
條
件•
…:

み
ぢ
め
な
生
活
・
：
…
私
は
そ
れ
に
服
し
ま
せ
う
。
ー
 

新
し
く
來
た
男
が
地
位
を
占
め
て
か
ら
一
箇
月
の
月
日
が
す
ぎ
去
っ
だ
。
彼
は
新
し
い
仕
事
を 

す
っ
か
り
お
ぼ
え
こ
ん
で
、
誰
も
彼
も
彼
が
來
て
く
れ
た
こ
と
を
本
當
に
よ
ろ
こ
ん
だ
。
彼
は
す.. 

っ
か
り
信
賴
さ
れ
て
、
 

こ
の
監
獄
の
囚
人
の
間
を
全
く
自
由
に
た
ち
ま
は
る
こ
と
が
で
き
た
。
九 

月
の
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
囚
人
た
ち
が
休
息
し
て
ゐ
る
時
、
シ
ュ
ウ
ェ
ル
タ."

は
、

一
人
の
囚 

人
の
助
け
を
か
り
て
、
嵐
で
ま
が
っ
て
し
ま
っ
た
塔
の
上
の
に
は
と
り
を
ま
っ
す
ぐ
に
な
ま
し
た 

い
と
願
っ
た
。
許
し
が
で
た
の
で
、
彼
は
囚
人
の
中
を
見
渡
し
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
一
寸
し
ら 

べ
て
み
て
か
ら
、
第
十
六
號
囚
を
え
ら
ん
だ
。
彼
は
大
き
な
梯
子
、
細
引
、

ハ
ン
マ
—
、
の
こ
ぎ 

う
を
さ
か
し
た
さ
せ
、
こ
の
囚
人
に
自
分
に
つ
い
て
く
る
や
う
に
目
く
ば
せ
し,
こ
。



塔
は
監
獄
の
裏
面
に
ポ
ツ
ネ
ン
と
立
っ
て
ゐ
た
。
下
部
の
方
に
は
武
器
庫
か
あ
り
、
地
下
室
匚 

は
死
體
室
が
あ
り
、
そ
の
外
の
場
所
は
全
く
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
。
シ
ュ
ウ
ェ
ル
タT

は
屋 

根
へ
と
み
ち
び
く
螺
旋
狀
階
段
へ
ゆ
く
戶
を
開
き
、囚
人
に
さ
き
に
ゆ
く
や
う
に
目
く
ば
せ
し
た
。 

し
か
し
彼
は
背
後
の
戶
を
し
め
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
が
屋
根
の
飾
緣
の
所
に
來
た
時
、 

囚
人
は
煙
突
の
銅
の
に
は
と
り
に
梯
子
を
か
け
た
。
シ
ュ
ウ
エ
ル
タI

は
彼
の
勞
働
者
に
向
つ
て 

言
っ
た
。

「う
ん
、
シ
ョ
レ
ル
だ
、
大
き
に
あ
り
が
た
う
。」

囚
人
は
ふ
り
む
い
た
。

「私
の
名
を
知
っ
て
ゐ
る
あ
な
TZ
は
誰
で
す
か
。」

「君
の
友
達
で
す
よ
。
そ
れ
に
君
の
救
ひ
手
さ
。」

「あ
な
た
よ
こ
ゝ
で
ー
體
何
を
な
さ
ら
う
と
云
ふ
の
で
す
か
。」

殺
人
者
の
相
續
財
産 
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殺人者
の
相
續
財
產 

二〇〇  

ー
君
に
自
由
をVG
し
て
や
ら,
っ
と
思
つ
て
き
rz
の
で
す
よ
。」 

「私
の
自
由
で
す
っ
て
。」

「さ
う
で
す
と
も
、
そ
れ
か
ら
私
は
君
に
な
ほ
當
然
っ
ぐ
べ
き
あ
の
莫
大
な
お
金
を
も
か
へ
し
て 

あ
げ
よ
う
と
思
ふ
〇
」

囚
人
は
笑
ひ
だ
し
た
。

「あ
な
た
は
ま
る
で
空
想
的
な
事
を
仰
言
る
。
ま
ぼ
ろ
し
を
追
つ
て
ゐ
ら
つ
し
や
る
ん
だ
。」 

「私
の
云
ふ
事
に
注
意
さ
れ
な
い
ん
で
す
か
。
私
は
君
が
信
じ
て
ゐ
る
よ
り
も
す
つ
と̂
^
考
へ 

て
ゐ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
今
此
時
、
君
が
了
解
で
き
る
よ
り
も
も
っ
と-
^

た
く
さ
ん
仕
事
の 

で
き
る
立
場
に
あ
る
ん
で
す
よ
。
あ
ま
り
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
だ
ま
っ
て
き
い
て
ゐ
て
下 

さ
い
。
大
切
な
事
だ
け
お
話
し
し
ま
せ
う
。
君
の
場
合
は
こ
ん
な
風
な
の
で
す
。
君
は
一
人
の
女 

の
な
め
に
殺
人
を
行
ひ
、
そ
し
て
そ
の
同
じ
女
に
つ
い
て
も
う
一
つ
の
殺
人
を
計
畫
す
る
に
至
っ



た
と
。
」

シ
ョ
レ
ル
は
手
で
否
定
し
つ
、
、
う
な
づ
い
た
。

「
殺
人
し
た
の
で
な
い
と
云
ふ
事
を
君
が
言
ひ
た
が
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
私
に
は
よ
く
わ
が
る
。
た 

し
か
二
君
は
正
し
い
。
私
は
そ
れ
を
信
じ
て
ゐ
る
。
君
が
適
法
的
に
判
決
を
下
さ
れ
て
し
ま
つ
た 

の
で
は
、
ど
う
に
も
仕
方
が
な
い
し
、
訴
訟
の
や
り
な
ほ
し
も
又
考
へ
ら
れ
な
い
。
と
云
ふ
の 

は
我
と
は
君
の
辯
護
に
役
立
つ
他
の
事
實
も
證
據
も
み
っ
か
ら
な
い
と
云
ふ
わ
け
な
ん
で
ね
。
こ 

の
半
年
と
云
ふ
も
の
、
こ
の
事
件
に
の
み
從
事
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
君
も
信
じ
ら
れ
や 

う
。
君
の
判
決
は
法
律
的
な
も
の
で
も
う
更
へ
る
事
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
結
后
本
質 

的
な
問
題
で
は
な
い
し
、
こ
ゝ
で
は
問
題
に
す
べ
き
で
も
な
い
の
で
す

1° 

「
だ
が
一
寸
ご
め
ん
な
さ
い
。
私
が
一
生
涯
監
獄
に
お
く
る
や
う
に
判
決
さ
れ

rz
と
云
ふ
事
は
、
 

あ
な
な
に
と
っ
て
本
質
的
な
こ
と
で
な
い
と
す
れ
ば
、
何
を
あ
な
た
が
本
質
的
な
こ
と
、
す
る
か 

殺
人
者
の
相
績
財
產 
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二〇二 

私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
「體
あ
な
fz
の
言
葉
を
ど
う
う
け
と
っ
だ
か
も
わ
か
ら
な
い
。」 

ー
さ
う
せ
か
な
い
で
下
さ
い
。
お
互
に
益
々
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
か
ら
。
私
が
本
質
的
な
こ
と 

だ
け
云
ふ
の
だ
と
は
前
に
も
言
っ
て
を
き
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
な
た
が
ア
メ
リ
カ
で
死
ん
だ
ー
親
類 

か
ら
三
百
萬
ド
ル
を
う
け
つ
い
だ
と
云
ふ
こ
と
は
本
質
的
な
こ
と
な
ん
で
す
。
こ
の
事
に
關
す
る 

す
ペ
て
の
書
類
は
今
こ
、
に
も
っ
て
ゐ
ま
す
。
ど
う
か
ご
ら
ん
な
す
つ
て
下
さ
い
〇
」 

シ
ョ
レ
ル
は
熱
氣
を
帶
ん
だ
手
で
書
類
を
受
け
と
り
、
金
持
の
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ャ
の
鑛
山
王
が 

財
產
の
一
部
を
彼
に
遺
し
た
こ
と
を
淚
な
が
ら
に
讀
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
彼
は
書
類
を
た
ゝ
ん
で
か 

へ
し
た
。

「私
に
と
っ
て
は
價
値
な
き
も
の
で
す
よ
。」

「ど
う
し
て
そ
ん
な
事
を
仰
言
る
の
で
す
。
あ
な
た
は
こ
の
委
任
狀
に
署
名
を
す
る
よ
り
外
の
事 

は
し
な
く
て
も
い
ゝ
の
で
す
。
そ
の
他
の
事
は
私
に
委
し
て
下
さ
い
。
一



「
こ
ド
、
あ
な
|:
、
ど
う
し
て
こ
の
死
の
城
か
ら
で
ら
れ
ま
す
カ
〇
」 

「
そ
れ
は
私
の
仕
事
で
す
よ
。」
さ
う
云
つ
て
彼
は
萬
年
筆
をf
だ
し
て
シ
ョ
レ
ル
に
委
任
狀
を 

と
り
だ
し
て
見
せ
た
。

委
任
狀
に
は
か
う
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
——

シ
ュ
ウ
エ
ル
タ
—
則
ち
有
名
な
る
辯
護
士
ユ
リ 

ウ
ス
・
ド
ウ
ン
キ
イ
は
、
彼
が
數
百
萬
金
を
調
達
し
囚
人
を
恐
る
べ
き
位
置
よ
り
自
由
に
せ
る
時
に 

よ
、
報
酬
と
し
て
百
萬
ド
ル
を
受
く
る
も
の
な
り
。

シ
・
'

レ
ル
が
書
類
に
署
名
し
、
辯
護
士
は
そ
れ
を
し
ま
ひ
こ
む
と
又
云
っ
た 

「
我
令
が
大
西
洋
の
彼
方
か
ら
あ
な
た
の
金
を
う
け
と
り
あ
な
な
の
名
で
英
蘭
銀
行
へ
安
全
に
保 

管
し
た
な
ら
、
あ
な
た
は
解
放
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
 

解
放
さ
れ
る
に
は
何
は
と
も
あ
れ
あ
な 

で
が
こ
ゝ
の
病
院
で
死
な
、
け
れ
ば
な
う
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
死
は
公
二
證
明
さ
れ
る
で
せ
う 

そ
し
て
あ
な
た
が
死
ん
で
ニ
時
間
し
て
あ
な
た
を
埋
め
る
爲
に
家
族
の
者
が
た
づ
ね
て
ゐ
る
と
云 

殺
人
者
の
相
績
財
産 

二
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殺人者の相續財産 

二〇四 

ふ
口
實
で
こ
ゝ
か
ら
あ
な
た
を
つ
れ
だ
し
ま
せ
う
。
そ
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
き
め
た
場
所
で
又
生 

き
か
へ
ら
せ
ま
せ
う
ね
。
お
わ
か
り
で
せ
う
ね
。
あ
な
た
の
死
は
たW

み
せ
か
け
な
の
で
す
よ
。 

そ
の
み
せ
か
け
の
死
は
、
ア
メ
リ
カ
の
醫
者
が
試
驗
し
て
好
結
果
を
得
た
方
法
で
行
ふ
で
せ
う
。 

私
が
言
は
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
は
こ
の
事
で
す
。
ど
う
か
お
ち
つ
い
て
忍
耐
强
く
し
て
下
さ 

い
。
今
我
々
は
仕
事
の
上
の
仲
間
な
の
で
す
し
、
あ
な
た
の
方
の
一
寸
し
た
不
注
意
が
あ
な
た
自 

身
の
ば
か
り
で
な
く
、
私
の
大
金
ま
で
ふ
い
に
し
て
し
ま
ふ
の
で
す
か
ら
ね
。
で
は
だ
ま
っ
て
ゐ 

て
下
さ
い
〇
」

さ
う
云
っ
て
シ
ュ
ウ
ェ
ル
タ
ー
と
第
十
六
號
囚
は
塔
か
ら
降
り
て
來
て
、
銅
の
に
は
と
う
は
こ 

、
に
あ
る
道
具
で
は
な
ほ
さ
れ
ぬ
、
い
か
け
屋
が
來
な
け
れ
ば
な
ほ
ら
ぬ
と
典
獄
に
言
つ
た
。 

四
ヶ
月
が
つ
ら
い-
^
四
ケ
月
が
そ
の
時
か
ら
す
ぎ
去
っ
た
。
あ
は
れ
な
シ
ョ
レ
ル
に
は
あ
の 

男
が
い
よ̂
—
仕
事
に
か
ゝ
る
日
が
く
る
ま
で
、
每
日
が
永
遠
の
如
く
思
は
れ
た
。
そか

は
春
の



初
め
だ
っ
た
。
第
十
六
號
囚
が
朝
九
時
に
死
ん
だ
と
云
ふ
し
ら
せ
が
典
獄
の
所
へ
き
た
。?

 

彼
は
全
く?

な
っ
て
ゐ
る
と
確
言
し
・
こ
の
報
吿
が
來
た
時
、
そ
ば
に
ゐ
た
ミ
ラ
は
彼
女 

の
善
い
友
だ
ち
の
か
な
し
い
最
後
に
い
た
く
心
を
う
ご
か
さ
れ
て
、 
彼
女
の
部
屋
—
あ
つ!

化
い 

、
っ
か
自
分
の
生
命
を
助
け
た
死
者
の
手
に
に
ぎ
ら
し
て
く
れ
る
や
う
に
シ
ュ
ウ
エ;

・
野 

ん
だ
。
そ
れ
は
鈴
蘭
と
ア
ネ
モ
ネ
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ウ;

夕
—
は
こ
の
ね
が
ひ
を
き
い
て
二
つ 

の
花
を
か
た
く
な
っ
た
、
死
人
の
手
に
押
し
こ
ん
で
や
っ
な
。
そ
柯
か
ら
彼
は
自
分
の
仕
事I 

と
り
か
ゝ
っ
た
。
彼
は
監
獄
の
中
で
は
完
全
に
信
賴
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
、
ど
ん
な
方
面
に
於
て
も 

準
備
す
る
こ
と
が
で
き
な
の
で
あ
る
。
彼
は
シ
ョ
レ
ル
を
木
の
棺
の
中
に
入n
さ
せ
死
體
室
に 

よ
こ
ば
せ
な
。
十
二
時
に
な
っ
て
、
死
者
を
埋
め
る
た
め
に
家
族
が
彼
き
づ
ね
て
ゐ
る
と
云
ふ 

速
達
更
を
示
し
た
。
こ
の
事
に
つ
い
て
主
事
者
か
ら
許
可
を
う
け
る
と
、
彼
は
百
姓
車
を
や
と
つ 

て
死
者
を
は
こ
び
だ
さ
せ
、
死
者
と
共
に
出
發
し
た
。
丁
度
一
時
間
も
道
に
あ
つ7

思
は
れ
る

殺
人
者
の
相
續
財
産
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頃
、
駛
者
の
後,U
ゐ
た
シ
ュ
ウ
エ
ル
タr
は
、棺
の
そ
ば
に
ゐ
て
、
シ
ョ
レ
ル
が
眼
を
さ
ま
し
だ
し 

た
氣
配
を
は
っ
き
り
感
じ
た
。
彼
は
そ
こ
で
、
駛
者
に
近
所
に
あ
る
村
の
墓
地
に
ゆ
く
様
に
命 

じ
、
か
ら
に
な
っ
て
ゐ
る
死
體
置
場
の
前
に
棺
を
も
っ
て
ゆ
く
様
に
言
つ
た
。
そ
し
て
彼
は
此
百 

姓
に
金
を
支
拂
っ
て
歸
ら
せ
、
自
分
で
親
族
を
迎
へ
に
ゆ
く
為
に
村
に
ゆ
く
、
そ
し
て
そ
れ
よ
り 

さ
き
の
運
搬
は
こ
の
人
た
ち
が
や
る
か
ら
と
云
っ
た
。
駛
者
が
行
つ
て
し
ま
ふ
と
、
彼
は
さ
び
し 

い
道
を
通
っ
て
、
死
體
置
場
の
所
へ
も
ど
っ
て
來
て
、
棺
を
開
い
て
友
を
抱
き
お
こ
し
た
。
ショ 

レ
ル
は
除
々
に
意
識
を
囘
復
し
た
。
彼
の
最
初
の
一
瞥
は
、
自
分
の
手
の
中
に
あ
る
花
に
そ
ゝ
が 

れ
た
。

「鈴
蘭
と
ア
ネ
モ
ネ
だ
。
誰
が
く
れ
た
の
だ
ら
う
。」

シ
ェ
ウ
ヨ
ル
タ.-
は
說
明
し
た
。

「こ
れ
は
あ
の
き
れ
い
な
少
女
の
お
別
れ
で
す
よ
。」



「时
故
あ
れ
は
僕
に
わ
か
れ
を
つ
げ
花
ん
だ
ら
う
。
僕
は
ま
だ
死
に
や
し
な
い
の
に
。」 

「彼
女
に
と
っ
て
は
あ
な
た
は
死
ん
で
ゐ
る
。」と
答
へ
が
あ
つ
た
。
シ
ョ
レ
ル
は
長
し
こ
と
花
を 

な
が
め
て
ゐ
て
そ
し
て
ひ
と
り
つ
ぶ
や
い
た
。

「生
命
と
は
何
て
は
か
り
が
た
い
も
の
だ
ら
う
。」さ
う
云
っ
て
彼
は
鈴
蘭
と
ア
ネ
モ
ネ
を
胸
に 

さ
し
な
。
略
午
後
二
時
頃
だ
っ
た
。
こ
の
地
方
に
は
人
影
が
な
か
っ
た
。
野
良
に
は
人
が
で
て
ゐ 

な
か
っ
た
。
死
體
置
場
に
は
使
は
れ
て
な
い
手
斧
が
あ
っ
た
の
て
、
そ
れ
を
使
っ
て
シ
ョ
レ
ル
は 

棺
を
こ
な
ご
な
に
く
だ
い
て
し
ま
っ
て
、
穴
の
中
に
う
め
て
土
を
か
ぶ
せ
て
し
ま
っ
た
。
シ
ョ
レ 

ル
は
ま
だ
囚
人
服
を
き
て
ゐ
た
の
で
、
ま
だ
そ
こ
か
ら
で
て
ゆ
く
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。 

夕
方
近
く
に
な
っ
て
、
彼
等
は
行
商
が
道
を
や
っ
て
く
る
の
を
み
と
め
た
。
シ
ュ
ウ
ェ
ル
タ
— 

は
墓
地
を
わ
ざ<

ま
は
う
道
し
て
、
遠
く
か
ら
來
た
樣
に
見
せ
か
け
て
、
そ
の
男
に
話
し
か
け 

た
。
彼
は
行
商
に
包
の
中
に
何
が
あ
る
の
か
尋
ね
た
。
答
は
「着
物
」
だ
っ
た
。
少
し
ば
か
り
い 

殺人者の相績財產 

二〇七
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ぢ
っ
て
彼
は
一
枚
の
着
物
地
を
除
い
て
、
包
み
布
も
一
緖
に
包
ご
と
買
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て 

す
っ
と
と
ほ
ま
は
り
を
し
て
シ
ョ
レ 

ル
の
所
に
も
ど
っ
て
來
た
。

シ
ョ
レ
ル
は 

大
い
そ
ぎ
で 

着
物 

を
着
て
、
囚
人
服
を
包
の
中
に
し
ま
ひ
こ
み
、
暗
に
ま
ぎ
れ
か
く
れ
場
所
を
で
て
、
徒
步
で
町
に 

向
っ
た
。

シ
ュ
ウ
エ
ル
タT

は
充
分
金
を
も
つ
て
ゐ
た
。
町
に
は
停
車
場
が
あ
っ
て
、
半
時
間
の 

中
に
出
發
す
る
事
が
出
來
、
英
國
へ
の
道
は
自
由
だ
っ
た
。

シ
ュ
ウ
ェ
ル
タ
ー
は
そ
の
日
の
中
に 

監
獄
へ
も
ど
つ
た
が
、
數
週
後
に
同
僚
と
喧
嘩
し
てi
>
?
/
\

位
置
を
捨
て
、
し
ま
っ
た
。

X

X

X

そ
れ
か
ら
二
年
の
年
月
が
す
ぎ
去
っ
た
。

シ
ョ
レ
ル
は
、
彼
の
百
萬
圖
を
以
て
、
英
國
の
第
一 

階
級
の
人
々
の
中
に
ま
ぢ
っ
て
、
偉
大
な
役
割
を
演
じ
て
ゐ
た
。
彼
は
大
金
持
と
し
て
昔
し
み
な 

く
金
を
だ
し
な
。
し
か
し
享
樂
の
だ
め
ば
か
り
で
な
く
、
貧
乏
人
の
た
め
に
も
だ
し
た
。
で
、
ジ 

ョ
ン
・
ラ
グ
リ
イ
と
云
へ
ば1

當
時
人
は
彼
を
さ
う
呼
ん
で
ゐ
た
が
——

英
國
の
社
會
の
最
も



鏘
々
た
る
群
像
の
一
人
で
あ
つ

rz
の
で
あ
る
。
彼
は
ず
ゐ
分
旅
行
し
た
。
殊
に
大
陸
に
行
っ
た
。 

冬
の
大
部
分
は
リ
ヴ
ィ
エ
ラ
で
過
し
た
。
何
故
か
と
云
ふ
と
、
彼
は
海
と
日
光
と
を
讃
美
し
て
ゐ 

た
の
だ
か
ら
。
丁
度
、
こ
の
時
の
こ
と
、
ガ
ラ
ギ
イ
は
病
氣
に
な
っ
て
、
醫
者
は
嚴
し
い 

冬
の 

間
、
彼
を
良
い
氣
候
の
所
に
お
く
っ
た
の
で
あ
る
。

ミ
ラ
は
大
へ
ん
心
配
し
て
彼
の
父
を
介
抱
し 

つ
、
、
リ
ヴ
ィ
エ
ラ
ま
で
お
伴
し
て
き
た
。
ガ
ラ
ギ
イ
の
好
き
な
仕
事
は
と
云
へ
ば
、
娘
や
知
人 

と
一
緖
に
岸
邊
に
坐
つ
て
そ
の
時
々
に
投
ぜ
ら
れ
る
問
題
を
討
議
す
る
事
だ
つ
た
。
あ
る
午
前
の 

こ
と
、
彼
は
一
人
の
土
地
の
人
と
殊
に
日
本
人
の
間
に
ひ
ろ
ま
っ
て
ゐ
る
信
仰
、
我
々
は
常
に
靈 

に
よ
つ
て
と
り
ま
か
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ
信
仰
は
本
當
か
ど
う
か
と
云
ふ
こ
と
を
討
議
し
て
ゐ
な
。 

そ
の
靈
は
通
常
見
る
事
は
で
き
な
い
。
が
、
彼
等
自
ら
何
か
不
思
議
な
姿
を
借
り
て
我
々
の
面
前 

に
あ
ら
は
れ
る
時
は
別
な
の
で
あ
る
。

ミ
ラ
は
た
め
息
を
つ
い
て
考
へ
た
。

殺
人
若
の
相
績
財
產 

二
〇
九
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「み
ん
な
不
思
議
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
云
ひ
ま
す
ね
。
そ
れ
は
本
當
で
せ
う
か
。」 

ガ
ラ
ギ
イ
は
こ
の
事
を
馬
鹿
げ
た
事
だ
と
言
つT
斥
け
た
。
彼
は
自
分
の
意
見
に
し
た
が
へ
ば 

靈
な
ど
と
云
ふ
も
の
は
な
い
の
だ
と
說
明
し
た
。
彼
は
不
思
議
も
信
じ
な
か
つ
た
し
、
死
者
が
新 

し
い
生
命
に
於
て
誰
か
に
現
は
れ
る
な
ど
と
云
ふ
こ
と
を
信
じ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
た
か
い
そ
れ
は 

神
經
肩
者
か
神
經
過
敏
の
人
問
の
空
想
に
あ
ら
は
れ
る
位
の
も
の
で
あ
る
と
言
っ
た
。
丁
度
こ
の 

瞬
間
彼
等
の
面
前
に
至
極
優
雅
な
男
が
と
ほ
り
す
ぎ
た
。
ガ
ラ
ギ
イ
は
不
思
議
な
擊
動
に
と
ら
は 

れ
た
樣
に
信
じ
た
。
彼
は
全
身
を
わ
と
ふ
る
は
し
は
じ
め
、
第
十
六
號
囚!

と
叫
ば
ぬ 

た
め
に
は
大
き
な
克
己
を
要
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ミ
ラ
も
や
は
り
、
今
こ
ゝ
を
通
り
す
ぎ
た
男
は
知
ら
な
い
男
で
は
な
い
、
ど
こ
か
で
見
r:
事
の 

あ
る
男
だ
、
彼
の
擧
動
や
頭
の
様
子
や
深
く
く
ぼ
ん
だ
眼
は
た
し
か
に
知
っ
て
ゐ
る
、
彼
の
顔
は 

い
っ
か
囚
人
眼
を
着
て
ゐ
た
時
見
た
そ
の
顏
だ
、
そ
の
姿
は
彼
女
の
生
命
を
救
っ
た
姿
と
寸
分
ち



が
は
な
い
、 

そ
の
體
付
は
彼
女
の
面
倒
を
見
な
人
と
同
じ
た
と
云
ふ
感
情
を
も
っ
た
け
で
あ
る
。 

こ
の
事
を
彼
女
は
誓
っ
て
も
よ
か
っ
た
。
彼
女
は
思
は
ず
知
ら
す
嘆
息
を
も
ら
し
、
眼
を
喜
は 

し
さ
う
に
輝
か
し
た
。

「
ま
ら
、
不
思
議
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
〇
」

ガ
ラ
ギ
ー
の
頭
は
、
今
の
謎
み
た
い
な
男
は
誰
だ
か
き
、
たV
す
ま
で
は
、
と
て
も
や
す
ま
ら 

な
い
程
に
混
亂
し
て
ゐ
た
。
彼
は
そ
の
男
が
英
國
の
大
富
豪
で
あ
る
事
を
お
ど
ろ
い
て
き
い
た
。
 

三
日

rr
つ
て
か
ら
力
ヂ
ノ
は
、
外
國
人
に
敬
意
を
表
す
る

rz
め
舞
踏
會
を
開
い
/:
〇
ガ
ラ
キ
イ 

も
娘
と
一
緖
二
よ
ろ
こ
ん
で
で
か
け
た
。
ミ
ラ
は
ば
ら
色
の
絹
の
着
物
を
着
、
頭
に
は
眞
珠
の
飾 

を
つ
け
、
 

胸
に
は
鈴
蘭
の
花
束
を
い
だ
い
て
ゐ
た
。
舞
踏
會
は
贅
を
つ
く
し
た
輝
き
の
中
に
浮
動 

し
て
ゐ
た
。
上
品
な
社
會
に
す
む
き
ら
び
や
か
な
人
た
ち
が
ピ
カ̂

^

す
る
床
の
上
に
ゆ
ら
め
い 

て
ゐ
た
。
音
樂
が
奏
せ
ら
れ
た
。
音
樂
は
、
人
間
の
心
を
誘
惑
し
て
電
氣
に
か
け
た
様
に
し
て
し 

殺
人
者
の
相
繪
財
産 

ニ
ー 

ー



殺
人
者
の
相
續
財
産 

ー
ニ
ニ 

ま
ふ
舞
踏
の
曲
を
奏
し
た
の
で
、
お
ど
り
は
ね
る
よ
ろ
こ
ば
し
い
人
た
ち
も
、
無
關
心
な
人
を
も 

ー
緖
に
誘
惑
し
て
し
ま
ふ
の
で
あ
っ
た
。
ミ
ラ
も
踊
っ
た
。
彼
女
は
そ
の
美
し
さ
を
も
っ
て
外
國 

人
の
心
さ
へ
も
征
服
し
て
し
ま
ひ
、
そ
の
優
美
さ
を
も
っ
て
魅
し
て
し
ま
っ
た
。
彼
女
は
次
令
に 

紳
士
方
に
紹
介
さ
れ
、
自
分
が
祝
は
れ
て
ゐ
る
者
の
樣
に
よ
ろ
こ
ば
し
く
踊
つ
た
。
突
然
一
人
の 

高
い
姿
が
あ
ら
は
れ
、
彼
女
の
方
に
眞
直
に
向
っ
て
來
て
、
そ
の
側
に
な
ち
ど
ま
っ
た
。
そ
し
て 

彼
女
の
ま
は
り
に
立
っ
て
ゐ
る

一  

人
に
紹
介
し
て
く
れ
る
や
う
に
願
っ
た
。
「
ジ
ョ
ン•

ラ
グ
リ
イ 

卿
」
と
外
國
名
か
ひV

い
た
。
ミ
ラ
と
こ
の
外
國
人
の
眼
は
互
に
見
交
し
た
。
音
樂
は
ワ
ル
ツ
を 

奏
し
だ
し
た
。

「
ひ
と
つ7

ル
ツ
を
お
ね
が
ひ
し
て
い
た3
け
ま
せ
う
か
。」
彼
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
た
づ
ね
な
。

ミ 

ラ
は
機
械
的
に
彼
に
腕
を
の
ば
し
部
屋
の
他
の
片
隅
に
お
ど
っ
て
行
っ
た
。
そ
こ
に
は
大
き
な
バ 

ル
コ
ン
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
は
海
を
な
が
め
る
事
が
で
き
た
。
海
は
春
の
宵
の
日
光
の
中
に
ひ



た
つ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
そ
の
ひ
そ
や
か
な
た
め
息
は
バ
ル
コ
ン
に
ま
で
き
こ
え
て
く
る
の
で
あ
っ 

二
。
こ
ゝ
で
二
人
は
立
ち
ど
ま
っ
た
。
下
の
方
で
は
音
樂
は
な
ほ
ひ
き
つ
辛
き
奏
せ
ら
れ
て
ゐ
た 

が
、
皮
女
は
も
は
や
そ
れ
を
き
い
て
は
ゐ
な
か
っ
た
の
て
あ
る

ラ
グ
リ
イ
は
最
初
に
話
しn
し
た

「
鈴
蘭
と
ア
ネ
モ
ネ
は
私
の
大
好
き
な
花
で
す
。」

ミ
ラ
は
し
づ
か
に̂

合
へ
?:
。

「
あ
な
た
が
お
好
き
な
の
で
す
っ
て
。
」

「
え

、
、
そ
れ
は
私
の
夢
の
花
な
の
で
す
。

い
っ
か
ふ
か
く
眠
っ
た
時
、
こ
の
二
つ
の
花
と
ー
し 

よ
に
眼
を
さ
ま
し
た
事
を
私
は
い
つ
も
信
じ
て
ゐ
ま
す
。
」

ミ
ラ
は
身
に
よ
ろ
め
き
を
感
じ
て
、
本
能
的
に
相
手
の
腕
の
中
に
か
ら
み
つ
し
’

「
ど
う
い
た
し
ま
し
れ
。」

殺
人
者
の
相
讀
財
産 

ー
二
三



毂
人
者
の
相
續
財
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ー
ニ
四

「
す
つ
カ
りt

n
!

ま
ひ
か
し
て
〇
」

「
恐
ろ
し
い
で
す
か
〇
」

「
い
、
え
。」

「
信
じ
て
下
さ
い
ま
す
か
〇
」

「
え

、
。」

「
花
は
あ
ざ
む
き
ま
せ
ん
で
し
た
〇
」

「
花
は
決
し
て
あ
ざ
む
き
ま
せ
ん
。」

ラ
グ
リ
イ
は
少
女
を
バ
ル
コ
ン
の
欄
に
つ
れ
て
行
っ
て
、
そ
こ
で
自
分
の
方
に
ひ
き
よ
せ
た
。 

「
も
し
お
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
、
私
と
一
緖
に
新
世
界
に
來
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。
そ
こ
は
鈴
蘭
と 

ア
ネ
モ
ネ
が
唉
い
て
ゐ
る
の
で
す
。
い
っ
し
よ
に
來
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。」 

答
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
少
女
は
踊
相
手
の
腕
の
中
に
身
を
し
づ
め
た
。
小
さ
な
鈴
蘭
が
男
の



足
も
と
に
お
ち
た
。

一
週
間
後
、
ラ
グ
・
は
少
女
に
求
婚
し
た
。
ガ
ラ
ギ
イ
は
、
初
の
中
は
た
っ
た
一
人
の
娘
が 

外
國
人
の
妻
に
な
る
こ
と
は
き
か
う
と
も
し
な
か
つ
た
。
が
少
女
は
愛
す
る
人
を
捨
て
る
な
ら 

む
し
ろ
死
ん
だ
方
が
良
い
と
云
っ
て
强
い
信
念
を
も
っ
て
說
い
た
の
で
、
娘
の
え
ら
ん
だ
や
う
に 

す
る
樣
に
父
親
も
强
ひ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

父
視
は
、
全
く
瓜
二
つ
の
男
が
自
分
の
所
に
ゐ
た
と
云
ふ
こ
と
を
し
ば<

暗
示
し
た 

し
カ 

し
こ
の
暗
示
に
對
し
て
ラ
グ
リ
イ
は
自
分
は
決
し
て
殺
人
な
ん
か
し
た
こ
と
は
な
い
と
云
ふ
の
が 

常
で
あ
っ
た
。
ガ
ラ
ギ
イ
は
そ
れ
以
上
な
っ
て
事
情
に
深
入
り
し
ょ
う
と
は
思
は
な
か
っ
た
。 

結
婚
式
は
ロ
ン
ド
ン
で
あ
げ
ら
れ
た
。
若
夫
婦
は
、
夫
の
所
有
地
の
あ
る
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ャ
に 

员
亍
ノ
な
。
そ
こ
は
常
春
の
國
で
あ
り
、
鈴
蘭
と
ア
ネ
モ
ネ
の
永
遠
に
さ
き
む
れ
る
國
で
あ
る 

ガ
ラ
ギ
イ
は
、
自
分
の
故
鄕
、
囚
人
の
城
、 
自
分
の
職
業
に
も
ど
っ
て
行
つ
た
。
彼
は
病
氣
た
っ 

殺
人
者
の
相
續
財
産 

ニ
ー
五



殺
人
者
の
相
續
財
産 

ー
二
六 

た
に
も
拘
は
ら
ず
、
隱
退
し
よ
う
と
は
思
は
な
か
つ
だ
。

ミ
ラ
が
ゐ
な
い
今
と
な
っ
て
は
、
仕
事 

よ
う
外
に
は
何
の
慰
め
も
の
こ
っ
て
ゐ
な
か
つ
之
か
ら
で
あ
る
。

ガ
ラ
ギ
イ
が
事
務
室
に
入
る
と
机
上
に
一
通
の
電
報
が
來
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
何
處
か
大
洋
の
眞 

中
か
ら
う
た
れ
た
無
線
電
信
で
こ
れ
だ
け
が
書
い
て
あ
っ
た
。

「
私
は
殺
人
な
ん
か
決
し
て
し
な
い
。
し
か
し
第
十
六
號
囚
は
私
。」

ガ
ラ
ギ
イ
は
泣
い
た
。

「
あ
の
男
は
私
を
だ
ま
し
た
。
殺
人
な
ん
か
し
な
い
と
言
っ
た
の
は
う
そ
だ
。
あ
の
男
は
俺
を
殺 

し
て
し
ま
っ
た
。
俺
か
ら
ミ
ラ
を
、
た
っ
た
一
つ
の
た
か
ら
を
、
大
切
な
子
を
も
っ
て
行
っ
て
し 

ま
っ
な
の
で
は
な
い
か
。」



魔

の

車

輪

修
道
女
ヘ
レ
ー
ネ
は
、
二
十
年
、と
い
ふ
年
月
を
精
神
病
患
者
の
看
護
に
さ
、げ
て
き
た
。
彼
女 

は
み
が
か
れ
た
溫
雅
な
心
を
以
て
破
壞
さ
れ
た
精
神
系
統
の
も
つ
狂
的
觀
念
、
歪
ん
だ
思
想
連
鎖 

又
、
脫
線
な
ど
に
應
じ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
病
人
の
精
神
生
活
に
適
應
し
つ
、
、
病 

め
る
精
神
系
統
を
再
び
健
康
な
、
常
軌
な
、
又
日
常
生
活
を
つ
ヾ
け
て
ゆ
け
る
狀
態
に
し
て
や
ら 

う
と
試
み
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

姉
妹
ヘ
レ
ー
ネ
は
、
心
の
よ
い
人
で
、
本
當
の
天
使
の
樣
な
人
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
、
彼
女
に 

と
っ
て
は
、
病
人
の
而
倒
を
見
、
此
を
救
ひ
、
そ
し
て
病
人
の
健
康
を
囘
復
し
て
や
る
こ
と
が
、 

た
い
一
つ
の
目
的
で
あ
り
、
生
涯
の
仕
事
な
の
で
あ
る
。
彼
女
は
彼
女
の
保
護
し
て
ゐ
る
者
を
愛 

す
る
が
故
に
、
そ
の
生
涯
の
た
め
に
献
身
し
て
、
希
望
を
す
て
ゝ
困
難
な
事
に
し
T:
が
ひ
、
自
分 

魔
の
車
輪 

ニー七



魔
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車
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三
八 

の
本
來
の
生
活
に
お
さ
ら
ば
を
つ
げ
得
た
の
で
あ
る
。
精
神
病
治
療
の
範
圍
で
は
、
彼
女
は
信
ぜ 

ら
れ
ぬ
程
多
く
の
經
驗
を
つ
ん
で
ゐ
た
の
で
、
肩
書
の
つ
い
た
醫
者
よ
り
も
ず
っ
と
多
く
の
事
を 

知
つ
て
ゐ
た
。
醫
者
た
ち
は
、
患
者
を
時
折
、
そ
れ
も
數
分
間
み
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
彼
女
は 

た
え
ず
病
人
の
そ
ば
に
ゐ
た
し
、
す
べ
て
の
事
に
氣
を
く
ば
り
、
す
べ
て
の
事
を
注
意
し
、
病
人 

の
周
圍
に
お
こ
る
こ
と
、
又
病
人
の
內
心
に
生
じ
つ
、あ
る
す
べ
て
の
事
柄
を
み
な
知
っ
て
ゐ
た 

の
で̂

る
。

彼
女
は
面
白
い
女
性
で
あ
つ
だ
。
自
身
の
存
在
の
利
害
を
ば
、
全
く
理
想
と
仕
事
に
從
屬
さ
せ 

て
ゐ
る
か
の
「超
人
」
の
一
人
で
あ
っ
た
。
良
い
氣
分
で
あ
ま
り
い
そ
が
し
く
な
い
時
に
は
、
彼 

女
は
好
ん
で
醫
學
全
集
よ
り
も
面
白
い
彼
女
の
經
驗
を
語
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
一
語
一
語
は
童
話 

的
轉
囘
を
も
っ
て
ゐ
て
、
そ
こ
に
は
小
說
よ
り
も
は
る
か
に
面
白
い
實
生
活
が
に
ぢ
み
で
て
ゐ 

るQ



-

姉
妹
ヘ
レ
・"

ネ
の
想
ひ
出
の
一
つ-

あ
な
た
方
の
樣
に
平
坦
な
規
則
正
し
い
生
活
を
お
く
っ
て
ゐ
ら
っ
し
や
る
方
专
は
、
精
神
病
に 

如
何
に
多
く
の
型
、
如
何
に
多
く
の
陰
影
が
あ
る
か
を
想
像
し
て
ご
ら
ん
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま 

せ
ん
。
精
神
病
患
者
の
空
想
の
花
は
、春
の
牧
場
の
輝
か
し
い
色
よ
り
も
、美
し
く
豊
か
な
も
の
で 

ご
ざ
い
ま
す
。
私
の
面
倒
見
た
人
の
中
に
、
面
白
い
經
歷
を
も
っ
た
一
人
の
大
商
人
が
を
り
ま
し 

た
。
彼
の
生
活
は
さ
ん
ざ
ん
に
は
し
る
く
せ
に
、
い
つ
も.
初
め
に
出
發
し
た
個
所
に
も
ど
っ
て
行 

っ
て
し
ま
ふ
本
當
の
魔
の
車
輪
の
え
が
く
圓
の
樣
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
人
は
陶
器
業
に 

從
事
し
て
ゐ
て
、
利.
巧
者
と
し
て
通
っ
て
を
り
ま
し
た
。
彼
は
結
局
目
ま
ひ
を
お
こ
す
様
な
經
歷 

を
た
ど
る
た
め
に
、
非
常
に
早
く
か
ら
仕
事
を
初
め
ま
し
た
。
最
初
の
こ
ろ
、
彼
は
お
客
に
直
接 

接
し
た
り
、
品
物
を
自
分
で
註
文
者
の
住
居
へ
も
っ
て
冇
っ
た
う
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
に
つ
い 

て
決
し
て
恥
づ
か
し
が
る
様
な
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
は
商
人
で
し
た
が
、
人
の
所 

魔

の

車

輪
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に
仕
へ
て
ゐ
る
雇
人
で
あ
っ
た
の
で
し
た
。
彼
が
賣
手
を
や
と
ふ
こ
と
が
で
き
る
様
に
な
り
、
そ 

れ
か
ら
從
僕
を
や
と
ひ
得
る
や
う
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
も
っ
と
大
き
な
店
を
も
ち
、
又
女
勘
定
係 

を
や
と
ひ
、
そ
れ
か
ら
頗
る
大
き
な
店
を
も
ち
、
帳
簿
係
を
や
と
ひ
、
一
つ
の
支
店
を
も
ち
、
又 

一
つ
支
店
を
も
ち
、
そ
れ
か
ら
更
に
そ
ん
な
風
に
し
て
次
第̂
^

に
遂
に
彼
の
カ
づ
よ
い
事
業
が 

全
く
擴
張
せ
ら
れ
る
様
に
な
る
ま
で
に
は
、
隨
分
長
い
こ
と
か
、
つ
た
の
で
す
。 

彼
に
と
っ
て
一
番
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
自
分
が
最
初
に
仕
事
を
始
め
た
あ
の
店
を
買
ひ
も 

ど
し
て
、
想
ひ
出
の
た
め
に
そ
こ
に
支
店
を
設
け
た
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
、3

6

で
は
あ
た
り 

前
な
經
歷
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
こ
の
お
利
巧
さ
ん
の
理
性
を
う
ば
っ
た
激
動
が
や 

っ
て
ま
ゐ
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
彼
は
一
人
の
友
人
の
す
ゝ
め
に
し
た
か
っ
て
、
相
場
に
手 

を
出
し
て
、
た
っ
た
一
日
の
中
に
彼
が
く
る
し
い
っ
と
め
を
し
て
得
た
全
財
產
よ
り
も
は
る
か
に 

は
る
か
に
莫
大
な
金
額
を
得
ま
し
た
。
こ
の
事
件
は
、
彼
を
次
の
様
な
有
樣
に
し
て
し
ま
つ
た
の



で
ご
ざ
い
ま
す
。
彼
は
眠
る
こ
と
も
で
き
な
け
れ
ば
、
坐
っ
て
ゐ
る
こ
と
も
で
き
す
、
ま
る
一
日 

部
屋
の
中
を
あ
ち
こ
ち
あ
る
き3

6

は
う
、
鏡
が
あ
り
さ
へ
す
れ
ば
そ
の
前
に
立
っ
て
、
丁

度

「
ど 

う
だ
、
こ
ん
な
人
間
が
世
界
に
も
う
一
人
ゐ
る
か
ね
。
ほ
か
の
奴
は
比
べ
て
み
れ
ば
小
人
の 

も
の
さ
。
此
奴
は
最
も
偉
い
人
間
だ
。
世
界
の
主
人
だ
。」
と
で
も
言
ひ
た
さ
う
に
し
て
好
い
氣 

持
二
な
っ
て
、
自
身
を
な
が
め
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
し
た
。
彼
か
再
び
人
中
に
て
た
時
に
は
全 

く
別
人
の
樣
に
變
っ
て
ゐ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
う
以
前
の
樣
な
謙
遜
な
男
で
は
な
く
も
っ
と 

立
派
な
存
在
、
世
界
の
主
人
ナ
ポ
レ
オ
ン
で
あ
り
ま
し
た
。

小
さ
な
實
業
家
は
突
如
と
し
て
國
語
を
忘
れ
て
し
ま
ひ
、
た
ヾ
フ
ラ
ン
ス
語
を
の
み
語
る
様
に 

な
り
ま
し
た
。
人
を
壓
す
る
樣
な
格
好
を
し
て
彼
は
人
々
の
間
を
步
き
ま
は
り
、
命
令
的
に
事
を 

さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
殿
樣
の
樣
な
生
活
を
は
じ
め
、
彼
と
語
り
た
い
と
思
ふ
者
は
誰
で
も
、
よ 

づ
最
初
に
謁
見
に
就
て
伺
は
ね
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
わ
け
だ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

魔

の
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親
族
た
ち
が
彼
を
私
達
の
療
養
院
に
つ
れ
て
き
た
時
に
は
、
丁
度
こ
ん
な
調
子
で
ご
ざ
い
ま
し 

た
。
一
人
の
從
兄
が
大
へ
ん
適
切
に
彼
の
特
徴
を
の
べ
ま
し
だ
。「あ
の
人
は
突
然
自
分
の
上
に
お 

ち
か
、
つ
て
き
た
大
財
產
を
も
ち
こ
た
へ 
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
の
で
す
。
そ
の
財
產
は 

彼
を
投
げ
た
ほ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。」彼
は
私
の
看
護
に
委
さ
れ
、
私
は
彼
を
み
と
る
こ
と
に 

な
り
ま
し
た
。
私
が
彼
に
自
己
紹
介
し
た
時
に
、
彼
は
威
儀
を
正
し
た
身
振
で
私
の
言
ふ
こ
と
は 

わ
か
っ
た
と
目
で
し
め
し
、
そ
れ
か
ら
退
く
樣
に
命
令
し
ま
し
た
。
彼
は
不
思
議
な
現
象
で
全
く 

變
っ
て
し
ま
っ
て
、
彼
の
本
來
の
我
と
云
ふ
も
の
を
ぬ
ぎ
す
て
ゝ
を
り
ま
し
た
。
彼
は
自
分
が
ナ 

ポ
レ
オ
ン
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
を
全
く
岩
の
樣
に
固
く
信
じ
て
を
う
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
事
の 

た
め
に
氣
嫌
が
よ
く
て
私
に
め
ぐ
み
を
た
れ
よ
う
と
欲
し
て
ゐ
た
時
に
は
、
セ
ン
ト•
ヘ
レ
ナ
に 

ゐ
る
自
分
の
所
へ
私
を
よ
び
よ
せ
、
私
に
恩
惠
を
保
證
し
た
り
し
ま
し
た
。
し
ば
し
ば
、
彼
は
サ 

ナ
ト
リ
ウ
厶
の
大
社
交
室
に
や
っ
て
き
て
他
の
病
人
と
共
に
サ
—
ク
ル
を
も
ち
ま
し
•?:
。
そ
こ
で
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病
人
た
ち
を
自
分
の
臣
下
で
あ
る
と
想
像
し
て
、
大
形
な
殿
樣
の
樣
な
身
振
と
注
意
を
以
て
召
し 

使
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
に
、
社
交
室
で
彼
が
一
人
の
若
い
英
國
人
と
出
會
す
樣
な
こ
と
に
な
っ
た
の
で
ご
ざ 

い
ま
す
。
こ
の
英
國
人
と
云
ふ
の
は
、
底
な
し
の
浪
費
癖
に
よ
っ
て
全
家
族
を
殆
ん
ど
破
滅
に 

お
と
し
入
れ
た
た
め
に
、
こ
ゝ
に
つ
れ
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
な
。
こ
の
人
は
、
自
分
は 

プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ•

ウ
エI
"

ス
だ
と
思
っ
て
ゐ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
悲
喜
«|
カ
お
こ
り
ま
し
?:
。 

ナ
ポ
レ
オ
ン
は
談
話
室
で
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ•

ウ
ェ
—
ル
ス
に
、
自
分
に
對
し
て
適
當
な
挨
拶
を
か 

き
、
あ
ま
つ
さ
へ
サ1

ク
ル
に
加
は
ら
な
か
っ
た
と
言
っ
て
え
ら
い
權
幕
で
衝
突
し
ま
し
た
。
そ 

こ
で
大
さ
わ
ぎ
が
ま
き
お
こ
り
ま
し
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
プ
リ
ン
ス•

オ
ブ
・
ウ
ェ
—
ル 

ス
を
も
う 

見
よ
う
と
も
し
ま
せ
ん
。「
お
ま
け
に
英
國
人
が
俺
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
か
、
俺
は
ち
っ
と
も
忘 

れ
な
い
ぞ
」
と
彼
は
申
し
ま
し
た
。
そ
し
て
し
ば
ら
く
謁
見
を
中
止
い
た
し
ま
し
た
。 
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醫
者
は
彼
の
狂
的
觀
念
を
な
ほ
す
た
め
に,
あ
ら
ゆ
る
應
用
し
得
る
限
り
の
方
法
に
し
7:
が
っ 

て
種
々
雜
多
な
試
み
を
な
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
努
力
は
何
の
甲
斐
も 

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
お
利
巧
さ
ん
は
、
自
分
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
で
あ
る
と
云
ふ
腦 

髓
の
中
に
巢
く
っ
て
ゐ
る
牢
固
た
る
觀
念
に
頑
固
に
し
が
み
つ
い
て
ゐ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
こ 

の
こ
と
の
た
め
に
彼
は
す
べ
て
の
も
の
、
彼
の
財
產
さ
へ
も
犧
牲
に
し
ま
し
た
。
診
斷
は
、
異
論 

な
く
、
數
日
間
に
全
く
お
と
ぎ
噺
的
な
財
產
を
得
た
た
め
に
、
こ
の
お
利
巧
さ
ん
の
精
神
的
均
衡 

が
失
は
れ
、
こ
の
よ
ろ
こ
び
、
こ
の
突
然
の
精
神
的
熱
中
は
、
こ
の
人
を
他
の
極
端
へ
と
お
と
し 

入
れ
て
し
ま
っ
た
と
云
ふ
こ
と
に
確
定
致
し
ま
し
た
。
最
も
簡
單
な
治
療
方
法
は
、
も
し
可
能
で 

あ
る
と
す
れ
ば
、
病
人
に
一
つ
の
新
し
い
、
し
か
も
全
く
力
强
い
精
神
的
危
機
を
經
驗
さ
せ
、
所 

謂
病
人
の
腦
髓
を
再
び
「ゆ
り
も
ど
す
」
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
せ
う
が
、
現
代
醫
學
は
ま
だ
そ
れ 

を
す
る
ま
で
に
な
っ
て
を
り
ま
せ
ん
。



あ
ら
ゆ
る
脣
學
上
の
相
談
と
試
み
が
も
っ
と
も
不
可
能
だ
と
思
は
れ
る
手
段
を
も
っ
て
さ
へ
も 

な
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
益
な
く
を
は
り
、
お
利
巧
さ
ん
は
狂
的
觀
念
か
ら
一
分
た
り
と
も
は 

な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
人
間
が
と
て
も
成
就
し
得
な
い
こ
と
を
生
活
自
身
が
自
分
で
な
し 

と
げ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
生
活
と
云
ふ
も
の
は
、
彼
の
秘
密
な
能
力
に
し
た
が
っ
て
、 

す
べ
て
の
も
の
、
上
に
權
力
を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
し
て
生
活
が
こ
の
お
利
巧
さ
ん
を
い
や
し
た
の 

で
し
た
。
生
活
は
彼
に
想
像
で
つ
く
り
あ
げ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
か
ら
を
ぬ
が
せ
、
自
分
の
方
に
彼 

を
ひ
き
も
ど
し
た
の
で
し
た
。
そ
れ
は
、
全
く
ド
イ
ツ
が
戰
爭
に
敗
れ,
ド
イ
ツ
の
マ
ル
ク
が
突 

如
と
し
て
下
り
は
じ
め
た
こ
と
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
彼
が
現
金
で
貯
蓄
し
て 

ゐ
た
財
產
は
日
々
に
と
け
る
樣
に
減
っ
て
行
っ
て
、
と
う
と
う
彼
は
銀
行
か
ら
次
の
樣
な
書
付
を 

受
け
と
る
樣
に
な
っ
た
の
で
す
。

「拜
啓
、
御
通
知
申
し
あ
げ
候
。
貴
下
が
ー
九
二
ニ
年
本
銀
行
に
拂
込
ま
れ
た
る
五
億
マ
ル
ク 

魔
の
車
輪 

ニニ五



魔

の

車

輪
 

ニ
二
六 

は
、
も
は
や
取
扱
手
數
料
を
支
拂
ふ
に
な
ら
ず
、
よ
っ
て
や
む
な
く
、
貴
下
の
貯
金
簿
を
廢
棄
し 

淸
算
の
た
め
同
封
の
郵
券
を
も
つ
て
殘
れ
る
二
千
萬
マ
ル
ク
を
計
上
致
し
候
。」 

手
紙
に
は
だ
い
た
い
こ
ん
な
事
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
お
利
巧
さ
ん
は
、
い
ま
だ
に
ナ 

ポ
レ
オ
ン
の
樣
な
姿
勢
で
手
紙
を
受
け
と
り
ま
し
た
。
し
か
し
手
紙
を
し
ま
ひ
ま
で
よ
み
終
っ
た 

時
、
彼
は
再
び
小
さ
な
こ
せ?
\

し̂

實
務
家
に
な
っ
て
ゐ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
や
は
り
心
持 

ち
の
よ
い
安
樂
椅
子
に
こ
し
か
け
て
は
を
り
ま
し
た
が
、
こ
の
安
樂
椅
子
が
彼
の
下
で
も
え
て
ゐ 

る
と
云
ふ
こ
と
も
こ
の
椅
子
の
上
に
は
も
は
や
何
一
っ
と
し
て
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
云 

ふ
事
も
感
じ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
彼
の
精
神
系
統
は
生
活
か
ら
し
て
健
康
を
回
復
す
る
た
め 

に
、
彼
の
病
氣
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ム
が
必
要
と
し
て
ゐ
る
か
の
激
動
を
受
け
た
の
で
し
た
。
彼
は
健 

康
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
乞
食
の
樣
な
身
分
に
な
っ
た
の
で
し
た
。
彼
は
も
っ
て 

ゐ
る
も
の
を
み
な
賣
っ
て
、
そ
の
賣
上
高
で
あ
の
最
初
の
小
さ
な
陶
器
の
店
を
買
ひ
も
ど
し
ま
し



た
。
そ
の
家
で
彼
は
自
分
の
經
歷
を
は
じ
め
た
の
で
し
た
が
、
そ
の
當
時
彼
は
本
當
に
幸
福
で
し 

2 0

何
故
な
れ
ば
广
彼
は
ほ
こ
ら
し
げ
な
生
活
の
喜
び
や
愛
や
未
來
へ
の
希
望
に
よ
っ
て
、
充
た 

さ
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そn
故
彼
は
其
處
へ
も
ど
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
か
つ 

い
で
ゆ
く
こ
と
の
で
き
ぬ
財
產
は
彼
を
駄
目
に
し
氣
違
ひ
に
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
が
、
貧
乏
は
再 

び
彼
に
翼
を
貸
し
、
彼
を
救
ひ
、
又
彼
を
生
活
へ
と
つ
れ
も
ど
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
い

廃

の

車

輸

ニ
ニ
七
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蘆

谷

瑞

世

譯

彼
女
は
か
は
い
、
少
女
だ
つ
た
。
髮
は
デ
ィ
ア
ボ
口
型
で
、
額
の
上
で
左
右
に
わ
け
て
耳
の
と 

こ
ろ
で
ま
げ
を
結
っ
て
ゐ
た
。
彼
女
は
、
パ
ッ
チ
リ
し
た
す
ヾ
し
い
眼
、
高
い
額
、
弓
形
の
眉 

毛
、
深
い
眼
差
、
朗
か
な
氣
質
、
人
の
氣
持
を
知
る
す
ぐ
れ
た
カ
の
持
主
だ
っ
た
。 

ロ
ク
サ
ン
、
そ
れ
が
彼
女
の
少
女
時
代
の
名
で
あ
つ
た
。
行
き
會
っ
た
時
に
よ
く
私
は
彼
女
を 

か
ら
か
っ
た
。

-
-

ロ
ク
サ
ン
は
か
あ
い
ゝ
別
ぴ
ん
さ
ん
だ
ね
。
大
へ
ん
お
行
儀
が
よ
く
て
愛
嬌
者
だ
ね
。 

す
る
と
罪
の
な
い
顏
を
し
て
彼
女
は
た
づ
ね
た
。

ロ

ク

サ

ン
 

ニ
ニ
九



日

ク

サ

ン
 

二
三
〇

ほ
ん
と
う
に
さ
うM
っ
て
て?

-
さ
う
と
も
さ
、
お
前
さ
ん
は
朝
露
に
ぬ
れ
た
春
の
花
、眠
り
か
ら
め
さ
め
た
春
だ
も
の
ね
。 

彼
女
は
笑
つ
た
。

——

あ
な
た
に
好
か
れ
て
う
れ
し
い
わ
。

—I

お
默
り!
!
私
は
言
つ
た
—
!

そ
ん
な
事
言
へ
ば
話
が
眞
面
目
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
よ
。 

笑
み
を
浮
べ
て
彼
女
は
答
へ
る
。

——

さ
う
な
っ
て
も
惡
く
は
な
い
わ
。

そ
の
の
ち
彼
女
は
私
の
眼
界
か
ら
消
え
失
せ
た
。
彼
女
が
ど
う
な
つ
だ
か
さ
っ
ば
り
聞
か
な
っ 

た
が
、
外
國
に
行
っ
た
事
だ
け
は
知
っ
て
ゐ
た
。
時
が
漸
々
に
彼
女
の
姿
を
拭
ひ
去
っ
て
、
歲
月 

は
流
れ
て
行
っ
た
。

あ
る
日
の
こ
と
突
然
の
夕
立
に
電
車
待
合
所
に
か
け
こ
む
と
、
氣
品
の
あ
る
美
し
い
婦
人
が
電



車
を
待
っ
て
ゐ
た
。
私
は
彼
女
が
注
意
を
集
中
さ
せ
て
尹
ツ
と
私
を
觀
察
し
て
ゐ
る
の
に
氣
が
つ 

い
た
。
そ
れ
か
ら
彼
女
は
ほ
、
え
ん
だ
樣
に
も
思
は
れ
た
。
私
も
た
え
ず
た
か
ま
る
興
味
を
持
つ 

て
彼
女
を
觀
察
し
始
め
た
が
、
彼
女
が
い
っ
た
い
誰
で
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
ゐ 

な
が
ら
そ
の
全
存
在
は
私
に
旣
知
の
も
の
ゝ
樣
で
あ
り
、
特
に
そ
の
あ
た
、
か
い
眼
差
に
は
お
ぼ 

え
が
あ
る
樣
な
氣
が
し
?:
。
突
然
、
眼
と
眼
が
バ
ッ
タ
リ
見
合
つ
?:
時
、
秘
密
の
扉
が
開
か
れ
た 

樣
に
私
の
內
心
は
激
し
い
感
動
を
感
じ
た
。

••- I
 

ロ
ク
サ
ン
ー
・

と
叫
ん
で
彼
女
の
側
に
步
み
よ
れ
ば
、
少
し
キ
ツ
と
な
っ
て
彼
女
は
言
っ
た
。

—I

わ
?:
し
と
お
判
り
に
な
る
迄
に
、
そ
ん
な
に
な
が
い
こ
と
お
か
ゝ
り
に
な
っ
た
の
ね?
 

!

わ
る
く
思
ひ
な
さ
る
な
、
愛
す
る
ロ
ク
テ
ン
よ
。
あ
れ
か
ら
隨
分
た
っ
て
ゐ
る
で
は
あ
り 

ま
せ
ん
か
。ロ

ク

サ

シ
 

ー
ニ
ー
ニ



ロ

ク

サ

ン
 

二
三
二

-

私
そ
ん
な
に
變
っ
て!

—I

變
り
ま
し
た
と
も
。
そ
れ
も
大
變
綺
麗
に
か
は
り
ま
し
た
ね!

何
て
言
っ
た
ら
良
い
か 

な!

淑
女
に
そ
れ
も
外
國
の
淑
女
に
、
す
っ
か
う
リ
フ
ァ
イ
ン
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
淑
あ
に
な 

う
ま
し
た
。

——

そ
れ
が
あ
な
た
の
お
好
み
で
す
の?

-

フ
ラ
ン
ス
の
淑
女
達
が
あ
な
た
の
樣
に
美
し
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

-

お

、
又
始
ま
っ
た!

あ
な
た
は
七
八
年
前
に
ゐ
ら
し
た
場
所
に
ま
だ
ゐ
ら
っ
し
や
る!
 

-

謝
り
ま
す
、

ロ
ク
サ
ン
よ
。
又
始
め
る
の
で
は
な
い
。
だ
ヾ
續
け
る
だ
け
で
す
。
そ
れ
も 

七
八
年
前
に
止
め
た
所
か
ら
續
け
る
の
で
す
。

そ
の
間
に
夕
立
は
漸
々
に
和
ら
い
で
と
う
と
う
止
ん
だ
。
電
車
に
は
乘
ら
な
い
で
、
区
達
は
街 

に
散
步
に
出
た
。
あ
れ
や
こ
れ
や
話
し
合
ひ
な
が
ら
、
お
互
に
顏
を
覗
き
合
つ
た
り
、
眼
差
を
互



に
捕
へ
よ
う
と
し
た
り
、
眼
と
眼
で
心
を
察
し
た
り
し
たC

-

ロ
ク
サ
ン
よ
。
私
に
氣
が
あ
り
ま
す
か?

—

そ
れ
は
前
か
ら
さ
う
で
す
わ
。
何
故
あ
の
時
さ
う
訊
い
て
下
さ
ら
な
か
っ
た
の?
 

——

あ
の
時
は
ま
だ
早
す
ぎ
ま
し
な
。
あ
な
た
は
そ
ん
な
年
頃
で
は
な
か
っ
た
。
時
が
熟
す
る 

の
が
何
よ
り
で
し
て
ね
。

と
う
と
う
彼
女
の
家
に
着
い
な
。
彼
女
は
別
れ
を
吿
げ
た
が
、
次
の
日
に
公
園
に
來
よ
う
と
約 

束
し
た
。
そ
し
て
彼
女
は
來
た
。
私
た
ち
は
山
に
の
ぼ
っ
て
、
森
を
逍
遙
ひ
、
秘
密
に
充
ち
た
靜 

け
さ
を
鑿
織
ん
だ
。
花
の
問
を
縫
っ
て
、
草
地
の
緣
を
た
ど
っ
て
、
森
の
繁
み
を
分
け
て
、
牧
場 

こ
沿
っ
て
、
山
腹
を
わ
た
っ
て
步
く
と
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
嚴
か
な
靜
寂
が
私
た
ち
を
取
り
か
二 

ん
だ
。

私
が
始
め
て
お
茶
に
よ
ば
壮
て
彼
女
の
家
に
行
っ
た
時
、
私
は
彼
女
と
並
ん
で
ソ
フ
ァ
に
こ
し 

ロ
ク
歩
ン 

二三三



ロ

ク

サ

ン 

三
二
四 

か
け
た
。
彼
女
を
抱
く
に
は
一
寸
腕
を
伸
ば
せ
ば
よ
か
っ
た
。
私
は
彼
女
の
眼
に,

口
に
、
額
に 

接
吻
し
た
。

彼
女
は
小
聲
で
訊
い
た
。

——

あ
な
た
は
幸
福
で
す
の!

|

何
だ
か
夢
み
て
ゐ
る
樣
で
す
。-

私
は
言
っ
た
——

お
わ
か
う
で
す
か
。
弘
達
は
部
屋 

の
中
に
ゐ
る
の
で
は
な
く
て
、
森
の
鈴
蘭
の
間
を
步
ん
で
ゐ
る
樣
で
す
。
今
は
も
う
私
た
ち
『
け 

で
は
な
い
。
第
三
者
の
フ
ェ
ア
リ
イ
が
私
達
と
一
緖
に
ゐ
ま
す
。
フ
ェ
ア
リ
イ
は
私
た
ち
に
先
立 

っ
て
步
い
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
し
て
魔
法
の
杖
を
も
っ
て
導
い
て
く
れ
ま
す
〇
『
私
に
つ
い
て
お
い
で 

!

』
私
は
あ
な
た
の
手
を
取
っ
て
、
そ
し
て
默
つ
て
フ
ェ
ア
リ
イ
の
あ
と
に
續
く
。
葉
の
冠
を
い 

く
つ
も
い
く
つ
も
く
ヾ
っ
て
ゆ
く
と
、
陽
に
照
ら
さ
れ
た
氣
持
の
良
い
明
る
い
場
所
に
つ
く
。
私 

な
ち
の
眼
の
前
に
は
王
座
が
あ
る
。
雁
來
紅
が
切
株
に
か
ら
み
つ
い
て
ゐ
る
。
そ
の
上
こ
が
幣
野



の
天
蓋
が
あ
っ
て
、
楡
の
枝
を
ひ
っ
ぱ
る
の
で
、
楡
の
葉
は
王
座
を
覆
ふ
樣
に
な
る
。
四
本
の
ポ 

プ
ラ
が
番
兵
の
樣
に
側
に
立
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
葉
の
中
で
は
快
い
秘
密
が
囁
かn
て
ゐ
る
。
風
の 

言
葉
は
私
だ
け
が
理
解
す
る
。
快
い
言
葉
で
、
優
し
く
心
に
向
っ
て
話
し
か
け
る
。
そ
こ
へ
二
人 

の
可
愛
い
小
鬼
が
で
て
き
て
王
座
に
み
ち
び
い
て
く
れ
る
の
で
、
私
た
ち
は
王
座
に
す
わ
る
。
愛 

の
女
神
が
お
供
を
た
く
さ
ん
從
へ
て
あ
ら
は
れ
る
。
お
供
は
木
々
の
間
か
ら
姿
を
あ
ら
は
し
て
、
 

私
た
ち
の
周
圍
を
ぐ
る
り
と
取
圍
む
。
音
樂
が
森
の
深
み
に
ひ
ヾ
く
。
鳥
が
一
齊
に
そ
れ
に
あ
は 

せ
て
唱
ふ
。
花
の
か
は
い
、
頭
は
ふ
る
へ
て
、
そ
の
鐘
が
鳴
り
わ
た
る
。
音
樂
が
響
き
わ
た
る
と 

森
の
一
族
は
ダ
ン
ス
を
始
め
る
。
啄
木
鳥
が
幹
を
三
度
っ
ゝ
く
。
す
る
と
愛
の
女
神
が
魔
法
の
杖 

を
上
げ
る
。

ひ
っ
そ
り
と
す
る
。

お
そ
ろ
し
く
莊
か
な
靜
け
さ
。
秘
密
に
充
ち
た
森
の
沈
默
。
彼
女
の
く
ち 

び
る
か
ら
メ
ロ
デ
ィ
の
樣
に
ひ
い
く
言
葉
だ
け
が
き
こ
え
る
。
さ
あ
ロ
ク
サ
ン
よ
、
彼
女
の
言
葉 

ロ

ク

サ

ン 

二
三
五



ロ
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サ
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二
三
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を
お
き
ゝ
〇

『
そ
な
た
は
王
座
に
座
し
て
ゐ
る
。
大
な
る
所
有
の
中
に
。
何
故
な
れ
ば
そ
な
た
の
心
は
愛
に
充 

た
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
。
そ
な
た
の
唇
は
默
し
て
、
たW

眼
だ
け
が
語
っ
て
ゐ
る
。 

接
吻
の
封
印
は
如
何
な
る
行
に
も
適
ふ
。
そ
の
封
印
は
唇
の
秘
密
を
か
く
し
持
ち
、
眼
の
炎
を 

燃
え
あ
が
ら
せ
る
。
そ
な
た
の
秘
密
は
す
べ
て
の
秘
密
の
中
の
秘
密
で
あ
り
、
そ
の
中
に
そ
な
れ 

は
生
き
又
死
ぬ
。
そ
な
た
は
霧
の
中
に
戰
ひ
、
あ
る
夢
を
夢
み
、
欲
求
の
中
に
生
き
、
現
實
へ
と 

目
覺
め
る
。
眞
理
に
、
愛
の
織
り
な
し
た
眞
理
へ
と
目
覺
め
る
。

鈴
蘭
の
花
で
、
す
み
れ
の
花
で
、
又
複
郁
た
る
草
の
露
で
、
私
は
そ
な
た
の
頭
を
か
ざ
る
。
ダ
イ 

ャ
モ
ン
ド
の
輝
き
は
そ
な
た
の
眼
か
ら
照
り
出
づ
る
し
、

ル
ビ
イ
の
炎
は
そ
な
た
の
唇
を
生
々
と 

さ
せ
る
。
地
上
最
大
の
國
が
そ
な
た
に
屬
し
て
ゐ
る?
 

凡
て
の
境
界
の
は
じ
ま
り
と
を
は
り!
 

そ
れ
は
人
間
の
魂
の
大
き
な
た
の
し
み
で
す
。
私
の
家
來
た
ち
よ!

喜
べ
、
新
し
い
王
に
忠



義
を
つ
く
せ
。
王
國
の
入
口
で
、
最
初
に
接
吻
し
た
感
情
の
高
ま
り
に
。
』 

す
っ
か
り
靜
か
に
な
る
。
幸
な
こ
ゝ
ろ
よ
い
沈
默
。
—

も
っ
と
さ
き
を
。.

ロ
ク
サ
ン
は 

囁
い
た
・
：
…
そ
れ
か
ら
何
を
見
た
の
。

——

か
は
い
ら
し
い
靑
い
花
が
私
た
ち
の
ま
は
り
に
咲
き
む
れ
て
ゐ
る
。
愛
の
幸
福
を
あ
ら
は 

す
花
。
虹
が
私
た
ち
の
上
に
橋
を
架
け
る
。
そ
れ
は
私
た
ち
の
淚
の
反
射
し
た
幸
福
の
光
線
で
す
。 

幸
福
を
も
た
ら
す
太
陽
が
私
た
ち
に
戯
れ
る
。
そ
れ
は
私
た
ち
の
愛
の
太
陽
で
萬
物
を
照
ら 

す
。
私
を
、
あ
な
た
を
、
全
世
界
を
。

——

で
は
夢
で
は
な
い
の
か
し
ら!

も
し
夢
な
ら
ば
、
あ
な
た
だ
け
が
見
た
で
せ
う
に
、
け 

れ
ど
も
私
も
そ
れ
を
見
た
。
そ
し
て
全
く
同
じ
も
の
を
見
て
ゐ
る.

そ
れ
で
は
魔
法
が
私
た
ち
に
戯
れ
て
ゐ
る
の
だ
、
そ
の
魔
法
は
現
實!

私
に
ち
は
王
座
に
座
し
て
ゐ
る
。
私
た
ち
は
人
生
の
王
冠
を
得
た
も
の
だ
。
世
界
は
私
た
ち
に 

ロ

ク

サ

ン 

二
三
七



ロ

ク

サ

ン

事
へ
、
存
在
も 

生
活
も
、
創
造
も
、
愛
も
、
私

fz
ち
の
も
の
だ
。
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Nachwort
Vor zwei Jahren zeigte mir Herr Tomoyoshi 

Sumioka die Novellen von Sandor von Hegedues 
und bat mich sie zu uebersetzen. Ich sagte freudig 
zu; denn Sandor von Hegedues ist ein ungarischer 
Dichter, und ich hatte mich schon als Kind nach 
seinem Vaterlande gesehnt. Aber wie gross war mein 
Erstaunen, als ich hoerte, dass Sandor von Hegedues 
der Neffe Yokais, einer meiner Lieblingsdichter, 
waere. Mit doppelter Freude habe ich dann zwoelf 
Novellen uebersetzt und sie in Zeitungen und Zeit­
schriften veroeffentlicht. Unter diesen Novellen 
wurden „Der Brief der Mutter"nnd „Wir Zwoelf" 
besonders gelobt und mit nicht geringer Begeisterung 
gelesen.

Wie das Madjarische aus dem Deutschen 
herauszulesen und schoen ins Japamsche zu 
uebersetzen sei ;~das war nicht leicht. Denn der 
Unterschied des Empfindens in beiden Sprachen 
ist gross. Aber etwas, was ich bei Sandor von 
Hegedues fand, war japanische Stimmung und 
japanische Empfindung. Jeder Japaner, der seine 
Werke mit Begeisterung liest, wird bestimmt die 
japanische Note anerkennen.

Dass diese Sammlung herauskommt, ist ganz und 
gar das Verdienst von Herrn Tomoyoshi Sumioka.

—1一



Er hat nicht nur seine wertvolle Zeit fuer die 
Uebersetzung „des Moerde捐〃 geopfert, sondern 
auch fuer das Erscheinen des Buches sich selbstlos 
bemuehb. Manche juenge Maenner haben ihm dabei 
geholfen. So ist diese Sammlung die Kristallisation 
all der freundlichen Gesinnung, die die Japaner 
mit Sandor von Hegedues und dem ungarischen 
Volk verbindet. Mit dem balderscheinenden Buche 
kann ich Sandor von Hegedues, der seine schoenen 
Werke seinen japanischen Blutsverwandten sandte, 
und Herrn Tomoyoshi Sumioka, der mich an dieser 
bedeutenden Arbeit teilnehmen liess, meine herzliche 
Dankbarkeit bezeigen.

Tokio, 23. Juli 1935-
Mizuyo Ashiya

Mitarbeiter fuer die japanische Ausgabe der 
Sammlung von Sandor von Hegedues

Uebersetzung: Tomoyoshi Sumioka, Mizuyo Ashiya, 
Hermann Heuvers, Ryunosuke Ajikawa, 
Hiroo Suga, Toyokichi Imanari

Einband: Takenosuke Kurosawa
Verlag: Shigeru Nishimi
Druck: Masao Ubukata
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